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◆章前：‥語かたり部べの言葉



◆2010-??-??T??:??:??　"???"



　私の友達の友達が実際に体験した話なんですけど……

　って、なんですか？　その、『また始まったよ、こいつ』みたいなお顔は。



　この話はほんと、実際にあったお話なんですってば。

　そんな、こんな可愛かわいい美少女を捕まえて、狼おおかみ少年を見るような視線で見ないで下さいよ。

　まあ、熱っぽい視線で見られてもノーサンキューですけどね。

　私は心に決めた人がいますから。

　っと、そういう話は今はいいんです。そう、友達の友達にあった、本当の話ですよ。



　なんと、その人は伝説の英雄になったのです！



　……って、なんで露骨にげっそりした顔をしているのですか。

　いや、本当に彼のお話はマジで凄すごい伝説なんですってば。

　レジェンドですよ、レジェンド。素敵な響きでしょ？

　今時、レジェンドになる男なんていませんよ？　ね、少しは興味を持ちました？

　まあ、勝手に話してしまうとしますね。

　貴方あなたは別に聞いてなくてもいいので、適当に相あい槌づちを打ったり、感心したり、たまに私の美声に酔いしれていて下さい。

　さて、その友達の友達こと、英雄になった彼の事を話しますと……



　なんと、彼はハーレムも築いてしまったのです！



　って、なんでいきなり興味津々なんですか。

　男の子って、みんなハーレム主義でもあるんですかね？　一人の子が選べないから、いっそみんなを取る！　みたいな。モテモテ幻想みたいなものかもしれませんね。ま、あらかた幻想なんですけれど。だって、そういう時の女の子って、めちゃめちゃ嫉しつ妬と深いですよー？　『あの女にも色々したんだから、私にもすべきである！　むしろしろ！』みたいな事ばっかりになりますよ？　具体的には、そうですね。プレゼント選びとか、かなり大変です。全員全く同じ値段で、なおかつ同じ時間悩んだものであり、さらにそれぞれ別の物を用意しないといけませんからね！

　そういう気遣い出来ますか？　思いも寄らなかったでしょう。『みんなに好かれているからそういうのは大丈夫だー』なんて都合のいい事は一切ありません。女の子なんてものは、全員が全員『自分は特別に愛されたい』と思っているのですから、自分がその特別な一人じゃないって解わかった瞬間には『グサーッ！』ですよ、『グサーッ！』。しかも、『グリグリ』っとされて、もう内臓は修復不可能なレベル。よしんば生き残ったとしても、まともな生活は出来ないようにするわけです。ひええ、女って怖いですねぇ。

　っとと。思いっきり脱線してしまいました。そういう話ではないのです。

　まあ、そういう話もなくもないですが、本題はそこではありません。

　ええと、なんでしたっけ。そうそう、伝説の英雄になった少年の話でしたね。



　都市伝説ってご存知ですか？

　そう、都市伝説。アーバンレジェンド。

　俗に『フォークロア』っていう言葉で語られる、とか言われていますけれど。

　俗にって言う割にそんな単語滅めつ多たに聞きませんよね。

　近所のおばちゃんとかが『そういや最近のフォークロアがさあ、ガハハ』とか話していたら、ハイカラ過ぎると思いますもん。

　まあ、たまにファッション用語で聞くくらいです。民族衣装ちっくな服の事ですよ。

　そんなわけで、都市伝説って言葉はご存知ですよね？

　ほとんどが眉まゆ唾つばなものだらけですが、実在してなくもなさそうな身近なお話。

　内容はホラーが多めだけど、どこかコミカルチックな匂においも残しているからか、割と広い年齢層に受け入れられている、気軽な世間話の伝説達。

　それが都市伝説です。



　んで、彼はその都市伝説になったのです。以上、おしまい。

　……ん？　なんですか？

　もっと詳しい事が知りたそうな顔をしてますね。

　ひょっとして興味あるんですか？　この、都市伝説。

　へえ、意外なところに興味を持たれるんですね。

　もっと、隣のクラスに可愛かわいい子がいるとか、あの子は着き痩やせするタイプだから本当はすんごいスタイルがいいとか、そういう話が聞きたいのかと思いましたが。

　ああ、その話も興味津々ですね。ま、それはまた今度にしましょうか。

　貴方あなたが狙ねらっている子のスタイルの話題も楽しそうではありますが。

　さておきまして。



　では、早速その『都市伝説』の英雄になった彼のお話をするとしましょうかね。

　えーと。……そうですねえ……

　これから挙げる三つの中から、選んでみるってのはどうでしょう？



　一番。追ってくる呪のろいの人形。

　二番。消えた花はな子こさん。

　三番。魔女喰ぐいの魔女。



　さっきの伝説の彼が入っていない？　ええ、そうですとも。

　何な故ぜなら彼は――これらの伝説を手に入れた、真の伝説マスター。



『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』の主人公ですからね。



    

  
    
      

◆第一話：‥“〝呪言人形メリーズドール”〟のロア　前編



◆2010-05-11T17:30:00　"Yagasumi City"



「ハァ……ハァ……ハァッ！」



　正直な話、何が起きているのかさっぱり解わからないまま、俺おれは走り続けていた。

　説明を要求しようにもこの街には今現在、人という人がこぞっていなくなっている。

　こんなにも街まち中じゆうを走り回っているのに、登下校に使っている心臓破りの坂も、人で賑にぎわう商店街の通りも、そして見慣れた住宅街の公園前でも。

　誰だれともすれ違わないばかりか、車の音すら聞こえなかったのだ。

　街中の人々がこぞってひきこもりになったのか、俺だけ残して人類滅亡したんでもなければ、異世界に迷い込んでしまったような気分だ。何かの小説だか映画でこんな状況を見た事がある。ゲームでもホラーものならよくあるパターンだ。

　主人公を、誰かを頼る事が出来ない状態に置き、ゆっくりと視聴者を恐怖させる演出。もし、この状況を作っている監督だか演出家だかがいるなら、大成功だ。俺はもう充分恐怖しているし、色んな事を後悔しているし、助けて欲しいと思っている。

　こんな事なら、あの携帯を手に入れなければ良かった、とか。

　もっと先輩と仲良くしておけば良かった、とか。

　親友に都市伝説について詳しく聞いておけば良かった、とか。

　今となってはもうどうしようも出来ない事が、走り続ける俺の頭の中でぐるぐると回転しては、心をマイナス方面に落としていく。なんなんだ、いったい。どうして俺がこんな目に遭あわなきゃいけないんだ。こんな状況を作り出したヤツを呼べ、今すぐにだ。

　そんな怒り混じりの後悔を胸に抱いていても、一向に事態は良くならない。

「ハァ……ハァ……ハァッ！」

　走り続けて、そろそろ二十分は経過しているだろう。

　俺は住宅街にある公園を突っ切って、いつもなら車通りの激しい大通りに出た。

　やっぱり、車は一台も走っていないし、人の姿もまるでないゴーストタウン。いよいよ本格的に為なす術すべも無くなってきた、と思ったその時。



　ピピピピピピピッ



「ひっ!?」

　どんなに逃げても、どんなに走っても、この無機質な電子音は定期的に鳴り響く。

　制服の胸ポケットに収めていた携帯電話を、ハンカチに包みながら取り出す。それは布地越しにも解わかるくらい熱を発しており、まるで不ぶ気き味みなモノの接近を告げるかのように、うっすらと赤く光っていた。

　俺おれが昨日きのう、ヤシロと名乗る少女から受け取った携帯電話。

『Ｄフォン』と呼ばれた端末は、着信を告げる電子音と共に赤い明滅を繰り返している。

　プツッ、と電話が勝手に繋つながると、そこから、悪夢のような声が再生されるのだ。



『もしもし、私よ。今、公園にいるの。……どこに逃げてもムダよ……』



　そしてプツッ、と一方的に切られる。

　同時に、俺の後ろからはコツ、コツ、と地面を歩く足音が聞こえてきた。正直勘弁して欲しくて仕方ない。冷静さとか、後悔とか、そんな余計な気持ちが一気に飛んで、ただ『恐怖』だけで俺の中がいっぱいになる。

　俺は陸上部でも一目置かれるほどの全速力で走っていたというのに、俺を追いかけている何者かは、歩いている状態でずっと俺の後をつけているのだ。

　こんな出来事の当事者になるなんて、夢にも思っていなかった。

　ちょっと怖い話好きなら、一度くらいは聞いた事があるかもしれないオカルト話。

　いわゆる都市伝説と呼ばれる噂うわさ話ばなし。

　俺もこの『電話で追いかけてくる何者か』の話は知っていたが、まさか自分で体験する事になるとは思わなかった。どう考えても由ゆ々ゆしき事態だ。

「考えろ、考えるんだ一いち文もん字じ疾風はやて……」

　一体全体、何が起きているのか。そもそも本当にここは俺が知っている街なのか。そして何より、俺は助かる事が出来るのか？

　様さま々ざまな考えが大量に押し寄せてくる中で、一番考えたくないワードが常に浮かぶ。

　そう、『死』だ。

　俺はもしかして、このまま……

「いやいやいや！」

　縁起でもない考えがその事実を引き寄せるような気がして、俺は慌てて頭を振った。

　このまま街の中を走り続けたとしても、追いかけてくるのは確かだろう。

　逃げ込んで安全な場所というのも、さっぱり心当たりはない。

　誰だれかを頼ろうにも、人の姿は完全に消えている。

　声が聞けるのは、さっきの電話だけ。

　これがホラー的な物語を読んでいる立場だったら、『ああ、こいつは死んだな』とさっくり思っているだろうが、今の俺おれは当事者だ。絶対に死にたくない。これからはホラーものの登場人物達を心から応援する事に決めた。彼らだって生きているんだ。うむ。

「『どこに逃げても無駄』か……」

　言われた言葉を復唱するだけで、足は震えそうになるし、股こ間かんはなんかふわふわとしてくるし、心臓はドキドキするし、瞬まばたきは多くなる。それなりに肝っ玉は据わっている自信があったが、こうして命の危険に立たされると……

　いかに自分がちっぽけな存在なのかを痛感した。

「くそっ、なんだってこんな事に！」

　肺に残っている空気を怒りの言葉に代えて吐き出す。

　俺がどんなに走っても、走っても、走っても。

　背後から聞こえる『コツ、コツ』という足音は消える事はない。

　むしろ、気を緩めればどんどん近付いているようにさえ響いてくる。

　そう、俺がこんな事になる理由――心当たりならいくつかあった。

　その始まりは確か……昨日きのうの朝、親友のキリカとのトークタイムだったはずだ。





◆2010-05-10T08:30:00　"Yasaka High School 2-A Class"





「都市伝説？」

「そう、都市伝説！」

　俺の席までやって来た女の子が、爽さわやかに明るい声で得意げに告げた。

　愛くるしい瞳ひとみは猫を思わせるようなクリクリっとした輝きを放っており、やや洋風っぽく整った顔立ちは、多少高貴な面影すら感じさせる。短いスカートを履いているので綺き麗れいな脚線美が男心をくすぐりまくる。そんな大変可愛かわいらしい少女、仁に藤とうキリカだ。

「今日の話題はそれにしようと思うの」

「ほほう」

　ずい、と体を俺に寄せてくる。制服の上からは解わかりづらいが……細く見える彼女だったが、出るトコは出て、引っ込むトコは引っ込んでいるというやや日本人離れした理想的な体形なのだ。少し外国の血が入っている家系だそうで。一週間ほど前に屋内プールに遊びに行ったのだが、その時に見た均整のとれた体つきは今でも俺の思い出フォルダにきちんと収められている。何なに気げに携帯のデータフォルダにも収められている。いや、ちゃんと撮影の許可は取ったけどな。

　そんなキリカとの朝の語らいタイム。

　ホームルームが始まるまでの僅わずかな時間。キリカが仕入れた面白話を聞いてから、俺おれの『市立夜や坂さか学がく園えん』ライフは始まるのだ。

「モンジ君は知ってる？」

「俺の名前は一いち文もん字じ疾風はやて。疾風と書いてハヤテと読むかっちょいい名前があるんだから、そっちで覚えようぜキリカ」

「あははっ！　可愛かわいいと思うのになあ、モンジ君って名前」

　キリカのような可愛い子に『可愛い』って言われるならいいかなと思えるが。

　まあ、お約束みたいなものだ。

「都市伝説って、あのホラーちっくな話の事だろ？　現代の怪談、みたいな」

「そうそう。さっきまであっちで三枝さえぐささん達と話してたんだけどね？」

　キリカが見ると、クラス委員長の三枝さんは俺を見てメガネの奥で目礼してくれた。

　俺も彼女に習って軽く会え釈しやくする。

　今は別の子に今日の宿題を見せている三枝さん。メガネをかけた真面目まじめで控えめな委員長なのだが、意外とその手のオカルト系の話題が好きな子だったのか。

「『赤マント』とか『花はな子こさん』とかは怪談だっけ」

「そうそう、それも都市伝説だね。後は『口くち裂さけ女』とかも。どこそこのハンバーガーにミミズが入っていた、とかそういう社会的な噂うわさ話ばなしも都市伝説だよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「昔そんな話があったなあ。『本当は食用ミミズを入れた方がコストが上がる』とかそんな話で、そんな事はしていませんって発表したとかなんとか」

「そうやって消えちゃう都市伝説もあるよね。後は定番だと、『リコちゃん電話』をかけるとリコちゃんが電話をかけてきて、殺しに来るー、みたいなヤツ」

「あったあった」

　リコちゃんとは、小さい女の子用の人形である。

　低年齢層の女の子がおままごとに使ったり、着せ替えをして楽しんだりするものだ。

　今時の小さい子も遊んでいたりするのかは解わからないが、少なくとも俺おれの従姉妹いとこは小学校の高学年くらいまでは人形で遊んでいたので、需要はちゃんとあるのだろう。

「ふふっ、モンジ君も詳しいね」

「意外とホラーちっくなものも好きだったりするのさ」

「へえ～、ちょっぴり意外」

　屈託なく笑うそのキリカの顔を見ていれば、全国男子の五割は恋に落ちてしまうんじゃなかろうか。それくらい彼女の笑顔は素敵だった。現に、俺のクラスメイト男子達も俺達をチラチラ見ている。中でも羨うらやましそうに俺を見ているのは、金髪碧へき眼がんのイケメン男、アラン・シアーズだった。

　キリカは人気者なので羨ましいのだろう。特にアランは良く言えば正直者、悪く言えばアホの子だ。俺はヒラヒラ、っとアラン達に手を振ると、彼らも頷うなずいた。

　あれは、「後で何を話していたのか教えろ」という顔だ。うむ、解っている。美少女とのトーク内容は独り占めしたりしないさ。だからアラン、そこで俺に呪のろいをかけるかのように眉まゆを寄せて睨にらみ続けるのは止やめろ。

　キリカは話し好きで聞き上じよう手ずという素晴らしい特技を所持している為ため、色々な情報に詳しい。『物知りキリカ』としても有名であり、大抵の事は尋ねれば返ってくる。また、彼女が知らない話題でも、ちゃんと興味を持って会話に乗って感心してくれるので、勘違いする男子は多いのだ。この年とし頃ごろの男子は、『自分の話を楽しそうに聞いてくれる明るい女子』にメッポウ弱いのである。俺も言わずもがなだが。

　当然クラスメイト男子の中でもアランだけでなく、結構な人数がキリカを狙ねらっている。まあ、あいつの場合は可愛かわいい子なら誰だれでもいいのかもしれないが。そんな男子からキリカを守る！　と息巻いているクラスメイト女子たちもキリカの周りにはよく集まっている。

　男女ともに話の中心になり易やすい少女、それがキリカだ。

　そんな、いつも周りに人を集めているキリカが、朝はいつも俺との会話に時間を割いてくれるのだ。こうしている今でも、男子はイライラ、女子はハラハラ、俺を見つめているのだからその人気たるやかなりのモノ。

　なんでも「モンジ君は顔はまあまあだけど、背が高くて反応が可愛かわいいから」との事。

　気に入って貰もらえているなら何よりだ。

「で、その都市伝説がどうかしたのか？」

「うん、どうかしたのですよ」

「ほほう？」

　俺おれも小学生時代などはその手のホラー話にドキドキハラハラしていた口だった。夜トイレに行けなくなる事もしばしば。風ふ呂ろで髪を洗っていると誰だれかが立っているような気配を感じて振り向く事もちょくちょくあった。

　それら怪談のほとんどが作り話だって知っている今でこそ落ち着いて聞いたり話したり出来るが、昔はそれはもうとことん怖がりだったものだ。

　季節的にはそろそろ暑くなり始める頃ころか。軽くフライング気味とはいえ、まあホラー話をするのも時期的には有りかもしれない。何よりキリカが楽しげに話しているのだから、その笑顔を間近で見られるだけでも眼がん福ぷくというものだろう。

「なんとね！　よいしょっと」

　キリカは俺の机に腰掛けると、スカートをサッと直す。

　チェック柄をした制服のスカートから覗のぞく、健康的な太ももが大変眩まぶしくて眼福だった。

　何なに気げにいい脚線美をしているだけに、短いスカートはかなり強い武器になっている。

「ふふっ、今、エッチな目で足を見てたでしょ」

「キリカの脚線美は芸術だな、と思ってたんだ」

「あははっ、モンジ君って解わかり易やすいよね」

「正直者で通ってるしな」

　見たいものは見たい。だから口にする事は我慢しない。それが俺の主義である。

　勿もち論ろん、なんらかの痴漢的行為に繋つながるので、実行はほとんどしないのだが。

「で？　キリカの太ももやらパンツも大変興味深いわけだが。キリカがそこまでニコニコして話したがっている都市伝説の話題も大変興味深いぞ」

「おっ、ありがと！　ぴろりーん」

「うむ、好感度も上がったようだな」

「ざんねん、友情度の上昇でした」

「二つパラメータがあるタイプか、あんまり友情ばっかり上げないようにしなきゃな」

「あははっ！」

　こうやって話の内容が脱線していくのが楽しいのもまた、朝のまったりタイムの醍だい醐ご味みだと俺は思う。話したい内容についてを語り合うよりも、友達と仲良く会話しながら過ぎて行く時間が楽しい、そういうものだ。

「そんでね、実は最近、出たんだって！」

　キリカもそんな時間を楽しんでいる節はあるが、今はとにかく都市伝説について語りたくて仕方ないようだ。

「この手のパターンから行くと、幽霊か何かか？」

「かもしれないね。大抵の都市伝説は幽霊系だし」

「ふむ。どんなのが出たんだ？」

「さっき話した、リコちゃん人形のパターンだね」

「ほうほう？」

「あれって、玩具会社の電話サービスから出た都市伝説なんだけどね。モンジ君は詳しく知ってる？」

「ちょっとだけだな。情報通のキリカほどじゃないとみた」

「ふふっ、そう？　じゃあ簡単に説明するよ」

　情報通と言われて気を良くしたのか、キリカは胸を張って人差し指を立てて語り出す。

「一昔前、自動応答の電話番号があってね。雑誌の広告とかに番号が書いてあって、その番号にかけると『もしもし、私リコちゃん、お電話ありがとう！』って流れるの。テープで録音された音声がずっと再生されてるってサービスだね」

「あー。なんかリコちゃんの小話が聞けるってヤツか」

　昔、従姉妹いとこに付き合ってかけてみた事があったのを思い出す。

　いかにも録音された割れた音質で、『もしもし、私リコちゃん！　今日は、ジェシーちゃんとお買い物に行ったの』とか言う内容が流れてきた。

　幼な心に、何パターンくらい録音されているんだろう、と思ったものだ。

「で、『リコちゃん人形』を捨てた女の子がある日電話に出たら、『もしもし私リコちゃん。どうして捨てたの？　今から貴女あなたのお家に行くわね』みたいに言われて、ガンガン家に近づかれていっちゃう、っていうお話」

　キリカがかい摘つまんで話してくれた内容は、俺おれもどっかで聞いた事があった。捨てられた人形の復ふく讐しゆう話。よくも捨てたな！　みたいな執念を描いた恐怖ストーリーだ。何なに気げに恋愛話のストーカーみたいなものに近いなぁ、なんて感想を持つ。えーと、最後は確か……

「結局死んじゃうんだっけ？」

「ううん、不明だね」

　キリカは立てていた人差し指を自分のほっぺに当てて、思い出すように首を傾かしげた。

「えーと、順番に言うと、その後は『リコちゃん』から電話が一方的にかかってきまくって。『もしもし、私リコちゃん。今から貴女の家に行くわ』『もしもし、私リコちゃん。今、貴女の家の前にいるの』『もしもし、私リコちゃん。今、貴女の部屋の前にいるの』って続いていく感じ」

「ラストは、『貴女の後ろにいるの』だったっけ」

「そうそう。そして振り向いたら……キャー！　みたいな？」

　キャーに、合わせてキリカは大きくバンザイする。あまりにも笑顔で語るものだから、恐怖よりも微笑ほほえましさの方が勝ってしまった。元々キリカの方にも俺おれを怖がらせるつもりなんてないのだろう。クスクスと笑いながら机の上で足をパタパタと振っている。

　俺もその都度、揺れる太ももに視線が向いた。

　しかし、キリカはその足をピタっと止めると、急に声をひそめて。

「で、それが出たの」

「……出た？」

　出たっていうのも不思議な言い回しだった。

　被害者が出た、という言い方なら解わからなくもないのだが。

　この言い方ではまるで『追いかけてくるリコちゃん人形』が誰だれかの前に現れた、みたいに聞こえるじゃないか。

「そ。隣の市に、すっごい進学校あるでしょ？」

「ああ、私立蒼そう青せい学がく園えんだな」

　私立蒼青学園は隣の『月つき隠がくれ市』にある、飛び抜けて頭のいい共学の進学校だった。

　我らが夜や霞がすみ市と違って、月隠市はとても発展した都会ちっくな場所である。こっちの市では売ってない物も月隠市に行けば手に入るので、ウチの生徒も何かあればしょっちゅう出かける場所だ。

　そんな月隠市で最も有名なのが蒼青学園だった。学力も高ければ学費も高い。何より通っている生徒がみんな金持ちのお坊ぼつちゃん、お嬢様だ。

　つまり頭の良い金持ちたちが通っている学園。

　頭の良い金持ちがいっぱいいるなら、今後の日本は案外安泰なのかもしれないな。

「あそこの女の子が、おっかない目に遭あったんだって」

「へえ……実体験なのか」

　友達の友達が……という言い回しはよく聞く、というかこういう都市伝説ものの定番らしい開始口上なのだが。学校名まで指定されると、より身近に聞こえた。

『この手の話題は適度に身近になるようにするのがいいんだよん』と憧あこがれの先輩から聞かされてはいたが、実際に聞くと本当だ、と感心する。

「三枝さえぐさちゃんのお友達が、実際に怖い電話口の声に追いかけられたらしいよ」

　思わず三枝さんの方を見ると、やはりメガネをキラリと光らせて俺に目礼してくれた。

　俺も倣ならって会え釈しやくしつつ。……こっちの話も聞いてるって事なんだろうか、三枝さん。

　彼女の周りには女子だけではなく男子もいて、みんな頑張って彼女の宿題ノートを写している。……俺も授業前に写させて貰もらおう。

「怖い声に追いかけられるって聞くと、ストーカーじゃないの？　って思うが」

「その線もあるらしいけどね。私達には都市伝説の方がロマンじゃない？」

　確かに、三枝さえぐささんの友達には悪いが、そっちの方が面白そうである。

「元々、この『リコちゃん電話』っていうのは、別の話から派生したものでね」

「ああ、聞いたことあるかも。『メリーさん電話』だっけ」

「そうそう。本来この手の話の原典、元ネタっていうのは存在しないんだけどね。人の噂うわさから噂へと発展して有名になっていくものだから。だけど、出典かな？　というのはいくつかあって、それが別の話とくっついたりして広まるって事は多いの」

「元ネタみたいなものがいくつかある、って事か」

「そ。んで、この『リコちゃん人形』の場合、有名な『メリーさん電話』が元ネタじゃないかって言われているの」

「メリーさんって聞くと羊が浮かぶけどな」

「あははっ、そういう可愛かわいい話だったらいいんだけどね」

　キリカはそう前置きしてから、やはり再び声を潜める。

「その話は、メリーさんに捨てられた人形が、家に電話をかけてきて、最終的にメリーさんを殺しちゃう……みたいなお話」

「そっちは完全に殺しちゃうのか……」

「うん。『最後どうなったか解わからない』っていうのは、その方が怖くなるからっていう創作だと思う。そもそも『メリーさん電話』自身も創作だろうし。人が噂するごとに進化して、より怖くしていくっていうのが都市伝説の醍だい醐ご味みなの」

「伝説もレベルアップする、ってわけか」

「そういう事。で、その被害者が蒼そう青せい学がく園えんにいた、ってわけ」

「ふーむ……その子はどう切り抜けたんだ？」

　実際に三枝さんにそれを語ったという事は、生き延びているのだろう。

　よく、登場人物が死んでしまう話を語って、『じゃあどうしてお前が知っているんだ』とツッコミが入って終わってしまう怪談話もある中、なかなかの信しん憑ぴよう性せいであると言えた。

「なんかね、携帯の電池が途中で切れたらしいよ？」

「あれ、そんなんでいいんだ？」

　大抵、生き延びた場合にはそれなりに知恵を絞ったり、相手の弱点を突いたりなどの展開があって、無事に切り抜けたのでした、とオチが着くはずなのだが。

「元々、電池を抜いたり、捨てたりしても追いかけてくるっていうのがこの都市伝説のキモになっている部分なんだけどさ」

「うむ」

　例えば電源を切っても何な故ぜか、かかってくる。

　遠くに捨てても家の電話から、かかってくる。

　ブレーカーを落としてもどこからか声が聞こえてくる、なんてのがこの手の話の定番だ。

「その人形ちゃんが、さあ、もっと怖がらせてやるぞ！　って電話かけてきて、『もしもし私よ、今、あっ』プツッ、みたいになったらこう……」

「確かに……なんかちょっとおまぬけだな」

　一番怖がらせてやろう、という場面での不慮の事故。

　それが被害者の意図したものではなかった場合、なおさら空気が気まずくなるだろう。

「その後、怖がらせる事も出来なくなった呪のろいの人形ちゃんは、そのまま彼女に電話をかけてくる事もなく、現れなくなったのでした。みたいな」

「……人形側も空気を読んだ結果だったりするんだろうなぁ」

「意外と都市伝説の怪物さん達もお茶ちや目めなのかもしれないね。そういう子だったら、会ってみたいなあ～。お友達になってみたい」

　口元に手を当てて、クスクスと肩を揺らすキリカ。

「キリカだったら、そういうおばけ的なものでも友達に出来そうだよな」

「モンジ君もね。意外と『そういうもの』に好かれそう」

「相手が美少女なら、おばけでも大歓迎だぜ」

「あはは！　だと思ったもん！　このスケコマシー」

「俺おれは硬派だぜ」

「ハイハイ。あははっ！」

　キーンコーンカーンコーン。

　キリカの笑い声と、チャイムの音が重なった。

「じゃ、また休み時間にね、モンジ君っ」

「おうよー」

　俺の机からヒラリと舞い降りるキリカのスカートが鮮やかに翻ひるがえったものの、中身は絶妙の影具合で見る事が出来なかった。

　流石さすがキリカ。そういうチラリズムに関してもぬかりない。

　キリカはまず三枝さえぐささんの席の近くまで寄った。そして他ほかの女子達にも「みんなにも後で面白いお話するね！」と告げてから自分の席に戻っていく。女子達も嬉うれしそうに頷うなずいていた。本当にカリスマっ子だなあ、と眺めていると、教室のドアが開く。

「ホームルームを始めます」

　担任の安あん藤どう先生がいつもの生き真面目まじめな声で黒板の前に立った。

　気が付くと、携帯にメールが入っている。

『おい、キリカたんと何を話したんだモンジ野郎』

　アランからのメールに苦笑いしてから軽くスルーしつつ。

　このホームルームが終わったら、自分の席に着きながら俺を睨にらんでいるアラン達にどんな話をしたのかを教えてやる事にしよう。あと、モンジって言うな、っていうのを徹底して叩たたき込まないとな。

　こうして、俺おれのいつもの一日がスタートしたのだった。
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「しっかし、本当に『都市伝説トーク』だけだったんだろうな？」

　放課後の部活の時間。

　陸上部に所属している俺とアランは、こうしてよく一緒に喋しやべっていた。

　走る順番を待っている間は割と暇な事が多く、基本的に部活にユルい学校なので私語をしていても怒られる事はないのだ。

「どうなんだ！　お前、僕達のキリカたんとは何もないんだろうな!?」

　僕達の、という辺りに男子達の結束感を感じたりしつつ。

　俺がキリカに気に入られるまではそっち側だったのもあって、余計に羨うらやましい気持ちがでっかいのだろう。特に一年から一緒に行動する事が多いこいつにとっては。

　アランは、見た目は金髪碧へき眼がんの背が高いイケメンだ。だが、生まれてからずっと日本に住んでいる事もあり、何なに気げに英語が苦手だったりする。それに見た目はいいのに性格がアホなせいか、女子にも面白い人としてしか認識されていない節がある。

　つまり、見た目だけがいい三枚目、それがアランなのだ。

　どうも似たような立場を持つ親近感のせいか、去年からよくつるんで行動している。

「朝も昼も言った通りだっての。そもそも、俺とキリカに何を期待してんだよ」

「期待してんじゃねえよ！　むしろ、何もないよな？　ないと言えよ！　な！」

「何もないと言えば嘘うそになる」

「なんだと!?」

「実はお前らには内緒にしていたが……俺とキリカは……」

「お、お前とキリカたんは……」

「屋内プールに行った帰りに、一緒にひとつのクレープを喰くった仲だ」

「ジーザス!!　許せねえ!!　き、キリカたんと、か、間接キッスだと!?　もうモンジと僕の仲はこれまでだ！　僕とお前はもうレッド他人だからな！」

　実際、そのくらいしかない仲ではあるのだが。アランの中では重罪人になったようだ。

　見た目こそイケメン外国人なのに、頭の中はとことんアホな青少年である。しかしこの似え非せ外国人的な英語の使い方は、俺の中ではヒットだった。

「短い付き合いだったな、アラン。あと、モンジって言うな」

　このニックネームが広がっているのは大変由ゆ々ゆしき事態だと思いつつ、傾いている太陽を見てから校舎にある時計を見る。もうすぐ部活時間も終わりのようだ。

「いや、待てモンジ！」

「なんだレッド他人」

「お前とキスをしたら、キリカたんと間接キスになるのだろうか？」

　また薄ら寒い事をぬかし始めやがった。

「俺おれがキリカとリアルキッスをしたら、そうなるかもしれないな」

「なんだ、そうか……ならお前とのキスは後回しだ」

「永遠に後回しにしてくれ」

　こいつの発想は本当に突とつ飛ぴだが……しかし、キリカとキスか。

　あの愛らしい表情、魅力的なピンクの唇をついつい思い出す。

　……かなり悪くない想像だ。なんと言うか、あいつとキスするシーンを想像すると胸がドキドキして、顔が熱くなってくる。だが、想像の中で俺の唇があいつの唇に触れる瞬間、その邪念を頭を振って追い払った。

「それに、俺には心に決めた人がいるからな」

「あー……ま、絶対お前にゃ無理だろうが、ムダな努力ガンバレよ？」

「うっせ、お前に言われたくないぜ」

　そう、俺には心に決めた……とまでは言わないが。片思いの相手がいるのだ。

「しっかし、どう考えても無理だろ、モンジじゃ。僕のように全すべてを備えた完かん璧ぺきなイケメンならば別だが、お前は『先輩』には釣り合わないだろ」

「モンジって言うな。それに、釣り合うか釣り合わないかじゃないだろ、こういうのは」

「いやあ、そういうモンだと思うぜ？　そもそも、夜や坂さか美少女ランキング第三位のキリカたんがお前と仲良くしているだけでも不釣り合い、身に余り過ぎるものだと言うのに。ランキング一位の七しち里り先輩なんか……」

「そりゃ」

　俺は思わずアランの目に目め潰つぶしを仕掛ける。

「ぐわー!?　目が、目がぁぁ!?」

　お約束を理解する男、アランは両目を押さえながら悶もだえた。

　言われなくても、解わかっているつもりだ。俺のように、学力は普通、家柄も普通、今まで彼女が出来た事もない男が、学園のアイドルである先輩に想おもいを寄せるなんて分不相応だ、という事くらい。

　だが、恋愛っていうのはそういうモンじゃないだろう？　内側からくる熱いパトスをぶつける事こそ、大事なのではないだろうか。こう、相手に迷惑かけないレベルで。

「ああ、そうだ、アランよ」

「なんだ？」

「お前、都市伝説のおばけみたいなモンに襲われたらどうするよ？」

「ああ？　なんだそれ」

「都市伝説トークが出来ると、キリカと仲良くなれるぜ」

「マジか！　そうだな、僕は相手が美少女だったら幽霊でもおばけでもいいぜ！」

　絶妙に女子にはアウトっぽい返事だったが、これでこそアランだと思った。

「そうかそうか。襲われたらキリカに教えてあげるときっと喜ばれるぞ」

「マジか！　美少女的なおばけと仲良くなって、しかもキリカたんとも仲良くなれるビッグチャンス到来！　おっしゃ！」

　ガッツポーズまでしているアランを見ると、とことん平和な気持ちになった。

「んじゃ、そろそろ先輩に会えるかもしれん時間なんで、俺おれは部活上がるぜ」

「へいへい、ま、ムダだろうがガンバレよ！　僕はおばけの噂うわさ探しをするぜ」

　アランのアホな発言に送り出されつつ、俺は部室棟にあるシャワールームへ向かう。

　しかし、そんな俺の背中にアランが声をかけてきた。

「なあ、モンジ」

「モンジって言うな。なんだよ？」

「いや、それで、都市伝説のおばけにはどうやったら会えるんだ？」

「さあな、リコちゃん電話でもかけまくればいいんじゃないか？」

「そっか、その手があったか！　ありがとうな！　百回くらいかけてみるぜ！」

「おう、ガンバレよー」

「お前もな、モンジ！」

　いい加減言い直させるのも飽きた俺は、アランにヒラヒラと手を振ってその場を立ち去ったのだった。
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　あまり部活動が盛んではないこの学園は独特のユルさがある。

『好きな時に参加し、好きな時に休む』という部活ルールが俺にはピッタリだった。

　アランや友人とトークしながらの走り込みは楽しいし、タイムが少しずつ上がるのもやり甲が斐いがある。顧問の先生だってのんびりと怪け我がしないように見守ってくれている。

　熱血！　最強！　みたいなノリにも憧あこがれなくもないが、俺としては今くらいが丁ちよう度ど良かったし、楽しく部活動に専念出来るから大満足だった。

　それに、部活を早めに上がって、念入りにシャワーを浴びると丁ちよう度ど生徒会が終わる時間に重なる事が多いのだ。その時間は、六時半頃ごろ。

　最終下校の時刻まで後少し、という時間帯。

　校門で少し待ちながら辺りを見回す。

　登下校の時間は生徒でいっぱいになるこの校門付近も、今はすっかり人の気配がしない場所になっていた。心なしか花壇の花や初代校長の銅像も寂しそうに見える。

　最終下校時刻近くともなると、この時期はまだ薄暗い。

　これから夏が近付くにつれて日も長くなるのだろう。

　だが、今はまだ校門を照らす灯あかりも心もとなかった。

「誰だれもいない校門前、か……」

　黄昏たそがれ時どきの薄暗さは、人の心を不安にさせる。あの暗がりには誰かがいるんじゃないか。もしかしたら変な世界に迷い込んでしまったんじゃないか。どこからか、俺おれを見つめている視線みたいなものがあるんじゃないか……

　思わずキョロキョロと辺りを見回してしまう。

「いやいや、ないない」

　そう簡単に怖いものなんて出会えるはずもない。それに、もし出会ってしまったら……それこそ、アランにでも教えてやるとしよう。俺はぶっちゃけ怖い目には遭あいたくない。平和で明るい、ときめき学園生活が出来れば満足なのだ。

「……ん？」

　目の端に、何か白いものが見えた気がした。多分、校門の脇わき。

　慌ててそちらを振り向いてみると、そこには……白い服の女の子が立っていて、危うくビビって声が出るとこだった。最初からそこに立っていたかのようにじっとしているが、さっきまで俺は校門を見ていたのだ。誰もいなかったのは確実である。

　存在感が全くなかったのに、いつの間にか立っている。

　真っ白いワンピースに身を包んでおり、同じく真っ白なつば広の帽子を目ま深ぶかにかぶっている。まっすぐなストレートの髪は、雪のように白かった。背格好からして、小学生低学年か、高学年に入るくらいだろう。顔は帽子に隠れて見えないが、唯一見える口元には柔らかな笑みを浮かべていた。その笑みがまた、何か深い意味がありそうでなんとなくゾッとしてしまう。

　黄昏時の薄暗さも相まって、俺は身震いするような恐怖を覚えていた。

　どうしてだろう。ただ単に、住宅街の女の子が学園に興味を持っただけかもしれない。或あるいは、誰かの妹が迎えに来ただけかもしれない。それなのに、俺はその子の持つ雰囲気を恐れて、目が離せないでいるのだ。

　彼女は俺おれを見て微笑ほほえんでいる。そう、少女の目が見えるわけではないが、彼女の視線の先は明らかに俺だった。唯一見えている口元が小さく動き、俺は注視してしまう。

　その口は……音は発していなかったものの。伝えたい言葉は俺には解わかってしまった。

『あとでね』と。

「え？」

　どういう意味かを尋ねようと、一歩。校門に近付こうとすると……

「モンジくーん！」

　背中側から大変愛らしい、天使の歌声のような爽さわやかで甘い声が聞こえてきた。

　大慌てでそちらを振り向くと、パタパタと小走りに女子の先輩が来てくれている。その人こそ、俺が待っていた憧あこがれの人、七しち里り詩し穂ほ先輩だった。

　背中まであるふわふわの髪が揺れて、その悩ましい体もやや弾んでいる。

「先輩……ふぅぅ……」

　先輩が走り寄って来てくれて、一気に安心感が胸を満たす。胸に手を当てて深呼吸すると、それだけで恐怖が薄れていくのが解った。

「ふぇ？　どうかしたの、モンジくん？」

「いや、さっきまでそこに女の子がいましてね」

「女の子？　校門に？」

　指差す場所にはもう誰だれもいなくなっていた。

　まるで最初から誰もいなかったかのように、少女の姿はなくなっている。

　……もう帰ってしまったのか。それとも本当に『誰もいなかった』のか。

　後者で考えると心底怖くなってしまうので、俺は自分の気持ちに蓋ふたをした。

「ああ、いや、いた気がしただけかもしれないっス」

「そうなの？　モンジくんちょっと顔が青いよ？」

　先輩が心配そうに顔を覗のぞきこんでくれて……その愛らしいお顔が大変近くに寄ると、一気に恐怖や戸惑いよりも嬉うれしさとドキドキが俺を包み込む。直後に体温が上昇し、胸が苦しくなる。これが恋というものだと気付かせてくれたお人は、まるでそんな事には気付いていないかのように俺を見つめてくれている。全くもって罪なお人だ。

「大丈夫っス！　ちなみに俺の名前は一いち文もん字じ疾風はやてです。疾風と書いてハヤテですよ！」

　自分でも顔がニヤけるのが解った。

「格かつ好こいいよね、モンジくんの名前って」

「先輩が格好いいって言ってくれるならいいや！　こんばんは！」

「はい、こんばんは！」

　ニャパーっとした、満面の無防備な笑みで俺の前に立ってくれた。

　キリカとは違う、どんな人でも包み込んでしまうような包容力のある笑顔。

　それが、頬ほおを赤く染めながら軽く息を整えつつ、真まっ直すぐに俺おれに向けられている。その度たびに俺は先輩に惚ほれ直してしまうのだった。

　俺のマイエンジェルにして、片思い相手で学園のアイドルでもある先輩。

　我らが夜や坂さか学がく園えんの生徒会長でもあらせられる詩し穂ほ先輩は、そんじょそこらのアイドルも顔負けのルックスを持っているスーパー美少女だ。パッチりした瞳ひとみ、小さな鼻と口、ふわふわの柔らかそうな髪の毛、制服の上からでも解わかる悩ましい我わが侭ままな体つき、そしていつも違うのをかぶっている、トレードマークのお洒落しやれ帽子。

　それらが絶妙に組み合わさると、この夜や霞がすみ市では知らない人がいないと言われるほどの美少女アイドル、七しち里り詩穂先輩が出来上がるのだ。その愛らしさの前には、楊貴妃ようきひも小お野のの小こ町まちもクレオパトラもビックリするんじゃないかね。

　心なしか先輩の登場に、花壇の花達も元気になり、初代校長の銅像は目つきがいやらしくなったように感じるほどだ。

「ふふっ。こんな時間まで部活？　偉いねえ、モンジくん」

「ははっ、それほどでもあります」

「あるのん？」

「偉い事をすれば先輩に褒ほめて貰もらえるでしょう！」

「おおっ、直球だ」



    

  
    
      



    

  
    
      「フッ、それに！　この時間まで頑張れば、生徒会の業務を終えた先輩と帰れるかもしれませんから！」

「わぉっ、モンジくんったら素直さんだね！」

「清く正しいのが俺おれの性分っスからね」

「うんうん、偉い偉い」

　先輩がその白くて綺き麗れいな手で俺の頭を撫なでてくれる。

　それだけで今日という日は最高のハッピーデイになった。

　概おおむね、先輩は誰だれにでもそつなく優しかったり、ノリが良かったりするのが悔しいのだが、そういう所も含めて好きになってしまったのだから仕方ない。

　これが街のアイドルに、マジになってしまった男の試練というものだろう。

「ってなわけで、一緒に途中まで帰りませんか、先輩？」

「うんっ、いいよ！　送り狼おおかみさんになっちゃってもいいからねん♪」

「なんですと!?」

「がおーっ、てしちゃう？」

「大変しちゃいたい！　ですが！」

「ですが？」

「出来れば先輩とは、清く正しいステップを踏みたい所存です」

「あははっ！　なるほどねえ、紳士だね、モンジくんってば」

「ジェントルモンジですから」

「ジェントルハヤテじゃないのん？」

「シマッタ!?」

「ふふっ」

　鈴が鳴るようにコロコロと笑う先輩の笑顔に、俺はもう蕩とろけそうになっていた。

　今死んだら、きっと幸福なまま死ねる。そんな気すらしている。

「うん、まあ、モンジくんに送って貰もらえるなら安心かなー」

「ん？」

　その声こわ音ねに僅わずかな恐怖が含まれている気がして、俺は先輩の顔を覗のぞき込む。

　その顔は、やはりちょっと何かを怖がっているかのように、眉まゆがハの字になっていた。

「ほら、最近なんだか怖い噂うわさがあるでしょ？　都市伝説、みたいな」

「ああ……」

　今け朝さ、キリカと色々話したのを思い出して頷うなずいた。

　……ここで先輩と様さま々ざまな都市伝説トークをして、先輩の好感度アップ！　というのが、俺の運命だったのかもしれない。ありがとうキリカ、都市伝説の話題を振ってくれて。お前はマイエンジェル２だ。今度アイスを奢おごるよ。

「ちょびっと怖いなー、と思ってたの。だから男の子と帰れると安心するのです。わたし、モンジくん以外にあんまり男友達っていないしね」

「なんですって？」

「ふぇ？」

「先輩、いつもニャパーっと笑ってらっしゃるから、てっきり……」

　てっきり、四六時中周囲にはイケメンを侍はべらせ、先輩が一言『お茶』と言えば様さま々ざまなブランド物のお茶が用意され、『ご飯』と言えば和わ洋よう折せつ衷ちゆうなんでもござれな美お味いしいご飯が飛び出すのではないか。

　そんなイメージさえ持っていたのだが……

「男の子の友達ってあんまりいないよう？　こうやって気さくに話してくれるのってモンジくんくらいだしね。他ほかの子はなんかこう……距離を感じるの」

「今ほど自分の距離感のなさを褒ほめてやりたい日はありません！」

「あははっ！　だから、頼りにしちゃうね、モンジくんっ！」

「ナイトモンジとお呼び下さい」

「ナイトハヤテじゃないのん？」

「シマッタ!?」

「ふふっ」

　と、お約束をきちんと理解してくださる先輩なので、他の人達も積極的に話しかければ大抵仲良くはなれるのに。そういえばアランも、「とてもじゃないが話しかける事なんて出来ないぜ！」と得意げに語ってたっけ。

　あいつもだが、先輩の周囲の男どもは、ほんっとアホだな。

　だが、そのアホっぽさのおかげでこうして俺おれは憧あこがれの先輩と仲良くなれている。

　ありがとう、アホな男子生徒たち……。俺は貴方あなた達のおかげで、先輩と親しくなれる。

　貴方たちも是非そのままでいて下さい。

「コホン。先輩が聞いてる都市伝説って、やっぱりリコちゃん人形的な？」

「そうそう、それだよん。『校門から家についてくる』って話だもんねえ？」

「……そうなんですか？」

　初耳だったので思わず尋ね返す。同時に、さっきの白い女の子を思い出した俺は少しだけ寒気を感じていた。

「あ、知らなかった？」

「お、俺が知ってるのは、蒼そう青せいの女子が追っかけられた、って話ですね」

　キリカに聞いた話題を思い出す。あちらは確か、ただのリコちゃん人形的なものだったはずで、校門から追いかけてくるってわけではなかったはずだ。

「え、そうなんだ!?　わたしの友達もいっぱい通ってるのに、大丈夫かな……」

　心配そうに校門の先、広がる街並みの方に視線を向ける先輩。

　蒼そう青せい学がく園えんにお友達がいるという事は、お金持ちの知り合いがいるって意味だ。

　……そういえば先輩の家はお金持ちだ。つまり、先輩はお嬢様でもあるわけで。

　スタイルが良くて、ルックスが良くて、性格が良くて、お金持ち。

　いやぁ、本当に完かん璧ぺきだな先輩は。流石さすが、俺おれが愛する人である。

「なんでも、そっちは電話口の人形に追いかけられたとかなんとか」

「その人は無事なのん？」

「ええ、相手から電話がかかってきている最中に電源が切れたとかなんとかで」

「それでいいんだ？」

「俺もビックリしましたが、流石のおばけも不測の事態には対応出来ないようです」

「ふぇー……」

　感心している先輩の顔には安あん堵どの色も見えた。

　とりあえず無事だった生徒がいた事や、対応策があったのが良かったのかもしれない。

「んで、先輩の聞いた話ってどんなのです？」

「ん？　ああ、わたしのはね。放課後、校門から家まで追いかけてくるんだって」

「す、ストーカーみたいな？」

「そういうのじゃないみたい。学校を出た辺りで小さな女の子がこちらを見ていて、そのまま付いて来るってお話。いつの間にかいなくなっちゃうらしいんだけどね」

　さっきの女の子の事を再び思い出した俺は、鼓こ動どうが速くなるのを感じた。うすら寒い恐怖が背中からこめかみの辺りまでざわめかせる。

　校門の女の子……まさか、な。

「それって、でもリコちゃん的な都市伝説ではないっスね」

「ううん、家に帰ると『もしもし私よ。今、貴女あなたの家の近くにいるの』って電話が入って。それが毎日毎日続いて、やがてどんどん近くなっていく……みたいな話みたいだよ」

「うぅ……なんか、ちょっぴりホラー度高めになってますね」

　これで俺が帰宅して、そんな電話がかかってきたら……などと思うとそれだけで立っているのもままならない気分になる。毎日、そんな電話がかかってきたら、俺は恐怖のあまり泣き叫んでしまうかもしれない。

「わたしもおっかなくてね……だから今日は、モンジくん頼っちゃおうかな、と思って」

「え？」

　先輩が。俺を。頼る？

「ダメかな？」

「いいですとも！」

　上うわ目め遣づかいでお願いしてきた先輩の顔を見た瞬間に、恐怖とかそういう余計な感情は一切消え去り、残ったのは「やった！　先輩に頼られた！　これでイケる！」というものだった。恋の力は伊だ達てじゃない。どんな恐怖も、愛の前には霞かすんで消えるものなのだ！

「俺おれは先輩を守る盾になりましょうとも！」

　ドンッ、と自分の胸を叩たたくと、先輩はニャパーっと先輩らしい笑顔を浮かべ。

「えへへっ、ナイトモンジ様、お願いします！」

「お任せ下さい、姫君！」

　そんな、お姫様と騎士ごっこをしながら校門を出る。

「あれ？」

　先輩が何かに気付いたように立ち止まり、視線を校門に向けた。

　そこには……ビスクドールと言うのだろうか、人の膝ひざ丈たけくらいの大きさをした人形が、寂しそうに柱にもたれかかるように佇たたずんでいる。

　薄い金色の髪、真しん紅くの目、ボロボロのドレス。

　元々はとても綺き麗れいであったであろうそれが、今はまるで世界を恨むかのように薄汚れていて、いかにも怖い気配を漂わせている。

「こんな所に……？」

　俺は朝の会話である、『捨てられた人形』が追いかけてくるという話を思い出す。



　――その時だった。



「お兄さん」

　突然女の子の声に呼び止められた俺は、振り向いた瞬間心臓が口から飛び出るんじゃないかと思うほど驚いた。

　俺の真後ろ、一メートルも離れていない場所にピッタリと、小さな女の子……さっきの白い女の子が立っていたのだ。あまりの驚きよう愕がくと恐怖のせいで頭の中が真っ白になる。どこからか甘い……花の香りのようなものを感じて、意識も少しぼんやりとする。

「これ。お兄さんの」

　両手を、水をすくい上げるかのように差し出す少女。

　その手には漆黒の携帯電話が乗っていた。

　黒い不思議な光沢を持った、中々デザインの格かつ好こいい携帯電話。艶つややかなその表面を見ていると、どこか吸い寄せられるような気分になる。

「俺の……ではないな」

　俺の携帯電話は別にある。

　いつも使っているそれは制服の内ポケットに常備しているからだ。

　だが、白い女の子は首を振って、さらに高く差し出してきた。

「ふふっ、はい。これはお兄さんの『Ｄフォン』だよ」

「ディー……フォン？」

「そう。運命を導く為ための。そして、運命から身を守る為の。お兄さんだけの端末。だから……持っておいた方がいいよ」

　運命とか。そんな言葉をこんな小さい子から聞くとは思わなかったのだが。その声にはふざけているような気配は感じられなかった。子どもがそれっぽい遊びをしている、という可能性もあったが……どうしても、俺おれにはそう思えない空気だったわけで。

「きっとお兄さんを助けてくれるよ。多分だけどね」

「……わ、解わかった」

　有無を言わせないほどの強い言葉に、俺の手は自然とその携帯電話……『Ｄフォン』を握にぎっていた。手に馴な染じむ質感と、見ているだけで心惹ひかれるようなデザイン。持っているだけで落ち着いてくる感触に、不思議と違和感を感じない。

　確かにこれは『俺の』だと思えてくる。

「そのＤフォンは、お兄さんと因果……縁えんみたいなものが繋つながっているロアを探してくれるから。大事にしないとダメだよ？」

「……因果？　ロア？」

　これまた知らない言葉が出てきて、余計に俺は混乱した。因果、という言葉の意味はなんとなく解る。『原因』と『結果』……何かが起きて、その結果が決まる。そういった……それこそ、『運命』みたいなものだ。だが、『ロア』ってなんだ？

「そう。コードを読み取る事でお兄さんを助けてくれるの。……試しに、そのＤフォンのカメラで、あっちの人形を見てみて？」

　少女が示す先には、さっきの人形があった。

　俺が知らない言葉の意味を説明してくれるような空気はない。それに、俺は熱に浮かされたかのようにまともな思考が出来ない状態でもある。

　だから、だろうか。

　俺はその携帯のカメラを向ける事に、なんとなく嫌な予感を覚えていたのも確かだ。だが、それと同時に『捨てられた人形』をなんとか救ってやれるなら。復ふく讐しゆうとか、殺人とか。そういうものをしなくて済む可能性があるのなら、なんとかしてやりたいと思っていた。

　俺に何が出来るってわけでもないが。多分、その人形に同情していたんだと思う。

　だから、俺は言われるがままに――それがどんな意味を持つのかも解らないまま――Ｄフォンのカメラを、その人形に向けていた。

　直後。



　ピロリロリーン♪



　何かを読み取ったかのような音が鳴って、ハッと我に返る。

「い、今のは!?」

「ふふふ。きっとお兄さんを助けてくれるロアだよ。もっとも……」

「もっとも？」

「殺されなければだけど」

　少女の口から響いた言葉には真しん実じつ味みがあった。

　脅しや忠告ではない。本当にただただ純粋に、この少女は「殺されなければ助けてくれるかもね」と言っているだけなのだ。

　殺される……殺される？

「ど、どういう意味だ!?」

　途端に身の危険を感じた恐怖のせいで声がうわずってしまっていた。

　だが、少女はクスクスと帽子の下で笑うだけで相変わらず答えてくれるつもりはない。

「なあ、どういう意味なんだよ!?」

「そのままの意味だよ。じゃあね？」

「ちょっ！　待てよ！」

　焦って彼女に掴つかみかかろうとするが、その手はするりとすり抜けてしまう。

　彼女が透明だったりするわけではなく、ギリギリの所で一歩だけ足を引き、俺おれの手を空振りさせただけだが……ただならぬ身のこなしであるのも確かだ。

「お、お前、一体……」

　何者なんだ、と尋ねる前に彼女は笑いながら告げる。

「私の名前はヤシロ。生きてたら『また』ね、お兄さんっ」

「ヤシロ、ちゃん……か」

　Ｄフォンを握にぎりしめてその名を呟つぶやくと、ヤシロちゃんはクスクスと笑って。

「ばいばい」

　と、小さく手を振り……



「モンジくん、モンジくーん？」

　なんと、目の前に先輩の愛らしいお顔が、こう、凄すさまじく至近距離に！

　どれくらい至近距離かと言うと、おでこで体温を測るくらいの距離というか。

　このまま、ちょっと顔を突き出せば「ちゅっ」と出来てしまう距離というか。

　つまり、それくらい近くに先輩がいたのである！

「っ!?」

「あ、やっと気付いたね！」

　すぐ目の前でのニャパー、という笑顔。

　ああ、俺おれ、死んでもいい。いやさ、今死のう。きっと人生で最高の瞬間は今だ。

　我が生涯に一片の悔いなし！　と、手を突き上げて人生を終える気持ちが解わかった。

「どうかした？　校門を出た瞬間にぼーっとしちゃって」

「いや、ええと、あれ？」

　今の、ヤシロちゃんがいたのは夢だったのだろうか？

　先輩がすぐ隣にいるのに、さっきはヤシロちゃんと二人っきりだった気がするし。

「今、ここに女の子がいませんでしたか？」

　念のため先輩に尋ねてみる。

「ううん？　モンジくんはずーっとわたしと二人っきりだよん？」

　先輩は不思議そうにそう答えてくれた。

　……ふたりっきり。『先輩と二人っきり』という単語に、ドキドキする。

「そ、そうですか、でへへ」

「あっ、モンジくんの鼻の下が伸びたね！」

「いや、先輩と二人っきり、と聞くとつい」

「うふふっ。じゃあ、二人っきりで坂の下まで一緒に帰りましょ？」

「了解です！」

　先輩がニャパーと笑いながら校門を出て、坂を下り始める。俺もその後ろについてゆっくりと歩き出した。

「そういえば、先輩。さっきの人形は……」

「ん？　人形？」

　俺が尋ねると、先輩はきょとん、と首を傾かしげた。

「あれ？」

「ん？」

　俺が言っている意味がさっぱり解らない、という顔だ。

　……さっきのは白昼夢か何かだったんだろうか？

　そう思い直そうとしたものの、自分が握にぎっている物に気が付いてその考えを捨てた。

　しっかりと俺が握りしめている、黒い物。

　それは、ヤシロと名乗る少女から受け取った『Ｄフォン』で。

「……どういう事なんだ？」

　先輩の横を歩きながら、俺は一人呟つぶやいたのだった。





◆2010-05-10T23:45:00　"Hayate's Room"





　その夜、俺おれは自室のベッドで寝転がりながら、俺の携帯電話でメールを打っていた。先輩にさっき一緒に帰れた事が嬉うれしいっていうのを送ったり、アランに『今日はかなり接近出来たぜ』と自慢報告をしたり、後は恋愛相談をしている男の先輩に『なんか頑張れそうっス』とかそんな報告をしていたら、結構な時間が過ぎていた。

　不意に部屋を見回すと、綺き麗れいに片付いた状態に溜ため息いきがこぼれる。

　一緒に住んでいる従姉妹いとこが毎日のように掃除してくれるおかげで、妙に綺麗になってしまっている俺の部屋。下へ手たに汚したり散らかしたりする事が出来ず、ベッドの上くらいが憩いの場となっているのだ。

　家に帰ると毎日ベッドメイクされている辺り、あいつは将来いいお嫁さんになるだろうな。まだ中二だが、従姉妹の俺から見ても美人になる要素は大量に持っているし。後はあのクールな性格さえ社交的にすればモテモテになるだろう。

　……あいつがモテモテになると何な故ぜか悔しい気持ちになるのは、兄代わりとして仕方ない事なのだろうか。全国の『お兄さん』は、妹にこういうのを感じるものなのだろうか。

「しかし、『お兄さん』か……」

　さっきヤシロという少女に呼ばれたのを思い出す。

　あんな不思議体験は生まれて初めてだった。あの子が幽霊か何かだったとしたら、あの子自身はあんまり怖くなかったなあ、と思う。むしろ会話した内容が怖かったせいで、彼女自身へはそんな気持ちが向かなかったのだろうか？

「殺されなければ……か」

　そんな言葉を聞くなんて夢にも思っていなかった。

　いつも当たり前のようにバカやったりワイワイしているだけだった俺にとっては、命のやり取りなんて本当に遠い世界での話だったのだ。

「白昼夢だった、と思いたいんだけどな……」

　だけど、机の上にはご丁寧に黒い携帯電話が置いてある。

『Ｄフォン』と呼ばれた、いわく『運命を導く為ための。運命から身を守る為の。俺だけの端末』……そんな大層な物、どうして俺が手に入れる事になったのだろう？

　正直な話、俺はごく普通の高校生だ。自分がもっと凄すごい何かである、と思いたかった中学時代もあったが、そんなのはいわゆる中二病なので忘れたい過去になっている。成績も良かった頃ころもあったとはいえ、今はすっかり凡人だ。……受験時は頭が冴さえていたので、市内でも上位ランクの夜や坂さか学がく園えんに入学出来た。だが、入ってからはなんとかギリギリ平均点辺りをうろうろする程度になってしまっている。運動神経だって、別に悪い方じゃないと思うが、球技などのように技術を磨くものは苦手だ。走るだけでいい陸上部が俺にはピッタリで、しかも長距離みたいに持続力が必要だったり、中距離みたいに駆け引きが必要でもない、短距離が俺おれの得意分野だった。

　彼女がいた事もないから、いつも女の子に接する時は軽く緊張しているし。男友達だって特別凄すごいヤツがいるわけでもないので、ごくごく平凡な日常しか過ごしていない。

　それなのに。

「こんな特別っぽい物が手に入ってもなぁ……」

　机の上にあるその携帯を手に取る。女性にも男性にも受けそうな、シンプルだが味わいのあるデザイン。普通に市販されていたら、この型に機種変更する人は多そうだ。だが、これと同じ携帯電話は見たことがない。

　運命とか因果とか、後は何かよく解わからない専門用語っぽい言葉を聞いたけれど、こうやって手に持っている限りは特におかしな事もない。

「ふぅーむ……」

　電源を入れて起動して見ると、『Ｄフォン』というロゴがカッコよく表示された。

　帰ってから一通り弄いじってみたが、ごく普通の携帯電話にある機能は付いているらしい。

　だが、インターネットを見る事は出来るものの、メールや電話の機能はあっても普通には使えないようだ。

　プロフィールを見てみても自分の番号もメアドも載っていない。番号をどうやって調べるのかも解らない。

　Ｄフォンからは自分の携帯はおろか、家の電話や１１７や１１０すらかけられないらしい。

「うーん……ん？」

　さっきは気付かなかったが、基本画面の一番下のアイコンに『サイト接続』という単語が書いてあった。そこに合わせてみると『８番目のセカイ』に繋つなぎます、と説明が出る。……全く聞いた事のない言葉だが、この携帯の説明サイトか何かだろうか？

「こうなったら、皿まで喰くうしかないよな」

　毒を食らわばなんとやら。もしかしたら何か怖い事に巻き込まれているのかもしれない。もしかしたら、単に誰だれかの悪戯いたずらにハマっているだけなのかもしれない。

　どちらにせよ、こうなったらとことんまでやってみるしかない。

　そのアイコンを選択すると、真まっ黒くろな画面に時計が回転するという、データの読み込み画面に移った。ネットに繋がっているようだが、この料金はどこに支払えばいいんだろう。後で大金の請求がきたらおっかないので、使用はほどほどにしておこうと思いつつ。

　暫しばらくすると『８番目のセカイ』というタイトルが表示され。

　その瞬間。



　パンパカパーン！



「おわっ!?」

　突然鳴り響いたファンファーレの音に、俺おれは思わずＤフォンを手放して飛び起きた。

　ベッドの上に落ちたＤフォンはブーブーと振動している。

　一体なんなんだ、と思いながら手を伸ばすと……

『おめでとうございます！』

「おわっ!?」

　握にぎろうとした瞬間に再びでっかい声が聞こえ、俺はビクッ！　となって慌ててベッドの隅まで逃げた。突然音が鳴るだけでも驚くというのに、さらに明るく楽し気げな声まで聞こえたら、それはビビる。それが普通の携帯ならまだいいが、なんせ謎なぞの少女から貰もらった謎の携帯なのだ。その恐怖たるや、推おして知るべしだろう。

　しかもＤフォンは俺がビビっているのもおかまいなしに言葉を続ける。

『貴方あなたは見事、『百物語の主人公』に決定しました！　いやあー、これは大変おめでたい事ですよ！　素晴らしい！』

　ノリの軽い、まだ若い女の声だった。どっかで聞いた事があるような気もするが、あまり声に注目して聞いたりしない俺にはそれが誰だれなのかは解わからない。解るとすれば、その明るさとノリが非常に胡う散さん臭くさいという事くらいだ。

「いや、素晴らしいって言われても」

　主人公に決定、というのもよく解らないが。とりあえず携帯を拾ってみない事には始まらない。画面には大きく『８番目のセカイへようこそ』と描かれており。

『祝！　百物語の主人公！　一いち文もん字じ疾風はやて！』

　とクリスマスツリーやらお正月やらお天気マークやらで適当にデコレーションされた、いかにも『胡散臭い』装飾で俺の名前が祝われていた。なんというか、何から何まで嬉うれしくないお祝いはこれが初めてだ。嫌がらせ臭さすら感じる。責任者を呼んで欲しい。

　……て、言うかサイトに繋つないだだけで名前までバレているってどうなんだ？

　あまりの事に混乱していた頭だが、そのページになんとなく不ぶ気き味みなものも感じる。

　いきなり音と声が出るなんて、なんかウィルスとか混ざってるサイトじゃないだろうか。個人情報も抜かれているみたいだし。これで住所とかまでバレているとしたら、怖いったらありゃしない。ここはそういう仕掛けのサイトなのだろうか？

　こう、小さな子どもに携帯を手渡すように仕向けて、その人物の個人情報をゲットするような悪い組織、みたいな。……うーん、流石さすがに無理があるか。手間などを考えると割に合わないっぽいしな。

「とはいえ、なんか怖いのは確かだ」

　俺おれは念のためそのサイトから切断すると、枕まくらの下に押し込んだ。

　怖いものは見ないようにしたい、そんな気分だ。だって、もしまた何か鳴り出して、振動し始めたらおっかないだろう？



　ピピピピピピピピピピピッ



「っと、電話？」

　Ｄフォンを枕の下に突っ込んで、さらに布団までかぶせた俺は自分の携帯への着信を見る。そこには『仁に藤とうキリカ』の文字が表示されていた。おお、名前を見ただけで安心させるなんて、なんていい親友なんだお前は。こういう怖かったり、気持ちが悪かったり、胡う散さん臭くさかったりする出来事が連続してあるとついついキリカみたいな子に甘えたくなる。

「もしもし、俺だよ俺！」

『え？　えーと、ラーメン屋さん？』

「そうそう、ラーメンだよ、ラーメン！　って、そんなオレオレ詐欺があるかー！」

『あはは！　えっとね、私はチャーシューメンが食べたいな？』

「俺はとんこつラーメンがいい」

『あう、夜中にそんな話するもんじゃないね、お腹なかすいてきちゃった』

「うむ、俺もだ。こんばんはキリカ、いっそこれから合流してどっか食いに行くか？」

『それもいいかと思ったんだけど、流石さすがにパパとママに見つかったら怒られちゃうからね。寝る前にラーメン屋さんのサイトでも見て、エアラーメンでもしてるよ』

「それも寂しい遊びだなあ」

　俺の咄とつ嗟さのネタにもすぐに反応して返してくれる辺り、キリカは本当によく出来た娘こだった。優しいお金持ちの両親にも心配をかけたくないっていうのもあるだろう。アランが狙ねらったりしているが、あんなアホにはキリカはやっぱり勿もつ体たい無い。

　……俺も先輩のファンにはそう思われているのかもな、などとちょっと自省しつつ。

「んで、どうしたキリカ？」

『ううん、どうもしてないよ。暇つぶしにモンジ君とお電話してから寝ようと思って。モンジ君が迷惑じゃなかったらだけどね？』

「いやいや、全然。むしろウェルカムだぜ。今は変なサイトを見てしまって気持ち悪くなっていたから、キリカの声で口直ししたい気分だし」

『嬉うれしい事言ってくれちゃって。どんなサイト見たの？　グロ系？』

「そういうんじゃなくて、なんていうか……そのサイトに繋つないだらさ」

「うんうん」

　枕と布団の下に封じているＤフォンを横目でチラ見しつつ。

「いきなりファンファーレっての？　パンパカパーンって鳴り響きまくったわけよ」

『いきなり？　うんうん、それでそれで？』

「んで、えーと、『おめでとうございます！』って声が流れてきて」

『うわっ、携帯のサイトで？』

「うん、しかも俺おれの名前がサイトにでかでかと載ってて、おっかないからすぐに切断しておいたんだ」

『うわー、名前って本名？　それともモンジ君？』

「見も知らないサイトの人にまでモンジって呼ばれてたら俺はむせび泣くね」

『あはは！　つまり実名なんだ……それは怖いだろうねえ、よしよし』

「うんうん、怖かったぜ……」

『エアなでなでをしつつ。何を見たの？　エッチなサイトから飛んだとか？』

「いや、今日はまだエッチなサイトは見てないぞ」

『へええ、今度見せてよ』

「キリカと一緒に見たらムラムラするからダメだ」

『あはは！　ありがとね、ちゃんと女の子として見てくれて！』

　むしろキリカを女の子として見ないなんて無理な話だろう。俺が先輩より先にキリカに出会っていたら、色々と危なかったほどだ。

『で、なんてサイトだったの？』

「うむ、確か……『８番目のセカイ』だっけな？」

『ええっ!?』

　俺が口にした瞬間だった。キリカの声がいきなり大きくなる。

『それほんと!?　モンジ君！』

　まるで耳の間近にキリカが近付いたかのように、携帯から興奮した声が響いた。

「ど、どうした」

『そのサイトは、ほんとに凄すごいトコなんだよ！　そこに繋つなげたって事は、モンジ君は……あ、あれ？　あ、いや。でも、そっか。そういえばそうだった』

「ん？」

　キリカの上がっていたテンションが一気に下がっていくのが解わかる。

「どうしたよ？」

『いや、『８番目のセカイ』っていうサイトは、私達みたいなオカルトマニアの間では超有名なサイトなんだけどね』

「オカルトマニアだったのか、キリカ。初耳だな」

『まあね、これでも色んなお話に詳しいよ？』

「へええ、なんか怖い目に遭あったらすぐ相談させて貰もらうよ」

『うんうん。『モンジ、貴方あなた疲れているのよ……』って乗ってあげるね』

「すっごい信じてない返事だな!?」

『あははっ！』

　どっかの話で、ＦＢＩ捜査官がそんな会話をしていたのを思い出しつつ。

「んで、そのサイトは何が有名なんだ？」

『うん、そこはなんとね！　『実際にあった都市伝説』しか載ってないんだって』

「……へえ？」

　キリカの言葉に俄が然ぜん興味が湧わいた俺おれだった。だって、都市伝説なんてそのほとんどが創作話だ。もしくは、事実をさらに怖く、面白くなるように改変した物ばかりで、その全すべては『本当にありそうで本当にはない話』だと思っていたからである。

　確かに、今日は怖い目というか、不思議な少女に出会ったりもしたが。俺の中では、夢かもしくは何かのトリックという方向で話がまとまりつつあるのだ。実際に殺されたりするような事になんてなるはずないしな。俺は何もしてないわけだし、命を狙ねらわれたりするような理由はないはずだ。

『そこにある都市伝説は、必ず実際にあったお話。つまり、どんなおばけが現れたものでも、どんな被害があったものでも。全部本当にあった話……ってものらしいよ？』

「ふへえー……都市伝説なんてほとんどが創作なんじゃないのか？」

『まあね。だからこそ、そういう『載っている話が全部本物のサイトがある』っていう都市伝説が生まれたんだと思う』

「あー、なるほどな」

　真実かどうか解わからない話に、もやもやっとする人が流した噂うわさというわけか。そういう事なら色々納得出来る。

『でも、実際にそれがあるって言う人もいてね？　私達マニアはその実在を確かめたくて仕方ないっていうお話』

「納得した。でも、そんな有名なサイトだったら偽物もいっぱいあるんじゃないか？」

　なんせ『８番目のセカイ』って名前のサイトを作るだけで、そこのヒット率は凄すごい上昇するわけだ。そんな美お味いしい話なら、利用する輩やからだって多いに違いない。

『なんだよね。だから、モンジ君が辿たどり着いたサイトも、本物じゃないだろうなーって』

「だろうなあ。生まれてこのかた、ギャンブル的なものに当たったためしはないし」

『一応、ファンファーレと当人に向けてのメッセージ、っていうのは『８番目のセカイ』に繋つながった人に流れるものらしいけどね。その内容は人それぞれ違うんだって』

「へえ？」

　そう言えば、『貴方は見事』とかなんとか言われた気がする。

『モンジ君、何か言われた？』

「俺おれは……なんだっけな。貴方あなたは見事、なんかの……百物語？　の主人公に決定しました、とかなんとか。『これは大変おめでたい事ですよ、素晴らしい！』とか言われた」

『素晴らしいて』

「俺も思わずそこは突っ込んだ」

『へええ、でも、なんとなく信しん憑ぴよう性せいはあるかもしれないね？』

「信憑性があっても嫌だなあ……」

『でも、本物の『８番目のセカイ』は、専用の携帯でしか見られないって話だし、やっぱり偽物のサイトだろうなあー。うーん、残念。モンジ君が繋つなげるんだったら、そこを見ればオカルトマニアの私はすっごいハッピーなのに！』

「そうなのか？」

　キリカがハッピーになるのか。だとしたら、別に気持ち悪くて胡う散さん臭くさくてもいいか、などと思ってしまう。こいつが喜ぶ事ならしてやりたいし。

　それに……一応、俺のＤフォンは、多分『専用の携帯』だろう。

　だが、今キリカにそれを伝えるべきだろうか？　もし、あのヤシロちゃんが言っていた『殺される』みたいな言葉がキリカにまで及んだりしたら、俺は自分を許せなくなる可能性だってある。

　もう少し状況が解わかるまでは、あんまりキリカには話さない方がいいかもしれないな。

『あ、そうそう。もし、モンジ君が本当に『８番目のセカイ』に選ばれたんだとしたら、近いウチに美少女がやって来るんだってさ』

「…………そうなのか」

　意外に詳しいなキリカ、と一瞬冷や汗が流れる。

『白い服を着た、小さな女の子。名前は確か……『ヤシロ』ちゃんだっけな。神社の『社やしろ』と書いて、ヤシロって言うの』

　すげえ、そこまで知っているのかキリカ。オカルトマニアって侮れないんだな。キリカレベルのマニアになれば、もうヤシロちゃんに会った時に『８番目のセカイキター！』とか喜んじゃったりするんだろう。恐ろしいな、マニア。

『その子から専用の携帯を受け取ったら……みたいなお話。もしモンジ君が受け取ったりしたら、是非私に教えてね！』

「お、おう、任せとけ」

　すまんキリカ。本当はとっくに受け取っているっぽいんだが、実際にあれが大丈夫な代物なのか、本当はただの悪戯いたずらなのかまだ解っていないんだ。それに、お前が危険になったりしたら俺は嫌だから……隠し事をしたいわけじゃないんだけど、本当にごめんな。

　心の中でキリカに謝罪していると、「ふぅ」という吐息が向こうから聞こえてきた。

「ん？」

『ううん、モンジ君の声聞くための電話なのに、私ばっかり喋しやべっちゃったなー、と思って。モンジ君のお話も聞かせてよ？　そういえば、詩し穂ほ先輩とはどんな感じなのかにゃー？』

「おおう、その話題できたか！」

『んふふ。本日は一緒に帰れたという目撃情報があるのだよ！』

「おおう、やはり物知りキリカちゃんだな！」

『当然！　そんで、どうなの？　上う手まくいきそう？』

　俺おれの恋をこうやって応援してくれるキリカだが、その声はとことんノリノリだった。多分、上手くいく、いかないに関かかわらず、楽しんでいるのだろう。アランみたいにネガティブな事を言うのではなく、アドバイスまでくれたりするので、貴重な女性側意見だった。

「いや、いつも通りだったよ。だから、今日もご教示願いたいぜ」

『それでは、キリカ先生の恋愛成功への道、お届けしちゃうね！』

　きっと電話の向こうでは得意げに胸を張っているんだろうな。

　そんな事を思いながら、俺はキリカとの長電話の夜を過ごした。



『それじゃね！』

「おうよ」

　電話を切ったのは夜中の３時だった。耳が熱くなるまで電話したのは初めてだなぁ。

　俺はそのままベッドに入り、風ふ呂ろには翌朝入る事を決める。

「……そういえば」

　ごそごそと枕まくらの下を探り、Ｄフォンを取り出す。

　こいつが本当に『８番目のセカイ』に繋つながるのだとしたら、キリカが話した蒼そう青せい学がく園えんの女生徒の話や、先輩が怖がっていた都市伝説も、解明出来たりするのだろうか？

「お？　なんか光ってる」

　Ｄフォンのライトの部分が着信を示すかのようにチカチカっと光っている。

「なんだろう」

　俺がＤフォンを開いて見てみると……。



『着信１００件』



「百っ!?」

　そのあまりの多さにビックリしつつ、慌てて着信履歴を開いてみた。

　だが、その履歴は全すべて非通知設定で。折り返しをする事も出来ない。

「……ヤシロちゃん、って事は……あるのかな」

　あの謎なぞの少女からだったとしたら……百件もかけてくるなんて、かなりホラーだ。あの子は見た目の割に聡さといイメージもあるから、連絡は別の手段を使ってきそうだな。

　だとしたら、別の誰だれかとなるわけだが……いかんせん、こっちの携帯は今日初めて貰もらったもので、しかもどんな出来事が起きるのかさっぱり解わかっていない。

「誰だか知らないけど……ごめんな」

　俺おれはその電話の主に謝罪を向けながら。キリカと話していた楽しさが強過ぎたせいで、今は気味の悪さよりもどこか罪悪感めいたものにかられていたのだった。
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　翌朝。俺は学校に向かう途中にある急で長い坂を上っていた。

　この坂こそ『夜や坂さか』であり、夜や坂さか学がく園えんの名前の由来になっている。周囲は自然に囲まれた静かな坂だが、ほぼ全すべての生徒がこれを上らないと学園には辿たどり着けないのだ。

　街が一望出来る場所として、景色がいいのは確かだが。毎日上り続けて二年目ともなると、流石さすがにその風景も見飽きてしまっていた。

　そんな坂の途中。素敵な太ももことキリカの後ろ姿が見えた。

　このままじっと見ていてもきっと楽しいだろうが、昨晩のお礼も言いたい。

「おーうい」

「おっ、モンジ君、おはよう！」

　キリカはくるりと振り向いて、朝から元気な笑顔を向けてくれる。

　天気もいいし、キリカの笑顔も輝いている。今日もいい日になりそうだ。

「おはよう、キリカ。昨日きのうはありがとな」

「ううん？　私こそ。モンジ君と話せて嬉うれしかったよ？」

　俺の真横について見上げてくる。クリクリした視線に真まっ直すぐ見つめられ、照れくさくなった。まつげは結構長いし、目鼻口も綺き麗れいにまとまっている。何より、生き生きとしたその表情はいつまで見ていても楽しいものだ。

「キリカたんを独り占めさせるものか！」

　と、そんな俺達のいい空気に割り込んできた男がいた。

　キリカを挟むような位置に立ち、俺に牽けん制せいの視線を向けてくるのは、アランだ。

「おりょ、アラン君おはよっ」

「グッモーニン、キリカさん。今日も美人だね？」

「あは、ありがとうー！　アラン君も、今日も素敵だよっ」

「はっはっはっ、いやあ、それほどでもあるよ！」

　ナルシストっぽく髪の毛をかきあげながら得意げにしているアラン。こいつは本当に見た目はいいので、そういう仕草が絵になるのは確かなのだが。いかんせんアホっぽいせいで、微笑ほほえましさの方が際立ってしまう。

「さっきモロにキリカたんって言ってたろ」

「そこは、当人を前にすれば切り替えるものだろ」

　したり顔で言うアランを見て、キリカは目をキラキラさせて俺おれを見上げる。

「モンジ君も私がいない時はキリカたん、て呼んでくれたりするの？」

「んー……そうだな、たまにはそう呼んでみるか」

「あはっ！　どんな時に呼んだのか後で教えてねっ」

「おうよ」

「って、待て待て！　ちょっと仲良し過ぎるだろ今の会話！　僕も交ぜろよ！」

　アランはどうやらキリカと対等に会話している俺が羨うらやましくて仕方ないらしい。

　キリカと俺は顔を見合わせてから、どうぞ喋しやべってみて、と手を差し出してみた。

「あー……僕もキリカたんって呼んでるぜ！」

「うんうん、どんな時に？」

「それは勿もち論ろん！　みんなでキリカたんを褒ほめ讃たたえている時さ！」

「ありがとうね！　私も女の子達と、アラン君って顔はいいよねーってお話してるよっ」

「おおおお、マジでか!?」

　超嬉うれしそうにアランが食いつく。

　だが、俺はなんとなく女子の容赦なさに気付いてしまった。

『顔は』という事は。……まあ、うん。女の子って強いですよね。

「ええと、そうだ！　キリカたんが話していた、都市伝説についても僕は調べたぞ！」

「お、そうなんだ？」

　キリカが俺を見たので、「俺は知らん」と首を振って答えた。

「うむ！　昨今流は行やっているのは、『月つき隠がくれのメリーズドール』と呼ばれるものらしい」

　メリーの、人形。なるほど、昨日きのう俺とキリカが話していた『メリーさん電話』の事なのか、と納得する。

「捨てられた人形が、復ふく讐しゆうの為ために電話をかけまくり、時間も空間も超えて必ず相手の所に辿たどり着き逃がさない！　そして最後は背後に立ち、宣言と共に振り向いた対象を確実に抹殺する！　まことにファンタスティックでエレガントな物語というわけさ！」

　ファンタスティックなのは認めるが、抹殺するという物語がエレガントなのだろうか。

　キリカの方を見てみると、意外にもちょっと真剣な顔をしていた。

「キリカ？」

「あ、うん。そっか、今だとそんな風ふうに広がっているんだね、隣街では」

　ほっぺに人差し指を当てて、首を傾けて考え込んでいる。

「アラン君、そのお話ってどんな風ふうに聞いたの？」

「フッ、やっと食いついてくれたねキリカさん。僕は君の為ためならばどんな話であろうと調べまくってあげよう」

「えへ、ありがとっ♪」

　キリカの小悪魔スマイルにアランがすっかりメロメロになっている。

　なるほど、キリカはこうやって情報源を手に入れるのか。

「委員長がその話を聞いたのが蒼そう青せい学がく園えんだろう？　僕の知り合いもあそこに通っているからな。月つき隠がくれで流は行やっている噂うわさはなんだい、って電話で聞いておいたのさ」

　意外とマメだな、こいつ。ちょっぴりアランを見直した朝だった。

「ふむふむ、つまり月隠ではその『メリーズドール』が有名になっている、と」

　キリカは納得するように何度も頷うなずいている。

　アランは俺おれを見て、「やったか？　やったよな、僕!?」と、俗に言う『どや顔』で俺を見た。確かにキリカにとってはいい情報だったようだから、頷いて返してやる。

「うーん……しかし、月隠だと、かあ……」

「どうしたんだ、キリカ？」

「あ、うん。都市伝説ってくらいだから街単位で広がっている噂って違うんだけどね。月隠市の『メリーさん電話』はすっごい怖いものになってるんだなあ、と思って」

「確かに、確実に抹殺する、とか言ってるもんな」

「怖い話って広まるとどんどん強い逸話が付いちゃうからね……」

　キリカはその噂をあまり快く思っていないのだろうか。

　どこか憂いを秘めたような瞳ひとみに、ちょっと申し訳ないがドキッとした。

　だって、いつも明るいキリカのそんな表情はとてもレアだ。

「まあ、つまりそんな感じなんだな」

　なんとなくこの会話を続けるのが良くない気持ちになった俺は、無む理り矢や理り締めた。

　キリカはそんな俺を見上げると、どこか真剣な眼まな差ざしを向けて。

「もし何かに追いかけられたら、絶対に振り向いて、相手を見ちゃダメだよ？」

　そんなアドバイスをくれた。

「何かに、追いかけられる？」

　俺はアランを見る。こいつはキリカと仲良くしている俺を平気で追いかけてきそうだ。

「そっ。ほら、リコちゃん人形の話をしたじゃない？」

「ああ、うん」

「人形と言えば、怖い話の定番はそれと、髪が伸びるとかだからね。髪が伸びる方は対策も何も特にする事はないけれど。追いかけられる方は……ほら」

「そっか。携帯の電池切れでもないとダメなんだっけな」

　蒼そう青せい学がく園えんの女子がなんとか切り抜けた方法。それは意図的に仕組むのは大変なものだ。

「もしかしたら、っていうのもあるかもしれないもんね？」

　昨晩、『８番目のセカイ』に繋つないだという話をしたからだろうか。

　キリカはその『月つき隠がくれのメリーズドール』が実在するかもしれない、という前提で忠告してくれているようだった。しかも、昨日きのうは謎なぞの人形を校門で見たりもしたのだ。気を付けるに越した事はない。

「確かに……気を付けるよ。他ほかに何か注意点は？」

「そうだなあ……電源をオフにしても、電池を抜いても、捨てても無意味っていうのは良く聞くし。ドアに鍵かぎを閉めていても平気で入って来るみたいだから……」

　キリカは真剣に考えてくれている。アランも真剣にキリカの話を聞いている。

　坂の途中で立ち止まっている俺おれたちを見て、不思議そうに生徒たちは通り過ぎていく。

「ん、逆に逃げずに迎え撃つつもりでいる、とかかな？」

「心構えの問題なのか」

「モンジくんだったら、相手が女の子なら気の利いた事言えそうだしね？」

「……おばけに通じるかなあ。人形って何を言ったら喜んでくれるんだろう」

「うーん、綺き麗れいな造形美ですね？　とか」

「微妙そうだなあ……」

「僕なら、アイラブユー、とかだな」

　アランの言葉に目を丸くするキリカ。直後、

「あははははは!!　そうだね、それも面白いかも!!」

　と、キリカは大爆笑した。

　よし、とガッツポーズをするアランに、ちょっぴり悔しく思う俺。

　しきりに『どや顔』をするアランを無視して、俺は笑いまくるキリカを促し、坂上りを再開したのだった。
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　そして三人で教室に入る頃ころには、丁ちよう度どチャイムが鳴る時間だった。

　割と坂道で時間を費やしてしまっていたらしい。まあ、日課であるキリカとの語らいタイムはおまけ付きだが済ませてあるので、問題はないのだが。

「ホームルームの前に、転入生を紹介します」

　担任の安あん藤どう先生がいつもの生き真面目まじめな声で教室に入って来て、いつもと違う言葉を告げた。転入生と聞いて、俺おれはそのドアに注目する。

　安藤先生に促されてやってきた小柄な少女は……まるで日本人形のように綺き麗れいな黒髪と白い肌で、いかにも『清せい楚そ！』な雰囲気を持っていた。だが、どこかその顔には西洋の雰囲気もあるような気がして、なんとも言えない不思議な魅力を醸し出している。制服は私立蒼そう青せい学がく園えんのものだ。

「蒼青学園から、両親の都合でこの学園に転入する事になりました、一いち之の江え瑞みず江えです」

　ぺこり、と丁寧にお辞儀をする仕草がたおやかで、見ているだけでドキドキさせられる。しかし、隣の市なら別に通えない距離ではないだろうし、この学園にわざわざ転入してくる理由がいまいち解わからない。

　両親の都合と言っていたが、どんな都合なんだろう？

「座席は、窓際の……彼、一いち文もん字じ君の後ろにお願いします」

「解りました」

　安藤先生の言葉に従い、俺の方に歩み寄ってくる一之江さん。

　キリカとアランがそれぞれ別の意味で羨うらやましそうに俺を見ていた。キリカは好奇心で。アランは美少女の近くにいる俺が妬ねたましいのだろう。

「…………」

　一之江さんの、そのクールな視線が無表情に見えるのは……きっと転入生だから緊張しているに違いない。怜れい悧りと呼べるほどの視線で、彼女は俺を見ていた。

　ここは俺がフランクに話しかけて、最初の緊張を解かねば。

「よろしくな、一之江さん！」

　俺は極力元気な声で挨あい拶さつをしてみた。だが、彼女はそんな俺をひと睨にらみしただけで、特に返事をする様子もない。

　……人見知りタイプなのだろうか？

　ちょっと空振り的な空気を感じる。アランをはじめとした男子達がニヤニヤしているのが、ちょっとムカついた。まあ、そういう事ならゆっくり打ち解ければいい。席も前後だし、と思い直して前を向く。

　カタン、と後ろで席に着く音がしたのを聞きながら、俺は考えた。

　さて、今後どうやって接して仲良くなろうか。

　やはりここは、キリカに手伝って貰もらうのが正解かもしれないな。まずはあの人懐っこさで打ち解けて貰って、氷の転入生の心を解かして貰おう。

　よし、キリカと俺のダブル攻撃でなんとか陥落だ。

　などと、そんな風ふうに考えていた時。



　ゾクッ



　背中から恐ろしいほどの寒気を感じると共に、ブレザーの胸ポケットに入れているＤフォンが、痛いくらいに熱を帯び始めた。

「っ!?」

　慌てて出そうな声を押さえながら、背後から感じる冷たい『視線』に戸惑いと動揺を隠せない。Ｄフォンが俺おれの胸を焼くほど熱くなっている事が、まるで危険を告げているようで怖くなった。

　とにかく、このままでは胸を火傷やけどしてしまう。

　そう思った俺は、Ｄフォンを取り出そうと手をブレザーの胸ポケットに入れた。

　そして指先が触れるか触れないかの正まさにその時。

　俺にだけ聞こえる声で、一いち之の江えさんが囁ささやきかけてくる。

　それは……俺の魂を鷲わし掴づかみするかのような、全身の冷や汗を全すべて吹き出させるような、恐ろしく冷たさと恐怖の色を含みまくった声だった。



「どうして、電話に出なかったのですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      

◆第二話：‥“〝呪言人形メリーズドール”〟のロア　後編
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　朝のホームルームが終わって、一時限目までのちょっとした休み時間。

　一いち之の江えさんの周囲には人が溢あふれかえっていた。

　自然と席を追いやられる形になった俺おれは、すごすごと離れるしかなくなってしまう。

　普段なら、ここでキリカと一緒に『転入生質問攻め大会』の司会として大活躍しているであろう俺だったが、今はそんな気になれなかった。

「珍しいね？　美少女だよ？」

　その司会の相棒は珍しい物を見るような顔で俺に近づいて来る。

「ああ、うん」

　キリカだって転入生の事は気にしているだろうに。

　ここで俺の方に来てくれたのは、いつもなら一番はしゃぐはずの俺を心配してくれての事だろう。こいつは本当にいい友達だった。全く俺の様子など関係なく、いの一番に一之江さんの席に駆けつけたアランと比べると、より強くそう思う。

「なんとなく、近寄り難がたい空気というか、なんと言うか……」

「それを突き崩すのがモンジ君だと思ったのに」

「うぐっ……まあ、そうなんだが」

　一之江さんの方を見てみると、意外と普通にアランやクラスメイトたちと会話していた。その顔は常に無表情ではあるものの、質問や会話にはちゃんとした丁寧な返事をしている。無口そうな見た目に反して、普通に社交的なようだ。

　……余計に、キリカは俺を心配するだろう。

　なんせ、彼女の中……いや、この学園で俺を知っている人間にしてみれば、俺は『お祭り大好きなモンジ』なわけで。いや、モンジという呼び方を許容しているわけではないのだが、そういう立ち位置が確立しているのは確かなのだ。

『美少女転入生』という美お味いしいネタに真っ先に飛び付きそうな俺が、まるで食いつかないばかりかこうして遠巻きに眺めていたりする。

　キリカでなくても疑問に思うヤツはいそうな話だった。

「もしかして、具合悪い？」

「あー、実はそうなのかもしれないな」

　胸がひりひりと痛むのも確かだった。

　先程の携帯発熱事件のせいでちょっとした火傷やけどを負ったらしい。

　もしかしたら壊れたかと思ったものの、さっき確認したところ、動作は正常だった。

　とはいえ、あんな風ふうに今後も突然熱を持つ時もあるのなら、ちゃんと携帯用のケースを買っておかないといけないな。

「一緒に保健室行ってあげようか？」

「お、なんかときめくセリフだな、それ」

「あはっ。流石さすがに昼間の保健室では色々出来たりしないと思うけど。そうやってエッチっぽいネタに食いつくだけの元気があるなら、私も安心かな」

　キリカの気遣いが身に染みる。本当にこいつは俺おれにとってのエンジェル２だった。

　それに反してアランは一いち之の江えさんの方に向きっきりである。あいつに何かあったとしても、助けてやる事はないだろう。

　……と、一之江さんはアランや他ほかのクラスメイト達から視線を逸そらして。

「………………」

　冷やかな視線で俺を見る。

　こうしてチラっと彼女を見る度たびに、俺と一之江さんの視線は何度も重なるのだ。つまり、彼女は俺をしょっちゅう見ている、という意味でもある。

「……なんかおイタしたの？」

　こんなに俺が注目されていれば、それはキリカだって気付くだろう。そっと小声で尋ねるキリカに、俺は渋い顔をする事しか出来ない。

「いや、まだした覚えはないんだが」

「まだ、って辺りがモンジ君だね」

「これから何かしら失礼な事をする可能性は否めないからな」

『何事もアグレッシブかつ積極的に』これは俺のモットーだった。つまり、どのような女の子であろうと別わけ隔へだてなく接する。

　そんな男らしい人生こそ、俺が望んでいる道であるのだ。

　だが、時折こうして相性の悪い相手も存在する。俺のノリが苦手なタイプの女子だ。

　そういう場合、どうしても俺だけが道化っぽく空回りしてしまうせいで、気まずい空気が流れてしまうのである。

　とはいえ、ぶっちゃけると一之江さんに対しては何かした覚えがまだない。もしかしたら俺が忘れているだけの可能性もあるが、あれだけの美少女を忘れているとは考え難にくい。

　それに、さっきの言葉……

『どうして、電話に出なかったのですか？』

　……あれは、どういう意味だろうか？

　俺おれがその言葉に心当たりがあるのは、ひとつだけ。

　そう、昨晩にかかっていた百件もの着信履歴だ。

　携帯の着信履歴がずっと埋まっているという、あんな経験は初めてだった。

　しかも、『非通知』の文字が並んでいるのだから、恐ろしさは半端ない。

　その電話の主が一いち之の江えさんだとしたら……？　と考えるのは飛躍し過ぎだろうか？

　謎なぞの着信、謎の転校生、謎の言葉……。

「はふぅ」

　携帯を手に入れた翌日の朝から、いきなり謎だらけだった。

「むつかしい顔してるね」

「まぁ、なぁ」

「モンジ君に『８番目のセカイ』の事とか聞こうと思ったんだけど。今日はやめといた方がいいかもね」

「う……助かる。恩に着るぜ、キリカ」

「いいっていいって。何か解わかったら教えてね」

　キリカは笑顔のままパタパタと手を振ってくれた。

　やっぱりよく出来た子だなあ、と感心ばっかりしてしまう。

　そして、そんな俺たちのやり取りや様子をじっと観察している視線。

「………………」

　一之江さんの鋭い視線は、俺たちの一挙一動を逃のがさないようにしているかのようだった。





◆2010-05-11T09:20:00　"Yasaka High School 2-A Class"





「これらの公式を当てはめれば、この問題は簡単に解くことが出来……」

　安あん藤どう先生のよく通る、涼やかな声が午後の教室に響いていた。せっかく美人教師の授業だというのに、俺の耳にはまるで内容が入り込まない。

　勿もち論ろん、背後から感じる圧迫感のせいだった。

「………………」

　多分、この背後の少女は黒板ではなく、俺の背中を見つめている。

　視線というものに物理的な感触を当てはめるとしたら、正まさにチクチクと刺すような痛みだった。

「……なあ、一之江さんや」

　耐えかねた俺おれは、意を決して背後の少女に話しかけてみる。

「はい」

　その声は朝聞いた怖い声よりも幾いく分ぶん柔らかくなったものの、それでもトゲトゲしい鋭さを感じさせた。他ほかのクラスメイトにはもっと穏やかに話していたのを知っている俺としては、転入生にいきなりそんな態度を取られてしまうと多少傷つく。

　……うーん、ほんとに何かしただろうか？

「朝の言葉はどういう意味だったんだ？」

「………………」

　極力私語がバレないよう小声で語りかけるものの、それに対する返事は無言だった。

　非常に気まずい沈黙が俺と彼女の間に流れる。聞いてはいけない事、というのではないだろう。そんな言葉だったら、まず言わないだろうし。

　やがて彼女は、俺にだけ聞こえるようなポソッとした声で呟つぶやいた。

「今日は電話に出て下さいね」

　……やはり、あの電話が鍵かぎとなっているらしい。

　あの大量着信。あれは彼女か、もしくは彼女が関かかわっている何かなのだろうか。どうして、どうやって俺のＤフォンにかける事が出来たのか。聞きたい事は大量にあるが、どうやらとにもかくにも『電話に出る』という前提が必要らしい。

　昨晩はキリカとの電話に夢中だったせいで、全く気付けなかった着信。

　今日はちゃんと出よう。

「解わかった、必ず出る。出ないと一いち之の江えさんが困るなら、絶対に出るよ」

「私が？」

「あれ、そうじゃないのか？　いやほら。内容はよく解らないけど……可愛かわいい子がそこまで言うんだったら、そりゃあ俺はそれを叶かなえたくなるわけだ」

「………………」

　一之江さんは俺の言葉に無言で答える。

　流石さすがにちょっと押し過ぎたかな、と思っていた頃ころ。

「貴方あなたは、真性のバカなのですね」

　凄すごい失礼な言葉が聞こえた。

「うぐっ……ま、まあ、電話は出ます。はい」

「………………」

　背後から頷うなずいたような気配が感じられる。

　どうやら、本日も電話はかかってくるようだ。

　それだけ確認出来れば満足だった。





◆2010-05-11T17:30:00?　"Yasaka"





　今日は部活を早めに切り上げて、シャワーも浴びずに帰宅する事にした。

　アランの『一いち之の江えさんと仲良く会話出来た自慢話』を聞いていたくないっていうのも大きかったが、今日は何よりもその一之江さんとの約束である『電話に出る』を実行しようと思ったのだ。

　この校門の前で詩し穂ほ先輩に会えないのは非常に悲しいが、今は一之江さんの言葉が大事に思えている。

『今日は電話に出て下さいね』

　あの言葉はどういう意味だったのだろうか。彼女は一体何者なのだろうか。

　そして、俺おれはこれから何を体験するのだろうか……。

　校門を出てから、夕暮れに染まる坂を下りつつ考え事にふける。

　そのせいか、俺は周囲の異常に気付くことが出来なかった。

「あれ？」

　気が付けば、辺りには人が一人もいなくなっていた。

　昇降口にはまだまばらに下校の生徒がいたはずなのに。

　いや、そもそも校門を出る前は何人かの生徒がいたのを覚えている。

　だから今、この瞬間に下校の生徒も誰だれもいないというのはおかしい。

　さらに言えば、車の音もなければ、鳥のさえずりも聞こえない。

　誰もいない、何もない、静寂に包まれた夕暮れの坂道。

　昨日きのう、ヤシロちゃんに会った時もこんな感じだったが、俺はそれ以上に不ぶ気き味みなものを感じていた。



　ピピピピピピピッ



「うわっ」

　Ｄフォンが着信を告げると同時に、再び熱くなっている。

　ハンカチ越しに携帯を持つと、黒い携帯は再びぼんやりと赤く光っていた。

　ピピピピピピピッ。

　コール音が鳴る度たびにライトの部分が赤く明滅している。

　恐る恐るその携帯を開き、通話ボタンを押してみた。

「……もしもし、一いち文もん字じです」

『もしもし私よ』

　耳に聞こえてきたのは、少女の声。

　ゾッとするような迫力を秘めた、電子音声に似た印象のある声だった。

「……どちらさま？」

　尋ねた瞬間、なんとも耳障りなクスクスという笑い声が聞こえる。

　それは心の底から楽しそうな、無む邪じや気きな幼女の笑い声に似ていた。

『クスクス……やっと電話に出てくれたのね』

「いや、だから貴方あなたはどちら様？　って」

　相手は質問に答える事はなく、ただ楽しそうにクスクスと笑って……



『今から…………しに行くわ』



　プツッ、と電話が一方的に切られた。

　……今、なんて言った？

　普段言われ慣れていないせいで、一瞬その言葉を脳が拒否してしまったのかもしれない。

　いや、本当は聞こえていたのに、俺おれがそうだと思いたくなかっただけだろうか。

　電話の主は、こう言ったような……気がする。



『ころしにいくわ』と。



「ころし……転がし、じゃないとすれば……」

　やっぱり、『殺し』だろう。

　その、あまりに直接的過ぎる殺害予告に、俺は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　どうして。なんで。という疑問符と、『来たか』と思う冷静な意識。

『お兄さんを助けてくれるロアだよ』

　そう、校門で告げたヤシロちゃん。

『殺されなければだけど』

　そうも告げていたのを思い出す。

『確実に抹殺する！』

　アランがぬかしていた噂うわさも同時に頭に浮かんだ。

　じゃあ、何か。俺を追いかけようとしているのは、俺を助けてくれるかもしれないモノだけど、殺すかもしれないわけで。しかも確実に抹殺するような存在、って事か？

「ふ、ふざけんな……！」

　殺されるなんてそんな現実、認めるわけにはいかなかった。

　むしろ、現実離れしたこの状況から早く逃げたかった。



　ピピピピピピピッ



「ひいっ」

　Ｄフォンから再び、呼び出し音が鳴り響く。

　別に通話ボタンを押したわけでもないのに、まるでハンズフリー機能のように電話からは声が聞こえてきた。

『もしもし私よ。今、貴方あなたの学校にいるの』

　――学校!?

　今出て来たばかりの場所を慌てて振り返ろうとして――俺おれは首を止めた。

　不意に今け朝さ聞いたキリカの言葉を思い出したのだ。

『もし何かに追いかけられたら、絶対に振り向いて、相手を見ちゃダメだよ？』

　オカルトマニアを自称するキリカのアドバイス。そういえば、その話を教えて貰もらったのもこの坂道だった。それに、この手の怪談を最近聞きまくっていたというのも幸いした。

　ギリギリの所で振り向かずに済んだのは、そういった幸運があったからだろう。



　ピピピピピピピッ



　律儀に呼び出し音が聞こえるが、さっきみたいに勝手に出てしまうのだろうから、敢あえて無視を決め込む事にした。胸ポケットに仕し舞まい、震える太ももをバシッと叩たたく。

　はっきり言って怖すぎるから、Ｄフォンを投げ捨てたり、壊したりしたい衝動にかられている。だが、それをしてしまったら余計に『アウト』な……。何な故ぜだか、こいつを失ってしまったが最後。俺は二度と生きて帰れないような。そんな気がしていた。

　俺は弾はじかれたようにその場を駆け出し、坂を下る。

『もしもし私よ。どうして逃げるの？』

　走りまくる俺の足音とは別に……



　コツ……コツ……



　と、靴がアスファルトを踏んで歩くような音がすぐ背後から聞こえてきた。

　いやいや、絶対おかしいだろ。どんだけ一歩の歩幅長いんだよ。走っているのに、歩いて追いつくってどんな歩き方だよ！　内心でツッコミまくって勇気を奮い起こし、今は一歩でも。とにかく前に前に逃げる。

　なんとか電話の主を振り切って。誰だれか別の人に会えるかどうか調べたいのだ。一人っきりでこの恐怖に対応するのはかなり心細過ぎる。せめて誰でもいいから、見かけるだけでもいいから、他ほかの『人』に会いたい。

『――逃げても無駄よ』

　低い声。地獄の底から響くような暗い声が聞こえた直後、電話がぷつっ、と切れた。

「む、無駄かもしれないけどさ！」

　学校の中ならまだ誰かいたかもしれないわけだが……

　電話の主が学校にいる、と言ったからにはそちらには向かえない。

　このまま住宅街か大通り、もしくは商店街辺りまで走れば、少なくとも車の一台は通るはずだ。そうしたら前に出るなりして強引にでも止まって貰もらい、乗せてくれるように頼み込む。車の速度で彼女を撒まけるかどうかは解わからないが、今の俺おれに考えられる逃走案はそれくらいしかなかった。

　幸い、軽く部活に参加していたおかげでウォーミングアップは済んでいる。暫しばらくは走り続ける事が出来るはずだ。



　コツ……コツ……コツ……



　その足音は間近で聞こえる。よく耳を澄ませば、歩いている時に生じている衣きぬ擦ずれの音まで聞こえそうなほど、その距離は近く感じた。

　振り向きたい衝動に駆られるが、絶対に振り向かないと俺は心に誓っている。今出来る抵抗はそれしかないのだから、それだけに縋すがり付いていた。

　それに、このまま坂を下り切ればやっと住宅街だ。ひとまずそこに辿たどり着ければ……

「ハァッ、ハァッ、ハァッ」

　振り向く事は出来ないが、曲がり角でチラッと見るくらいなら相手の姿を確認出来るかもしれない。そう思った俺はいきなり直角ターンをした。

「ハッ、ハッ！」

　その際、チラッとカーブミラーに映った姿を見てしまう。

「……うわ」

　白いボロボロのドレスを着た、金髪少女の姿がチラッと見えた気がした。その身には黒ずんだ霧みたいな、もやみたいなものがかかっている。

　思い出したのは、Ｄフォンで確認したあの人形。

　その一瞬だけでは顔まで確認出来なかったが、そのドレスに赤い染みみたいなものが付着しまくっていたのはうっかり確認してしまっていた。この場面で考えられる『赤い染み』がなんなのか。想像するともっと怖くなりそうだったので、俺はもう絶対にその姿を見ないように心がけて走り続ける。



　ピピピピピピピッ



　再び着信音が鳴る。

　泣きそうな気分になりながら、とにかく走って……

『もしもし私よ。今、曲がり角を曲がった所よ』

　俺おれの方向転換にもきちんと付いて来ている、という宣言だった。

『私の姿を見たわね？』

　その言葉には心臓が凍り付きそうになるほど驚いた。

『遠慮しないで……振り向いてくれればいいのに……』

　何より恐ろしいのは。

　その言葉が俺にはとても甘美に響いた事だった。

　今、俺は果てしなく恐怖している。それなのに、その恐怖を与える張本人からの言葉が、とても甘い誘惑に聞こえたのだ。そう、このまま一気に振り向いて、その姿を確認し、心から安心したい、みたいな気持ち。



　大丈夫だって。単なる悪戯いたずらだよ。こんな現実あるわけないだろ？　もしあったとしても、聞こえてくる声は女の子じゃないか。大丈夫、見ても平気だって。振り向いて、相手を確認する。たったそれだけでこの恐怖ともおさらばだ。



「う、あ、あっ!?」

　なんで俺はこんな事を考えているんだ？　どうして俺は今すぐにでも足を止めて、背後を振り向こうとしているんだ？



　大丈夫、気にするなっ！　全然そんなの問題じゃないって。むしろ相手をちゃんと見て、それから対策を考えた方がいいに決まってるだろ。背中を向けていたら何されても解わからないじゃないか。な？　だから。振り向いちゃえよ、一いち文もん字じ疾風はやて。ほら、足を止めて。



　ゆっくりと……



『振り向いちゃえよ、一文字疾風』



「振り……向いちゃえ……よ……一文字……はや…………て？」

　うわ言のように呟つぶやいている自分の声に気が付く。

「って、ウワッ!?　な、俺おれの口、勝手に!?」



『大丈夫だって。心配いらねえって。な、怖がる必要なんかない、ささっと振り向いて、ババッと見ちゃえよ。それが一番……』



　……恐ろしい事に。俺の声……俺が自分で理解している俺の声、が胸ポケットのＤフォンから響いていた。

　自分の声を録音して聞いた時、なんとも気持ち悪かったのを覚えている。だが、この声はそうじゃない。俺が声を出した時、頭に響いている時の自分の声と同じ……つまり。

『……気付いたのね。ふふ……残念♪』

「うわあああああああああ!?」

　そんな声がすぐ耳元、俺の真後ろから聞こえてきて。止まりそうになっていた足をさらに奮い立たせて、俺は一目散に逃げ出した。

『逃げても……ムダよ』

　再び、コツ、コツ、とゆっくり歩き出した背後の音が聞こえる。

「なんだ、なんだ、いったいなんなんだ!?」

　どうしてアイツが俺の声を再生出来るのか。この心の声は本当に俺の声なのか、それともアイツが俺に思わせている声なのか。自分の心、自分の言葉すら信じられなくなっていく。こんなの、聞いていた話と全然違う！

　ただ追いかけてきて殺される、それだけならいいとさえ思う。

　だけど、俺は今……徹底的に『恐怖』させられていた。



　ピピピピピピピッ



「うわぁぁ!?」

　もう、その着信音だけで怖くなってしまう。

　とにかく走って走って走って。

　胸元から聞こえる声はとにかく無視を決め込み、無心になって突き進むしかない。

『無心になって突き進むしかない……』

　またも俺の声でその言葉が聞こえてきて、もう怖いとか悲しいとか腹が立つとか、そういうマイナスの気持ちの塊かたまりみたいなものに押し潰つぶされそうになる。

「くそぉおおおお!!」

　俺は絶叫しながらとにかく走り続ける。

　住宅街を突き抜け、大通りに面してもまだ、人影も車通りも一切なかった。まるで、全世界が完全に『俺おれを殺す為ためだけの世界』に変化してしまったかのように。

『クスクス……クスクスクス……』

　胸のＤフォンからは、ただただ彼女の笑い声だけが響いていた。





◆2010-05-11T17:30:00?　"Hayate's Room"





　街まち中じゆうを走りまわってから、俺は家に帰り着いていた。

　すぐに玄関に鍵かぎをかけ、チェーンまでかけて、二階の俺の部屋まで駆け上る。

「ハァ……ハァ……ハァ……！」

　当然のように家の中には誰だれもいなかった。いつもならとっくに帰ってきているはずの従姉妹いとこもいない。半ば予想していただけに、心構えは出来ていた。

　すぐに自分の部屋に入ると、当然鍵をかける。念のためそのドアの前に洋服タンスを移動させておいた。これが時間稼ぎになるとは思えないが……。

「少しだけでも、だよな」

　走り続けた疲労と、汗だくの体のせいでなんとも気持ちが悪い。こんな状態になるまで走り続けたのに、結局追い詰められる事になる家に戻ってきたのには理由があった。

　都市伝説と言えば、襲われた時の撃退方法があるものもある。

　走りながら不意に思い出したのは、一時期社会問題になり、パトカーの出動騒ぎすら起こったらしい『口くち裂さけ女』の都市伝説だった。確か、あれは『べっこう飴あめ』を投げつけるとか、『ポマード』って三回唱えるっていう撃退方法があったはずだ。

　べっこう飴は、『口裂け女』の大好物との事で、夢中になって舐なめている隙すきに逃げ出せるらしい。『ポマード』の方は、『口裂け女』の整形手術の際に医者が、きっついくらいポマードを付けていたから思わず顔を逸そらしてしまい、それが原因で口が裂けてしまったとかなんとか、そんな理由があったはずだ。

　つまり、都市伝説には撃退方法があるものがある。

　それで、今回の都市伝説である『メリーさん電話』の撃退方法は……

「さっぱり覚えてねえ！」

　この『メリーさん電話』という都市伝説自体が、基本的に『捨てた人形に追いかけられる』という逸話だ。俺はそういう人形を所持した事はないし、だから人形を捨てる事なんてないと思っていた。

　つまり、普通に『怖い話』として聞いていたため、撃退方法を覚えていないのではなく、むしろ聞いた事がない、という方が正解なのかもしれない。

　だが、調べれば解わかるかもしれない。そう思いついた時に、パソコンが浮かんだ。

　家に帰れば、パソコンでインターネット検索して『メリーさん電話』の……『メリーズドール』の撃退方法が載っているかもしれない。

　家に帰るなんて、自殺行為としか思えない。駅前まで走ればネットカフェがあるので、そこでインターネットに繋つないで確認するという手もある。携帯電話で調べるっていうのも手だが、道端で立ち止まってカチカチなどしていたら、さっきのように背後に立たれて恐ろしい誘導をかけられるかもしれないのだ。

　そうなれば、もう俺おれは自分で考える事すら出来なくなって終わってしまう。

　幸いな事に、この『メリーさん電話』は、追いかけてくる時に段階がある物語だ。つまり、いくらかの猶予は与えられているはずである。いきなり『あなたの後ろにいるの』で殺される、という事もあるまい。

　調べる事さえ出来れば対処方法があるかもしれないのだ。対処さえ出来てしまえば、無事に生き延びる事も出来る！

「一いちか八ばちか、だよな」

　そう思って家まで帰ってきたものの、絶対的に追い詰められるのは確かなので怖くて仕方なかった。だけど無む理り矢や理り深呼吸して、自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「冷静になろう。冷静になれ、一いち文もん字じ疾風はやて」

　相手が都市伝説通りの行動を取るならば、家の前に来た後は部屋の前、そして俺の後ろ……となるはずである。あくまで都市伝説通りならば、なので確証はない。今から『月つき隠がくれのメリーズドール』がどのようなパターンなのかを調べるつもりだが……俺を追いかけているのがそれである確証があるわけでもない。

　何もかも、一か八かの勝負だった。

「まずは、パソコンをつけて、それから、えーと……窓から逃げられる、か？」

　いざと言う時の緊急脱出経路は確保したいところだった。

　部屋の前にいると思ったら窓の外にいました！　という可能性もなくはないが……

　俺の背後まで迫られたら、一目散に窓から飛び降りるというのも手ではないだろうか。

「よしっ」

　パソコンのスイッチをオン。ほどなくして、いつもの起動音がする。

　ホッ。どうやら電気機器は正常に動くようだ。

　パソコンがつくまでの約一分。その隙すきに、俺は窓に近寄り鍵かぎを外して、開け……

「……半分くらい予想してたよ！」

　泣きたくなりながら俺は叫んだ。

　何な故ぜか、窓は固定されているかのように開かなかったのだ。

　いや、少しだけ動きそうにはなるのだが……まるで誰だれかが反対側から強い力で押さえつけているかのように、俺おれの力が押し返されるような抵抗を感じた。

　こういう閉じ込められた悪夢のような場所では、外に出られないんじゃないかな、と頭の片隅で思っていたことは事実だ。

　その事実がこうして現実にされると、落ち着いた心も再び恐怖心に煽あおられてしまう。

「は、早くついてくれ、パソコン……！」

　最も早はや、俺が頼れるのはパソコンの向こう、インターネットに繋つないでいるであろう不特定多数の誰かだけだった。ネットの向こうにある誰かの意識が感じられれば、まだ俺は冷静さを取り戻してなんらかの処置が取れるかもしれない。

　冷静に……こう、遺書を残すとか。

『この手紙を読む時、俺はもうこの世にはいないだろう』

　から始まる手紙を書くのは、ちょっぴり夢だったけれど。

「いやいやいや、縁起でもない！」

　慌てて頭を振る。そんな事をしているくらいなら、別の方法を考えた方がいい。

　今はとにかく、早くパソコンが起動して……

　そう思っていたら、突然パソコンの画面が青くなった。

「へ？」

　真まっ青さおな画面に、なんだかよく解わからない英文と数字。

「こ、こんな時に、パソコンが壊れた!?」

　何度か経験した事がある画面だった。

　一度この画面が出てしまうと、パソコンの復旧にはそれなりの時間がかかってしまうのだ。いわゆる『ブルースクリーンエラー』と呼ばれるもので。……つまり、この切せつ羽ぱ詰まっている状況でパソコンを使って何かするのは出来ないという事だった。

「く、くそっ、こんな時に！　こういう時こそ頑張れよぉぉぉ！」

　相棒に裏切られたみたいな気分になりながら、パソコンの電源を落とす。



　ピピピピピピピッ



　その呼び出し音は、無情に鳴り響いた。

　そうだ、パソコンに恨み言をぶつけている暇はない。

　この状況は正まさに致命的だった。電話の主に完全に追い詰められてしまっている。向こうにしてみれば、もう『チェックメイト』寸前なのは確かなのだろう。



『もしもし、私よ。今、貴方あなたの家の前にいるの』



　そんな、定番とも言える言葉が聞こえてきて、俺おれの動揺はピークに達した。

『パソコンが壊れたのは、残念だったわね？　それに、窓が開かないのも大変ね。クスクスクス……』

「おいおいおいおいおいおいおい」

　どうしよう、どうしたらいいんだ。

　何もかもお見通しなのか。それとも、その現象すら彼女の仕業なのか。

　もう、本能レベルで理解出来ていた。

　この電話の主は、本気で俺の命を狙ねらっているのだ。それも、圧倒的なまでの恐怖と緊張を与えた上で、最終的に殺害するつもりなのだ。

　……なんで俺はバカ正直に家に帰ってきてしまったのだろう？

　胸に絶望的な後悔が過ぎる。居ても立ってもいられなくなって、どうしようもなくなった俺は、拳こぶしを振り上げた。

　黒い気持ちが胸いっぱいに広がり、下唇を噛かみ締めながら……

　その拳を――俺はゆっくりと開く。

「……自己嫌悪ごっこしても……意味ねえもんな」

　心の中は自己嫌悪と絶望と恐怖でいっぱいなのに、無む理り矢や理り強がってみる。声はどうしても震えてしまっていたが、そんなのはご愛あい嬌きようだ。ガチガチと歯が鳴り、寒くもないのに体が震えているのもよしとしよう。

　だけど、今の状況でそんな無意味な事をしても何も進まない。

　だったら……進めるだけ進んでから。それから絶望しよう。

　そう心に決めた時だった。



　カシャン……ガチャ。



　家の玄関の方で、鍵かぎの外れる音と、ドアが開く音がした。

「おかしいだろ!?」

　俺の気持ちが少しでも前向きになればこれだ。電話の主は、そういうタイミングも全すべて見計らって行動しているようだった。鍵だけじゃない、チェーンも掛けておいたというのに、扉は普通に開く音がしていた。

　……常識が通じない存在なのに、何な故ぜわざわざ鍵を外すのだろう。ドアを通り抜けるなり、ぶち壊すなりする事も余裕で出来るはずだ。それなのに、わざわざ『鍵を外す音を聞かせる』というのは……つまり、俺を怖がらせる悪意という事だ。

　あいつは俺を動揺させて、怖がらせて、怖がらせて、徹底的に怖がらせて、それから命を奪うつもりなのだ。

　どうして？

　その対象が元々の人形の持ち主だったら、理解出来る。捨てられた人形が持ち主を恨んでしまうのは、解わからなくもない事情だ。復ふく讐しゆう心が、相手に後悔を徹底的に与える方向性を選ぶからだろう。

　だが、俺おれは人形を捨てた事もなければ、持っていた事もない。

　なのに何な故ぜ、これほどまで恨まれなければならないのだろうか。

　それとも。

　それとも、もう彼女にとっては『復讐』は二の次で、誰だれでもいいから、恐怖を与えて殺す。そういう存在になってしまっている、という事だろうか？

「それは、なんと言うか……」

　もう殺す相手がいないのに、復讐を続けなければいけない人形。

　そんなものに追われているのだとしたら……。



　きし……きし……



　電話の着信音と、板張りの階段を上ってくる音が聞こえる。

　それはわざとゆっくり歩くことで、やはり俺の恐怖心を昂たかぶらせているように思えた。

　携帯から声は聞こえてこない。

　……もう、俺との距離は目と鼻の先だから、わざわざ話さないのだろうか。



　きし……



　その足音が俺の部屋の前で止まった。

　心臓の鼓こ動どうが煩うるさいくらいに鳴り響き、俺は観念して目を閉じる。

　だが、その時聞こえたものは。



「兄さん？　帰っているのですか？」



　聞こえたのは、馴な染じみ深い従姉妹いとこの、理り亜あの声だった。

「り、理亜か？」

「はい。どうしたのですか？　ドアを開けて下さい」

「ああ、いや、……すまないな」

　ドッと安心感が押し寄せてきて、へなへなと床に座り込む。

　妹のように可愛かわいがっている従姉妹いとこの、クールな物言いにこんなに安心出来るとは思ってもいなかった。今なら理り亜あになんでも買ってやりたいし、どんな我わが侭ままでも聞いてやろうという気になってくる。部屋もちゃんと自分で片付けよう。うん。

「どうしたのですか、兄さん？　早くドアを開けて下さい」

「ああ、すまん。ちょっと待っててくれ」

　ドアの前に置いた洋服タンスに手をかける。さっき夢中で移動させたせいで、部屋の床が随分と傷ついていた。これはこっぴどく怒られるな……などと考えられるほどには余裕が戻ってくる。

「なあ、そういや、家の前とかに誰だれかいなかったか？」

　タンスを動かしながら尋ねてみる。理亜がアレと遭遇していたら大変だ。

「誰か……ですか？」

「ああ、なんかボロっちい服を着た金髪の女の子とか……」

「いませんでしたよ。そんな事より、兄さん。早く開けて下さい」

「解わかった解った、そう急せかすなって」

　タンスに手をかけて、力を込めようとしたところで。不意に気付く。

「……なあ、理亜。どうして俺おれの部屋に入りたいんだ？」

「どうして、って。そんなのどうしてでもいいじゃないですか。早く開けて下さい」

「………………なあ、理亜。どうして」

「なんですか、もう。いいから開けて、それからお話ししましょう」

「どうして、お前はドアに触れてないのに、ドアが閉まってるって知ってるんだ？」

　理亜は一度もドアに触れていない。

　触れれば、ガチャガチャと音がしたはずだ。

「それに、玄関にはチェーンをかけておいたのに、どうやって中に……？」

「……………………」

　数秒の沈黙。

　その直後。



『あはははははははははははははははははははは!!』



　胸ポケットのＤフォンと。ドアの前にいる存在の笑い声が同時に発生した。

　その余りの衝撃に、ペタン、と尻しり餅もちをついてしまう。

　なんて事だ。

　こいつは、俺の従姉妹のフリをしたのだ。

　それも、完かん璧ぺきな声こわ音ねで、性格までそっくりに！

「う、あ、あ、あ……」

　何も言えなくなって、俺おれはふらふらと逃げるようにドアから離れる。

　腰に力が入らないから、ずりずりとイモムシのように移動した。

　その時、Ｄフォンではなく俺の携帯電話に着信が入る。



　チャララララーン♪



「この曲……詩し穂ほ先輩？」

　俺はポケットから携帯電話を取り出した。

　表示は詩穂先輩だが……

「もしもし？」

　その電話に出た俺は、きっといつになく沈んだ声をしていた事だろう。

『わっ、モンジくん、どうしたの!?』

　とても心配してくれる先輩の声が、とても胸に沁しみる。

「いえ……今、ちょっと怖い目に遭あっていまして」

『そうなんだ？　えーと……』

　そんな事を言われても、先輩は困ってしまうだけだろう。だが、俺にはもうどうしようもなかったのだ。

　だって。

「だから、先輩も……本当は先輩ではないんでしょう？」

　誰だれよりも、何よりも信じたい相手。

　そんな相手すら信じられない。自分も、従姉妹いとこも、まるで信用してはいけないのだから。『声』というものは、こんなにも人の心を動かすのだ。

『クスクス……あはははははは！』

　だから、電話口で『電話の主』が爆笑した時も、俺はもう恐怖を感じずに済んだ。

　諦あきらめの境地に似た感覚かもしれない。だから、ついこんな返事をする事も出来る。

「ありがとうな、この声を聞かせてくれて」

　そんな返事をしてから、電話を切る。

　この都市伝説は多分、人形を捨てた持ち主に復ふく讐しゆうするという物語だ。だから、いかなる手段を用いてでも絶対に相手を追い詰めて。俺のようにポジティブな性格のヤツなら、着実に心を折って。それから殺害するのだろう。

　そうやって恐怖を与える事でしか自分という存在を見せつけられないのだとしたら。

「……もう一度、冷静になれ、一いち文もん字じ疾風はやて」

　彼女を哀れに思う気持ちが、俺の中で僅わずかな冷静さを取り戻させるきっかけになった。

　先輩の声……偽者だったとしても、それを聞かせてくれたというのは大きい。俺おれは、確かに怖くて怖くて、もう立てないくらいにぐったりしているが。あの人の声を聞いたからには、無む理り矢や理りでもカッコつけなければ男じゃないと思えていた。

　とはいえ、もうお手上げだ。



　ピピピピピピピッ



　Ｄフォンが鳴り響く。

　俺はいっそその電話を取った。

「もしもし」

『もしもし私よ。今、貴方あなたの部屋の前にいるの』

「……こんにちは」

　為なす術すべもなく、俺はただ電話先に挨あい拶さつを向けた。

　少しは会話が出来る事を期待したのだが……

『電話に出るなんて。そんなに早く死にたいのね』

「そのつもりはないが……少しお前とも話をしてみたくてな」

『クスクス……ねえ、ドアを開けて？　中にいるのでしょう？』

「いない、って言ってもバレているだろうしな」

『開けてくれないなら、私から入るわね』

　ぷつっ、と電話が切られる。会話も何もあったものではなかった。

「後はもう、だな」

　絶対に振り向かない事。

　これだけを守り通すしか俺に出来る事はなかった。

　切れたＤフォンを机の上に置くと、俺はもう布団に潜り込む。

　窓から外に出る事は出来ない。パソコンは壊れている。携帯は怖いものに繋つながる。

『絶対に振り向いて、相手を見ちゃダメだよ？』というキリカの言葉を実践し、朝まで頑張るしかない。この手の物語は、『朝』を迎えれば落ち着く事が多いのだから。

　そういえば、今ってまだ夕方だったか……

　朝までかなりの時間があった。俺は絶望を感じるしかない。

「耐久系は苦手なんだけどな……」

　俺が部活で長距離ではなく短距離を選んだのは、『早く終わるから』だ。

　ずーっとストイックに走り続ける、というのが苦手な俺は、とにかくすぐに終わる競技を選んだ。その結果が短距離走だ。十秒から十数秒、頑張るだけですぐに決着がつくスポーツは短距離走くらいなものである。

　だから、もういっそ、来るなら早く来いよ、なんて開き直っていた俺おれは……。

　数分経たっても着信がない事に気付かないまま、走り続けた疲労と折られまくった精神の疲労が重なったせいで、いつの間にか意識を落としていた。
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「……うあ？」

　目が覚めた時、外はすっかり暗くなっていた。

「……あれ？」

　布団の中で丸くなりながら、目を開けて何度か瞬まばたきをする。

　……俺は確か……

　都市伝説でよく聞く、『もしもし私よ……』という人形に追いかけられていたはずだ。

　リコちゃん人形とか、メリーさん電話とか、そう言われるものに。

「もしかして……夢か？」

　ぼんやりする頭で呟つぶやいてみると……

　確かに、あんな非現実的な現象は全すべて夢だったように思える。自分の声が聞こえたり、従姉妹いとこに化けられたり、先輩の声で電話されたり……

「……そっか、そうだよな」

　心臓はまだ早鐘を打っているが、そう考える方が俺にとっては心休まった。

「ふぅ……」

　深く息を吐いてから、今が何時なのか確かめようと携帯を探す。

　ぼんやりと赤く光っている、Ｄフォンが机の上にあった。

　あれも、時計を見るくらいなら役立ったはずだ。

　そう思い、よいしょ、と手を伸ばした時……。



「もしもし私よ。今、貴方あなたの後ろにいるの」



　耳元で聞こえたその声に、俺の体は一瞬で凍りついた。

　直後、『夢のはずないじゃないか！』と気付いたのだが、後の祭り。

　彼女は俺が最も恐怖する瞬間を狙ねらって、囁ささやいてきたのだ。

「う、あ……あ……あ……」

　あまりの恐怖と動揺に、言葉が出ない。

　どんな時でも小こ粋いきなトークを信条としている俺おれから言葉を奪う。どんなに強がっても決して許してはくれなかったせいで、彼女への恐怖は俺にとって最大のものとなっていた。

　すぐ、背後に、ピッタリと。誰だれかがいる気配が濃密に感じられる。冷たい体が俺の背中に当たっている。その冷たさはまるで俺の体温だけではなく、魂すら奪っているかのような。そんな錯覚に落としていた。

「っ……」

　居ても立ってもいられず、すぐさま逃げ出したくなったが、体が動かない。

「逃げても無駄よ。私は、そういうロアだもの」

　彼女は耳元で、俺の心を読んだかのような言葉で釘くぎを刺した。言われるまでもなく、本能のレベルで無駄な事は解わかっている。

『ロア』という単語が何を意味しているのかまでは解らなかったが、つまり彼女らにも何かルールとか特技でもあるのだろうか。

　そう、ルール。

　彼女はどんな事があっても『相手を逃がさない』存在なのだ。

『時間も空間も超えて必ず相手の所に辿たどり着き逃がさない！』

　アランが得意げに語っていたのを思い出す。

　彼女は、復ふく讐しゆうのために、恐怖を与えるためだけに。

　そうする事でしか、存在を維持出来ないルールでもあるのかもしれない。

　それはとても悲しい存在だと思った。

　俺がいつ死ぬのかは彼女任せの現状、キリカに言われた『決して振り向かず、相手を見ない』を実行し続けるしか俺には出来ない状態。

　なら、話くらい聞いてもいいのかもしれないな。

　一度開き直ると、そんな余裕すら浮かんできた。

「なあ、お前って、あの……道端に捨てられていた人形か？」

　ヤシロちゃんが示した、あの捨てられた人形。

　彼女はそれを『因果』と呼んでいたけれど、その意味はまだ解らない。

　だけどあれが『縁えん』なのだとしたら、人形の気持ちくらい聞いてやりたいと思う。

「それはきっかけに過ぎないわ。『捨てられた人形』を見つけて、それになんらかの心の動きを見せた人物に私は呼び寄せられる。そういうコードになっているから」

　コードという言葉がやっぱり何を意味するのかが解らない。

　だけど、彼女を引き寄せるルールみたいなものが聞けたのは確かだ。

　それに、そうだ。確かに俺はあの時、捨てられた人形に心を動かされた。

『捨てられた人形』をなんとか救ってやれるなら。復讐とか、殺人とか。そういうことをしなくて済む可能性があるのなら、なんとかしてやりたいと思ったのだ、あの時も。

「……やっぱりお前自身が生まれたきっかけって、捨てられたからなのか？」

「何を尋ねられているのか解わからないけれど。その逸話から生まれたロアなのは確かよ」

　ロアというのは、彼女のような存在を示す言葉なのかもしれない。

　他ほかにもそういう『ロア』がいて、彼女はその一人なのだろうか。

　しかし、それを聞いて過よぎったのは……やはり悲しいな、という思いだった。

　胸の締め付けが、別の気持ちに上書きされて行く。

「だから、後は貴方あなたが振り向いて、私を見ればいいだけ。フフッ……さあ、どんな手段で振り向かせて欲しい？　もう一度眠らせて、優しい誰だれかの声で起こしてあげてもいいし、なんなら今、強引に首をねじ曲げても……」

　やはり、振り向いたら終わりらしい。キリカの言葉は正しかったわけだが……

「ゴメン、振り向くぞ！」

「え？」

　キリカと彼女に謝罪して、俺おれは彼女を見ないように体を反転。

　そのまま、相手を抱きしめた！

「……ッ!?」

　冷たい体と、ボロボロのドレスの肌触りが感じられる。ツン、と鼻を刺激するのは血の匂においだろうか。薄い色の金髪がチラっと見えるが、なるべく見ないように顔を上げた。

『振り向いた』が、『相手を見る』まではしない。

　そのために抱きしめた。

「な、なんの、つもり……」

「昨日きのう電話に出られなくてごめんな？」

　どこか動揺した気配を感じたが、俺は素直に昨晩の事を謝った。

「…………何を言われているのか、解らないのだけど」

「捨てられた人形の寂しさの化身、みたいなものがお前なんじゃないかと思って」

　だから、『捨てられた人形』を見て気を引いた人に現れる化ばけ物もの。

　どれだけ寂しいか、どれだけ辛つらい気持ちでいたのかを誰かに知らせたい、思い知らせたい。その強い想おもいの化身が彼女なのではないかと。

　今の俺にはそう思えてならなかった。

「だから……まあこのままザックリ殺されるのかもしれないけどさ。でも、だったらせめて……寂しくないようにしてやりたいって思ったんだ」

「さ、寂しいとか……」

「人形って事は、大抵大事にされてたと思うんだ。一緒に遊んだり、一緒に寝たり。……人肌が温かいっていうのを人形たちは知ってるから、捨てられて悲しかったんじゃないかと思って。俺も人形遊びは従姉妹いとことした事があるけどさ。あれは従姉妹と俺と、そして人形の三人で遊んでたんだな」

「………………」

「だから、その気持ちに気付いてやれなかったのも……ごめんな、だし。俺おれでいいかどうか解わからないけど、その人肌ってものを感じて貰もらいたいってのもあったんだ」

　そう考えれば、人形たちは本当に可哀かわい想そうな存在なのかもしれない。

　幼い頃ころはずっと一緒にいても、子どもが大きくなれば忘れ去られ、いつしか捨てられる。その時、人形たちはどんな想おもいを抱いているのだろうか？

「だからなんていうかさ。俺を殺すなら、寂しくなくなってからにしてくれ。じゃないと、俺がおばけになってうらめしやってなっちまう。未練が残るからな」

「……未練？」

「お前がどんな存在なのか解らないけどさ。お前が寂しいって気持ちのまま俺が殺されてしまったら悔しい、っていう未練だよ。どうせ殺されるなら、相手が『あー、殺し、超すっきりした！』って気持ちでないと……悔しいだろ？」

　これは俺の我わが侭ままだった。

　どうせ殺されるなら、相手も殺した事ですっきりして欲しい。

　それならまあ、仕方ないかなーと思えなくもない。

　実際は思えないのだが、少なくともこの人形娘をすっきりさせる事が出来れば。

　わずかな気持ちだけでも救えた、というのなら……

　ま、ちょっとは主人公っぽい行動なのではないだろうか？

「………………貴方あなたは」

　俺の腕の中で、低く押し殺したような声が聞こえる。

　……いよいよ殺すつもりなのかもしれない。

　彼女の体がむずむずと動き出して、俺は腹筋に力を入れる。

「……さ、さあ、満足したら殺せっ！　だけど、満足してないなら、ええと、もっと抱きしめるからな！」

　声を張り上げると、俺の腕の中で彼女はもぞ、と動いて。

　ただ一言、呟つぶやいた。

「貴方は真性のバカですね」

　今日聞いた転入生に似た声でそう呟いた。

「え？」

　俺はうっかり彼女を『見そう』になってしまう。

　直後。



　ゴヅンッ！



「△△××□○□○!?」



　顔面に凄すさまじい勢いで頭突きを喰くらって、悶もん絶ぜつした。

「ふおおおおおっ!?」

　丁ちよう度ど鼻の上、目と目の間という、最も頭突きされると苦しい場所だった。

　俺おれはベッドの上でゴロゴロと涙を流しながら苦しむ。

　痛みに悶絶しているうちに、いつの間にか彼女は俺の手の中……ベッドの上からいなくなっていた。



　ピロリロリーン。



　とＤフォンから音がして、赤だった発光が青白い光に変化する。

「ふぉ？」

　鼻の頭を押さえながらおそるおそる辺りを見回してみても、もう彼女はすっかりいなくなっていた。

「助かった……のか？」

　溢あふれる涙と鼻水をティッシュで拭ふきつつ、携帯を見つめる。

　青白い光はやがて消え、元の静かなブラック携帯に戻った。

「…………みたい、だな」

　耳を澄ませば外を走る車の音が聞こえてくる。さらに集中すると、他ほかにも色々な音……外を歩く誰だれかのハイヒールの音や、虫が鳴く小さな音、そして家の中から聞こえる、家族が生活している音。

　いなくなっていた人々もどうやら帰ってきたようだ。

　いや、不思議空間から帰ってきたのは俺の方かもしれない。

「兄さーん」

　一階から俺を呼ぶ従姉妹いとこの声が聞こえる。この声は多分、本当の理り亜あの声だろう。

「……つまり」

　どうやら俺は。

　無事に、生き延びたのだった。





◆2010-05-12T08:00:00　"Ichimonji House"





　翌朝、いきなりビックリするイベントが発生していた。

「おはようございます」

　なんと、家を出た瞬間。

　目の前に蒼そう青せい学がく園えんの制服に身を包んだ一いち之の江えさんが立っていたのだ。

　閑静な住宅街にある我が家の前に立つ、青蒼学園の制服を着た少女。その姿は中々新鮮な気分にさせてくれる。これではにかみながら微笑ほほえんでくれればさらに嬉うれしいのだが、彼女は昨日きのうと変わらない無表情で、俺おれの顔を見つめていた。

　まぁ、登校時に女の子が家の前で待っているなんて、中々レアなイベントだ。

　これがまだ何も知らない頃ころの俺……二日くらい前の俺だったら心から喜んだのだが。

「待ってたのか？」

　昨日の言葉、昨晩の出来事、そして今け朝さのこれである。言葉の中に疑念が混ざっていたとしても、仕方あるまい。それに、どうして俺の家を知ってるんだ。彼女を我が家に案内した覚えなんてないからな。

　しかし、一之江さんはまるで俺の質問など聞いていないかのように歩き出すと。

「お話があるので付いて来て下さい」

　有無を言わせない口調で、背中を向けた。

「え、あ、はい」

　そこまできっぱり言われたら仕方ない。俺はその小さな後ろ姿を追いかける。

「って、あれ？」

　いきなり学校とは反対側に歩き始めた背中に戸惑いを覚えた。

「学校には行きません」

「さ、サボりなのか」

「はい、サボタージュです」

　またもあっさり言い切った一之江さんに驚いている暇も与えられないまま、彼女はサクサクと歩いていく。小さい体だと言うのに、歩調はかなり速い。華きや奢しやで病弱なイメージの外見なのに、この速度は意外だ。

　サボタージュってのは確かフランス語だったっけな、なんてどうでもいい豆知識を思い出しながら、これが『デート』とかそういった楽しいものじゃないのは理解している。

　――おそらく、昨晩の続き。

『電話に出ろ』と言っていたし、電話に出た瞬間から昨日のアレは発生したのだ。

　彼女がなんらかの関かかわりを持っているのは確かだろう。

　そんな一之江さんの背中について住宅街を抜け、大通りまで出る。すると、俺達の目の前に黒塗りの車が走ってきて停とまった。やたら大きい車で、後部シートはスモークが貼はられていて中が全く解わからない。なんか、偉い人とかおっかない人の乗る車のようだ。

「えーと？」

「乗って下さい」

　一いち之の江えさんが車に近付くと、運転手の人が後部座席のドアを開ける。

「どうも」と簡単なお礼だけして乗り込む彼女。その姿はいかにも、世話をして貰もらって当然、という風格があった。正真正銘のお嬢様なんだな、やっぱり。

「えーと……お邪魔します」

「どうぞ」

　こちらは平身低頭、庶民臭さがつい出てしまう。そもそも自分よりずーっと年上の相手に偉そうにしたりとか出来ないのだ。その初老の紳士は柔らかく微笑ほほえみながら丁寧に促してくれた。いやあ、プロだねえ。俺おれも良い気分で後部座席に乗り込む。

　いかにも『執事！』みたいな白髪のロマンスグレーの彼は、そのまま運転席に戻った。本物の『じいや』みたいな人だ。きっと勉強が出来たり、謎なぞの格闘技が得意だったりするのだろう。と勝手に思い込む。

　そして……

「うひゃあ……」

　車の中はかなり広くて、シートはふかふかで、コーヒーメーカーが付いていて、ＤＶＤが観賞出来るようなスクリーンもあって、他ほかにも俺に解らない機器もあって。

　とにかく凄すごい設備だった。

　俺が中身に見とれているうちに、気が付くと車はもう道路を走っていた。

　発進に気付けないくらい静かなエンジン音だ。

「凄い、なんだこれっ」

「私の家の車ですが、あまりこういう車の経験はありませんでしたか」

「ないない、全くない！」

　一之江さんは慣れた手つきでコーヒーを入れてくれていた。

　その手つきは、ここでお客さんをもてなす事にすっかり慣れているものだ。蒼そう青せいの生徒だったからお金持ちだとは思っていたが、本気で筋すじ金がね入りのお嬢様なんだな。

「はい、どうぞ。砂糖とミルクはこちらです」

「う、ウス」

　思わず畏かしこまったりしながらコーヒーカップとお皿を受け取る。

　車内はまるで揺れないし静かなせいで、どこか高級な喫茶店に入った気分だった。

「えーと……話って？」

　おずおずと切り出してみるも。

「まだ言えません」

　尋ねた言葉に一瞬で返事が返ってきて、思わず口をつぐむ。

　まだ、っていうのはどういう事なんだろうな、と思いながらコーヒーを口に近付けると、凄すさまじくいい香りがした。

「うわっ、なんだこれ、凄すごいいい香りだ!?」

「そうですか？　気に入ったなら何よりです」

　普段はブラックで飲むなんてしない俺おれだったが、このマイルドな風味を是非口で味わいたくなって、一口だけ含んでみる。

「おおおっ、美お味いしい!?」

　コーヒーが素すのままで美味しいのは初めてで、思わず叫んでしまっていた。

「賑にぎやかですね」

「あ、いや、ごめん」

「いえ……お代わりもあるので、いくらでも飲んで下さい」

「うん、了解！」

　俺が元気良く返事をしていると、運転手さんも笑っているのか小さく肩が揺れていた。なんとなく気まずいような、照れたような気持ちになりながら、コーヒーを飲む。過ぎゆく街並みを眺めつつ高級車で飲むコーヒー……というのはとても気分が良かった。

　ただ、気になるのはキリカに今日は休むという旨むねを伝えていない事だ。

「っと失礼。ちょっとメール入れていい？」

「どなたにですか？」

「いや、ほら。クラスメイトのキリカいるでしょ？　仁に藤とうキリカ。ちょっと猫っぽい感じで可愛かわいい雰囲気の」

「ああ……はい」

「あいつに、休むって伝えようと思って」

「それには及びませんし、メールもまだ待って下さい」

「へ？」

「三枝さえぐささんに我々が欠席する旨は伝えてありますし、誰だれかへのメールによる因果の接続は今暫しばらくお待ち下さい」

　ここで委員長である三枝さんの名前と、その直後に出た『因果』の言葉に俺は驚いた。

　そのままマジマジと一いち之の江えさんを見るが、彼女はまるで意に介した様子もなく、静かにコーヒーを飲んでいる。

　……説明はもう少し待て、ってわけか。

　その「もう少し」までどれくらいかかるんだろう、と思う。むしろ俺はこの車でどこまで連れて行かれるんだろうな。

　割と遠出する覚悟も決めていた頃ころ、意外と早めにその時はやって来た。俺たちの夜や坂さか学がく園えんがある夜や霞がすみ市と、一いち之の江えさんが転校する前にいた蒼そう青せい学がく園えんのある月つき隠がくれ市を隔へだてている大きな川、『境さかい川がわ』。

　俺おれも小さい頃ころからちょくちょく釣りやバーベキューなどを楽しみに来る川だった。その橋を渡り切った辺りで、一之江さんはコーヒーカップを置いて語り始める。

　車はそのまま、月隠の都市部へと向かって走っていた。

「それではお話ししようと思います」

「え？　ああ、もういいんだ？」

「夜霞から出ましたからね。月隠に入れば大丈夫です」

「別の市に入ればいいって事なのか？」

「ええ。基本的にロアの影響範囲は街単位ですから」

『ロア』という言葉がその口から出る。それは、昨日きのうから気になるキーワードで。

　つまり、一之江さんはやっぱり……

「なあ、一之江さん」

「なんですか」

「昨日、俺を追いかけて、襲ってきた人形は……」

「私です」

　一之江さんは悪びれた様子もなく、きっぱりと言い切ったのだった。





◆2010-05-12T09:30:00　"Tsukigakure City"





　学校はもうとっくに始まっている時間だった。むしろ一時間目が終了しようとしている時間だ。僅わずかな遅刻はした事がある俺だが、こんな大きな遅刻はまだした事がない。

　いつもなら教室にいる時間に、別の街で車の中にいるなんて、俺にとってはかなり異質な行動だった。そして、その行動をさせた相手は常に無表情で。

　俺を殺そうとした『電話の主』が自分であると明かして、あまつさえ『それが何か？』と言いたげなほどしれっとコーヒーを口に含んでいた。

　昨日感じた命の危険とか、凄すごい恐怖とか、従姉妹いとこや先輩の真ま似ねをしたとか、色々覚悟した事が頭の中をぐるぐると駆け巡り。女の子に優しい俺も流石さすがにイラッときた。

「私です、ってお前……」

「お前、とか親しげに呼ばれるのも心外ですが」

「いやいや、そういうトコじゃなくてさ。俺、死ぬところだったんだぜ？」

「そうですね」

　あくまでしれっと言いやがるその姿に、さらにカチンとくる。

「いや、だったら！　何かもっと言い方とかあるだろ！」

「別に、今晩も殺しに伺ってもいいのですよ？」

「お前！」

　思わず身を乗り出す。

「すぐに熱くなると、今後生き残れませんよ、一いち文もん字じ疾風はやて」

　掴つかみかかろうとした俺おれを止めたのは、俺の名前を呼ぶ彼女の冷たい視線だった。

「私は別に、貴方あなたが死のうが生きようが、怖がろうが苦しもうが関係ありません。すぐに貴方も他ほかの持ち主同様脱落する可能性が高いと思っていますから」

「……他の持ち主？」

「ええ。百物語の主人公に選ばれた方たちです。……その辺りの話を私がしてあげるのは、超お節介なので、感謝されこそして、怒られたり睨にらまれたりするいわれはないはずです」

「いや、だけどよ！」

　俺一人がヒートアップしている中、彼女はあくまで淡々と話していた。本気で彼女にとっては俺の命や気持ちはまるで関係ないのだろうか。

　全く別の生き物を前にしている気分になって、怒りと同時に悲しい気持ちも湧わく。

「自分の命を狙ねらった当事者だから、教えてくれて当然だ……そんな気持ちでいるのだとしたら、私は貴方に失望するでしょう。貴方の命を狙ったのは私にとっては必然であった。故ゆえに、そこに罪悪感もなければ貴方への同情の余地もありません」

　きっぱりと言い切る一いち之の江えさんの視線は、本当に一切の気持ちを含んでいなかった。

　あるのは『単なる事実』を告げているだけの視線。

「……そうか」

　だが、ここまでストレートに言われると逆に冷静さを取り戻せた。彼女にしてみれば俺は単なる『被害者Ａ』なのだ。その脇わき役やくにもなれないモブキャラ相手にわざわざ『敵キャラ』である彼女が色々教える必要性というのはないと、そう言い切っているのだろう。

　――彼女がまた本気になれば俺を殺す事なんていくらでも出来るのだ。

『決して振り向かない』なんて、出来ない可能性の方が高いからだ。それこそ、昨晩彼女が言ったように『朝に騙だまし討うち』をしたり、無む理り矢や理り俺の首を折って自分の方に向ければいいだけなのだから。

　だとしたら……こうして、何かを教えに来てくれるというのは……。

　本当に彼女なりの『超お節介』なのだろう。

「……ＯＫ、了解したぜ、一之江」

「呼び捨てになりましたね」

　だが、これくらいの抵抗はいいだろう？

　自分の命を手玉に取られている相手だからって、ここで卑ひ屈くつになったら格かつ好こ悪い。せめて今の『一いち之の江え』とは、対等でいたいという気持ちがある。

「瑞みず江え、って呼ぶのは早いだろ？」

「別に呼ばれてもなんとも思いませんけどね、どうせ偽名ですから」

「あれ、そうなんだ？」

「どこぞの駅の名前から取りました」

「うわ、安直だな」

「駅名を作った人に失礼かもしれませんよ」

　そうかもしれない。俺おれは自分の失言を反省すべく、適当な方角に頭を下げた。

　すみません、駅名や街名を決めた人。素敵な名前だと思います。

「しかし、存外早く落ち着きましたね？」

「ムカついたりはしたけど、今のとこ色々頼れるのが一之江だけなのも確かだしな。それに、一之江は美少女だからイライラして話すより、普通に仲良くなった方が嬉うれしいんだよ、俺としては」

「うわっ、ハーレム男ですね」

「うわっ、とか言うな」

　嫌なものを見るような視線を受けつつ、その方が心を開いて貰もらったような気分になって俺は笑いかけた。一之江の方もふう、と溜ため息いきを吐くと、幾いく分ぶん落ち着いた視線で俺の事を見直してくれる。

「それで、ですね」

「あ、うん」

「話せば長いので色々端折はしよっていいですかね？」

「……面倒くさがりだったりするのか、一之江」

「ええ、かなりの」

　砕けた調子にはなってきたものの、これはこれで取っ付きづらい性格だった。

「まあ、面倒ですが、サクサク伝えるので質問は後回しにして下さい」

「りょ、了解した」

「それでは、単刀直入に尋ねます」

「おう」

　一之江は一度コーヒーで喉のどと唇を湿らすと、まじまじと俺を見つめて質問した。

「貴方あなたは、『ロア喰ぐい』ですか？」







◆2010-05-12T13:20:00　"Yasaka High School 2-A Class"





「わっ、モンジ君が瑞みず江えちゃんと遅刻して来た！」

　お昼休み。教室に入った瞬間にキリカが大きな声で騒いだ。

　直後、『ざわっ……』とクラスメイト男女全員が食べる手を止めてどよめく。

「流石さすが俺おれだろう」

「流石モンジ君だね！　半日休んで何したの？」

「むしろ攫さらわれたと言っても過言ではないね」

「わぉっ、瑞江ちゃん、大胆だね！」

　と、キリカもさっくりと一いち之の江えを友達にしようと話しかける。取っ付きづらい性格の一之江が、キリカのこの言葉にどう反応するか、ちょっと心配していたのだが……

「か、勘違いしないで下さい。私とモンジ君とはそういう仲じゃ……以下略」

　いい加減そうにツンデレ娘を演じて中途半端に答えた時は、流石の俺もビビって心臓が口から飛び出るかと思った。

「わっ、ツンデレだ！」

　おおー、と感心するクラスメイト男子たち。特にアランはツンデレでクールなタイプが大好きなはずだ。見れば、一人でガッツポーズなどしている。……確かに、今のツンデレっぽさはかなりいい加減だったが、そこが逆にツンデレっぽくて良かったのも否めない。

　って、そうじゃなくて。

「意外にノリはいいんだね、瑞江ちゃん？」

「基本的に私はノリノリでお笑いも大好きです」

「あはっ！　無表情なのに面白いんだっ！」

「と、いうわけでコンゴトモヨロシク、キリカさん」

「うんうん、コンゴトモヨロシク！」

　一之江は無表情なまま。キリカは満面の笑顔で嬉うれしそうに握手していた。……もしかしたらキリカを探るために……という理由かもしれないが。

　キーンコーンカーンコーン。

「おっと、ゴングに救われましたね、モンジ」

「救われたってなんだ。ゴングじゃなくてチャイムだろ。あと、モンジって言うな」

　ツッコミどころがたくさんあったが、律儀に三つともちゃんと突っ込む。キリカは「おおー」と感心して拍手してくれた。一之江の態度がいつのまにか俺に対してだけ横柄になっている様子に、クラスメイト全員がどよめいている。

「それじゃ、後で何があったのか教えてねっ！」

　キリカは好奇心いっぱいの笑顔で俺おれに告げると、自分の席に戻っていく。

「それじゃ、後で何があったのか教えないとぶっ殺す！」

　アランは嫉しつ妬と心しんいっぱいの笑顔で俺に告げると、自分の席に戻っていく。

「愉ゆ快かいな人々ですね」

「まあ、な」

　一いち之の江えはキリカやアランを見て、無表情さの中にどこか気さくな色を乗せ。

　好意的な視線で感想を告げていた。





◆2010-05-12T16:15:00?　"Yasaka High School Roof"





　放課後。従来は閉鎖されているため人が入れない屋上に俺と一之江はきていた。

　高い網のフェンスに囲まれた屋上だが、手入れをする人がいないとかいう理由で現在は閉鎖されている所だ。もっとも、鍵かぎは壊れているので、誰だれでもドアに貼はってあるガムテープさえ剥はがせばこのように侵入する事も容易たやすいのだが。

　高いフェンスがある以外はコンクリートの床がそのまま広がっているだけの、無機質な屋上。目立つ物と言えば、貯水タンクが入り口の上に設置してあるだけの場所だ。

「こんな所に呼び出して、どうするつもりですか？」

「いやいや、そういうんじゃないから。ちょっとロアについてとか聞きたいだけだ」

「ちょっと言ってみただけです」

　一之江は悪びれた様子もなくさらりと告げて。

「さて……結局貴方あなたの疑いが晴れたのは確かですが、貴方は危険なので私がしばらくの間監視する事にしました」

「俺が、危険？」

　まだ俺に、何か疑いがかかっているのだろうか？

「狼おおかみ的な意味ではありませんよ。あ、そちらの方も心配と言えば心配ですが」

「いやいや、襲ったりとかしないから」

　自分の体をわざとらしく抱き締める一之江にツッコミを入れつつ。

「モンジはなんせ『主人公』ですからね。どんな能力を持っているのか解わからないっていうのもあります。ですが、色んなロアに狙ねらわれ易やすいという方が強い理由ですね」

「そうなのか？　自分じゃなんも実感はないんだが」

「成長すれば色々出来るようになるのでしょう。今はまだ私を切り抜けただけですが」

「ああ……なんとか切り抜けたってのが今でも信じられないな」

「私も、あんな方法でなんとかされたっていうのが信じられませんので、やり直しを要求したいところです。今度は殺されてみませんか？　是非」

「是非じゃなーい！　あっさりランチに誘うみたいに殺害を提案するなよ！」

　一いち之の江えは冷ややかな視線を向けるのみだった。……あんな、抱きつくような解決方法は認められないという事らしい。

「まあ、見張る一番の理由は囮おとりですけどね。貴方あなたは狙ねらわれ易やすいですから」

「……ストレートな理由、どうもありがとうございます」

　囮と堂々言われるとなんとも言い難がたい気持ちになってくる。せめて別の言葉にして欲しいと思ったが、『餌えさ』とか『的』とか、ろくな言葉は浮かばなかった。

「では、そうですね……色々とお話を……おや？」

「ん？」

　一之江が目を丸くして視線を向けた先。そこには一匹の蜘く蛛もがいた。とても小さいサイズなので、よく見なければ単なる赤い点にしか見えない。だが、一之江はその蜘蛛をじっと凝視している。

「一之江、この蜘蛛が……」

　どうかしたか、と続けたかった言葉は口から出る事はなかった。

　一之江は瞬まばたきをするかしないかのうちに音もなく、一瞬で俺おれの目の前まで距離を詰めると、俺の頭をジャンプして掴つかんだのだ。髪を思い切り鷲わし掴づかみにし、着地と同時にぐいっと強く引っ張る。

「いでえ!?　ってか、抜ける!?」

　頭から激痛を感じながら、俺はされるがままに奇妙な前屈姿勢になった。

　直後。

　俺の頭があった位置を、何かが掠かすめて飛んでいった。

「っ!?」

「虫ですね」

　一之江は呟つぶやくと、俺にそのまま鮮やかな足払いをかけて転ばせ、自分の後ろに倒れ込ませる。何から何まで俺の動きを完全に制御した動きだが、もっと優しくしたり出来ないものだろうか。頭から床に叩たたきつけられて、ゴツンとでかい音がする。

「ぐえっ、な、何しやが……っ！」

　やっぱり言葉は最後まで出る事はなかった。頭と足がやたら痛いが、その痛みが吹き飛ぶようなものを俺は一之江の上履き越しに見てしまったからだ。

　俺がいた場所。……そこには、赤い点が無数存在しており、ざわざわと蠢うごめいていた。さっきの小さな赤い蜘蛛が、大量に湧わき出し、ぴょんぴょんと跳ねているのだ。さっき俺の頭を掠めたのも赤い蜘蛛の一匹だったようで、その跳躍距離は人の頭を軽く超えるものだった。蜘蛛というよりもうノミか何かだな、あの跳躍は。

　……って事は、俺おれはもしかして、こいつらに襲われたのだろうか？

「き、キモ！　なんだこれ！」

　一気に血の気が失うせた。俺は怖い話も苦手だが、小さい虫もかなり苦手なのだ。

　あまりの動揺に声が震えまくるのが解わかる。

「不明です。ですが、この世のモノではないでしょう。後、上を見たら殺します」

　反して、一いち之の江えは冷静だった。上を見たら一之江のスカートが下から覗のぞけてしまうという意味だ。ここでそれを注意出来るくらい、彼女は冷静という事か。

　……俺も、その蜘く蛛も達を怖がるよりもダイレクトな恐怖と幸福がすぐ上にあるせいか、少し冷静になれた。こいつはどんな下着を穿はくんだろうな。やっぱりオーソドックスに白なんだろうか。これで黒のレースとかだったらたまげるのだが。

「見たら殺しますからね」

「コホン。この世のモノでないって事は、あの世のモノなのか？」

「もしくは『ロアの世界』のものです。いずれは貴方あなたも作れますよ」

　言われて思い出したのは、あの誰だれもいなくなった街だった。

　確かに、さっきまで聞こえていた学校の喧けん騒そうが今ではすっかり聞こえなくなっている。

　一之江の『メリーズドール』に追いかけられた時。あの時の無音な街並みも、その『ロアの世界』というものなのだろうか。つまり彼女ら都市伝説をなぞらえるための空間。今は、この謎なぞの蜘蛛が湧わき出すという空間に閉じ込められたという事なのだろうか。

　……いずれは俺もこんな空間を作ったり出来るようになる。

　そう言われてもまるでピンとこなかった。

「それで、モンジ。この学園で、虫にまつわる何かの噂うわさはありますか？」

　ざわざわ、ピョンピョンと跳ねる蜘蛛の大群を目の当たりにしながら、一之江の声はまるで揺るがなかった。俺も黒い靴下に包まれた彼女のアキレス腱けんの辺りを眺めながら、もといその先の蜘蛛達を見ながら考える。

「虫か……いや、あったっけな」

　俺は必死に思い出そうとする。そんな俺が見ているうちに、赤い点はさらにゴポゴポと床から湧き出すように増殖していき、今では赤い水みず溜たまりのようになっていた。あの塊かたまりが無数の虫であるというだけで卒倒したくなり、考えがまとまらない。

「仕方ありません」

　一之江は一度俺を振り向くと、そのまま予備動作なしでジャンプした。うっかり見上げそうになったが、今見れば確実に一之江のパンツが見えてしまうだろうから、我慢して蜘蛛達を凝視していると……

　バシャン！　と、彼女が足を揃そろえて蜘蛛の上に着地した。蜘蛛達は水みず飛沫しぶきのように飛び散って四方八方に跳ねる。あんな虫の中に文字通り飛び込むなんて、かなり剛ごう毅きだな。

　俺おれが目を見開いて見つめたのは、翻ひるがえった蒼そう青せい学がく園えんのスカートの中を見たいわけではなく、蜘く蛛も達の行動を見届ける為ためだ。決して一いち之の江えのパンツを見る為ではない。

　蜘蛛達は周囲に飛び散って……いや、よくよく見ればそれは本当に赤い水みず飛沫しぶきに変化していた。さっきまでは小さいながらも八本の肢あしが確認出来たのに、今はごく普通の丸い雫しずくになって床に飛び散っているのだ。蜘蛛が液状化？　もしくは溶けた？

「どういう事だ？」

　蜘蛛の水みず溜たまりがあった場所に立つ一之江は、悠然とくるりと回転する。その姿は鮮やかなダンスを踊おどっているようでもあり、思わず見み惚とれるところだった。水滴と化した蜘蛛達はそのまま元に戻る事もなく、屋上の至る所に飛び散っている。

「私のロアの方が強いから、噂うわさが本来の姿を取り戻しているだけです。……で、『蜘蛛』、『水飛沫』辺りで何か思い出せたりしませんかね？」

「うーん……あっ！」

『蜘蛛』や『虫』では思い出せなかったが、『赤い水』というものなら思い当たった。去年に運動部の間で話題になった事件だ。

「確か、蛇口から赤い水が流れたかと思うと、そこから蜘蛛が出てきたって噂があったよ。『蜘蛛タンク』とか呼ばれたんだ確か」

　そう、確かテニス部だかバスケ部の男子が水を飲もうとしたら、蛇口から赤い水が流れ、その後蜘蛛がわらわらと出てきて大パニックになった、という話があった。その時俺は『被害者が女子じゃなくて良かったな』とアランとしみじみ呟つぶやいていたものだ。

「なるほど。去年の噂で……なおかつ解決しているもの、と」

　一之江は『きゅっ』と上履きを鳴らして、貯水タンクを見上げる。

「ああ、貯水タンクが完全に古くなっていたから、いっそ取り付け直したんだ」

　だから、今は真新しい貯水タンクになっている。そのため、すぐにその噂は消えた。男子の体にも異常は見られなかった、という報告もあったしな。

「解決し、消えた噂を再び利用する……正まさに『ロア喰ぐい』の『魔術』ですね」

「えっ……？」

　一之江は呟いた瞬間、再び高く跳躍した。その跳躍力は、普通の人間が跳べる距離の軽く三倍か四倍くらいだ。『ロア』の力を使っていない今でも、一之江にはそれくらい朝飯前な能力が備わっているという事だろうか。

　貯水タンクの上に片かた膝ひざをついて着地した彼女は、そのままタンクに手を当てる。

「モンジ、一応見ておきなさい。これが……私のように『人間からロア』になったモノ、『ハーフロア』が使える力です」

「ハーフロアが使える力……」

　おうむ返しでその言葉をなぞっていると、一之江は触れた手を大きく振り上げ……

「えい」

　と、軽く呟つぶやいて、タンクにチョップした。

　ブシャアアアアア!!

　一いち之の江えがチョップした箇所から真下に向けて、パックリと縦に裂けたタンクから大量の水が流れて俺おれに降りかかってきた！

「どわああああ!?　ごぼがぼごぼ」

　俺とその赤い水滴達を同時に洗い流すかのように、水は屋上をあっと言う間に満たすと、そのまま階下に流れていく。俺の体はフェンスにぶつかった事で止まっていたが、赤い雫しずく達は全すべてどこへともなく流れてしまっていた。

　瞬間、灰色の世界が色を取り戻したかのように、学校の喧けん騒そうが耳に響く。

「ごほっ……げほっ、ごほっ！　な、何すんだよ！」

「長い間ロアとして過ごした人間は、このように他人の『ロアの世界』であろうと、一瞬だけならば力を発揮する事が出来るようになります」

「ああ……」

　確かに一之江の跳躍力と、そのチョップの威力は半端ないものだった。だけど、それは俺を水浸しにした方の理由ではないよな。

「そして。『蜘く蛛もタンク』の噂うわさは、よりちゃんとした水と入れ替える事によって消えました。今回も『より大量の水』によって洗い流し、同じ末路を辿たどらせた形になります」

「噂と似たような結末だったら、それは解決になるんだな？」

「その通りです。故ゆえに、『ロア』との戦いは情報戦になるのです」

　情報戦というのも理解する。一之江は僅わずかな情報だけで今回の事件を理解し、そして解決のために動いたのだ。

「凄すごいな、一之江……へっ、へっくしゅん！」

「うわ、水に濡ぬれたからって解わかりやすくくしゃみする人なんているんですね」

「……俺は主人公のロアだからな」

「ああ、納得しました」

　漫画ならお約束。つまり『主人公ならお約束』という意味での照れ隠し、悔し紛れの言葉に上う手まく納得されてしまった。なんとなく余計に悔しくなりつつ。

「しかし『魔女』には私達の事がバレているようですね」

　……今の『蜘蛛タンク』のロアを仕掛けたとされる『魔女』。

　どうやらそいつが俺達を狙ねらっているのは、明らかなようだった。



    

  
    
      

◆第三話：‥“〝魔女喰ぐい”〟のロア　前編





◆2010-05-12T09:30:00　"Tsukigakure City"





　時間は多少前に戻り、一いち之の江えの車で月つき隠がくれ市内を走っている時。

　俺おれは一之江から、この『ロアの世界』についてを掻かい摘つまんで説明して貰もらっていた。

「と、言うわけでした。ではＤフォンを下さい」

「待て。まだ何も話してないだろ」

　一之江との会話は、そんな掴つかみから始まった。

「様式美かな、と思いまして」

「いやいや、そういう様式美とかいいから。わざわざ学校サボってるんだから、ゆっくり時間をかけようぜ」

「面倒なんですよ……」

「心底嫌そうな顔で言うよな、お前！」

「誰だれがお前ですか。『あなた』と呼びますよ」

「夫婦みたいで素敵じゃないか」

「七しち里り詩し穂ほの前で『あなた』って呼んでから、『あ、失礼しました。一いち文もん字じくん』って呼び直しますよ」

「やめろよ!?　確実に誤解されちゃうだろ!?」

　なんて恐ろしい事を言い始めるんだ。そんな事をされてみろ、先輩は『お幸せに～☆』とか言って満面の笑顔で祝福しそうな気がする！　もう完全に脈なしになってしまう！

「って言うか、なんであの先輩の事や、俺が困る事も知ってるんだよ!?」

「転入する前にあらかた調べておきましたからね」

　相変わらずしれっとした態度で言う一之江。そんな彼女の顔を、ついついマジマジと見てしまう。あくまで無表情でマイペース。それがこの少女だ。まるで感情が読めない。

「俺の事をそんなに……？」

「いいえ、七里詩穂と仁に藤とうキリカ辺りです。他ほかにもいますが、メインはその二人で」

　しかし出てきた名前は、俺にとって馴な染じみ深いツートップだった。

　マイエンジェル１号と２号、力の先輩と技のクラスメイトみたいな二人だ。

「どうしてその二人なのか気になるが……」

「それについて、今は語るつもりはありません」

　きっぱり言い切るからには、一いち之の江えは絶対喋しやべらないタイプだろう。きっと話してもいいが面倒、とかその類たぐいに違いない。

「じゃあ、俺おれの事を知ってるのはなんで？」

「七しち里り詩し穂ほに付きまとうストーカー気味な男、と」

「ぐはっ!?」

『ストーカー』の言葉が心臓に突き刺さったような気がした。

「わざわざ部活の時間を合わせてまで一緒に下校しようとしたりするとか……何かこう……アレですよね……」

「やめろよ!?　純情ボーイなんだよ!?」

「ボーイて」

　汚らわしいものでも見るように俺を見る一之江に、俺は純情な男の子代表として、必死に抵抗する！

「なんかこう、もっと正々堂々出来ないもんですかね？　男らしく」

「なんでお前にそこまで言われるわけ!?」

「あなた、キモくてよ」

「優しい奥さんみたいな口調で傷つくような事言うな!?」

　思わず連続ツッコミをしてしまうくらい、本当の一之江はフランクな少女だった。全すべてが淡々とした口調なせいでちょっと面白い。清せい楚そで可か憐れん、病弱なお嬢様というイメージは一瞬で消え去り、食えなくて面白いヤツ、という認識になる。

「まあ、とっとと話して、とっとと下ろして放置しますか」

「こんな遠くまで連れて来て放置されたら泣くよ俺」

「私は色男がびーびー泣く姿も見てみたいのです」

「うわっ、ドＳだな一之江」

「ドＳな人は優しいんですよ。相手の喜ぶ事をしてあげる達人ですからね」

「それ、ドＭな人にとっては、だろ？」

「皆さん喜んでくれますて」

「その自信はどこから出てくるんだ、ほんと」

　しかもかなりの自信家だ。完全に俺に嫌われても気にしないかのように、自分を通し続ける。その姿勢に、俺は好意みたいなものを抱いていた。まあ、殺されそうになったりもしたが、今は普通に（？）接してくれているしな。

「モンジが余計な事を言いまくるせいで話が進みませんね」

「モンジって言うな!?　しかも脱線させてるのお前だよな！」

「はいはい」

「流された!?」

「まあ、そんなモンジのために簡単に色々お話しするとしましょうか」

　コーヒーを一度口に含んでから、ようやく話す気になったらしく、姿勢を正す一いち之の江え。

　俺おれもコーヒーを口に含み、その話を聞けるように体を一之江に向けた。

「都市伝説については、もう色々とご存知かと思います」

「まあ、それなりに。特に昨晩も経験したばかりだしな」

　リアルに『リコちゃん人形』的なものに追いかけられるなんて経験、普通はない。そうでなくても昨日きのう辺りからキリカや先輩とその話題で盛り上がったのだから、都市伝説の概要に関してはもうバッチリと言えた。

「それら都市伝説が実体化したものを、我々は『ロア』と読んでいます。フォークロアなどの語源に使われている、『ロア』の部分です。伝承とか知識とか、概おおむねそんな意味のある言葉です」

「『ロア』……昨日の夜も言ってたっけな」

　ちょくちょく聞く言葉だった。あまり聞き覚えがないものの、覚え易やすい単語でもある。

「ええ。それぞれの『ロア』には、それぞれしか持たないルールがあります。例えば私の『呪言人形メリーズドール』のロアはご存知の通り、相手を追い詰め、最終的に振り向かせ、自分の姿を見せる事で殺害及び復ふく讐しゆうを完遂します。いざとなれば相手の首をへし折ってでも振り向かせて、殺害となるわけです」

　妙に首がムズムズする。俺は手を首に当てて、何度か撫なでた。

「……だけど、首を折って振り向かせるって言うけどさ。それじゃ自分を見せる前に殺せちゃうんじゃないか？」

　我ながら物騒な事を口走っているなあ、と思うが。首を無む理り矢や理り折られれば、普通人は死ぬ。だから、『殺害する為ために振り向かせる』と『振り向かせる為に首を折る』という行為には矛盾が生じてしまう。

「一度『ロア』の持つ都市伝説的なルール、『ロアの世界』に包んだ相手ならば、そのルール以外の行為はあまり影響を与えない可能性が高いのです」

「と言うと？」

「簡単に言えば、私が追いかける対象は、首を跳ねても死なない可能性があります」

「……そうなのか？」

　その『矛盾』すらも、まるで物語の仕掛けのように語る彼女。実際に誰だれかの首を跳ねた事はないようだが、その可能性があるというだけでも凄すごい。

「都市伝説で発生する現象の多くは、論理的、科学的な検証が不可能です。『物語的』な論理が全すべてを支配します。それらの都市伝説が現実のものとなり『ロア』という存在になった瞬間。そのロアが影響する範囲の世界法則はそれぞれの『ロア』の法則となります。それが『ロアの世界』です」

　それも凄すごい話だった。

　つまり、一度その都市伝説的な世界に閉じ込められた者は、その法則を打ち破らない限りは死ぬ事すらままならないのだ。自殺すら許されない都市伝説を完成させるための登場人物になってしまうのだろう。

「故ゆえに、私のように『殺す』系のロアの場合、基本的に殺害します」

「基本的に殺しちゃうのか」

「それはもうさっくりと。それが私のロアですしね」

「そういうものなのか……」

　今こうして自分が生きている事が、本当に奇跡に思える。

　終わり良ければ全すべて良し、というわけでもないが。

「それに、もしも殺さなかったら、噂うわさを流される可能性もありますからね」

「ん？　どんな？」

「『振り向いて、姿を見た。可愛かわいい女の子だった。もえもえ。しかも別に死ななかった』という噂が流れてしまい、その噂が『定説』になった瞬間。私は『ただ追いかけるだけの可愛いもえもえなロア』になってしまいますから」

　そんな都市伝説がいてもいい気がするが、当人にはたまったもんじゃないだろう。

　殺す、殺さないという言葉が倫理的に正しいか間違っているかは今は置いておく。

　そういう『常識』から外れた所にある会話を、今はしているのだから。

「噂に存在を左右される存在なのか『ロア』は？」

「その通りです。従って私のような『ロア』達は、その存在を隠しながら、時折犠牲者を作る事で存在性をアピールし続けなければなりません」

「存在性のアピール……ああ、蒼そう青せい学がく園えんの女子が襲われたけど逃げ延びた、みたいな」

「あれは定期的に、様さま々ざまな学校にいる『三枝さえぐささん』に広めて貰もらっているものです」

「……三枝さんって様々な学校にいるのか？」

　クラス委員で、地味で真面目まじめなメガネっ子の彼女を思い出す。

「はい。彼女らは我々『ロア』に協力してくれている人物達ですから」

『彼女ら』という言葉に驚きが隠せない。つまり、俺おれの知っている三枝さんは、それぞれの学校で都市伝説を広めるためにいるチームの一人みたいなもの、という事になる。

　大人おとなしいメガネっ子委員長だと思っていたのに、まったくもって驚きだ。

「なんか、話がでっかいなぁ」

「古来から日本に限らず、多くの伝承が生まれては改変され、そして消えていきました。日本でも昔話や妖よう怪かい譚たん、怪談話などがいい例です。つまり、それくらい昔から『ロア』という者たちは存在し、社会の裏側でひっそりと過ごしていたのですよ」

「なるほど、妖よう怪かいとか悪魔とか、そういうのはみんな『ロア』かも、ってわけか」

「元々そういう人間以外の存在がいて、それらが『ロア』となったのか。それとも、噂うわさされる事で『ロア』として生まれたのか。どちらが先かは解わかりません。ですが『噂』から生まれ『噂』として生活する存在が確実にこの世界にはいるのです」

「ん……なんとなく解った、と思う」

『ロア』の性質みたいなものが、漠然と理解出来た気がした。

　まず都市伝説みたいな噂うわさ話ばなしがあって。そこから生まれた噂話内でのルールがあり。そのルール上では、彼女らは人知を超えた能力を発揮出来る、という事だな。

「大変だな、『ロア』達も」

「何を他人事のような顔をしているのですか『百物語』の主人公さん」

「……へ？」

「貴方あなたは、『８番目のセカイ』によって『百物語』の主人公に選ばれた、１０１番目の主人公……『ハンドレッドワン』、そう呼ばれる存在なのですよ」

「な、なんか途端に格かつ好こいい名前になったが……え、あれ、どういう意味？」

「貴方もとっくに、『ロア』として片足を突っ込んでいる状態という事です。いずれは私達と同じ『ハーフロア』になるでしょうね」

「ハーフ、ロア……？」

「人間から、ロアになった者です」

　一いち之の江えが自分を示して告げる。無表情な彼女からは、それについてどう思っているのかまでは解らない。だが、それは……。

「人間も、『ロア』になるのか……」

　その事実を突きつけていた。

「そうですね、例えば……『口くち裂さけ女』という都市伝説をご存知ですか？」

「ああ、それなら知ってる。べっこう飴あめとか、ポマードとか嫌いなヤツだろ」

「ええ。大きなマスクをした女性が、子どもに『私綺き麗れい？』と尋ね、『綺麗だよ』と答えると『これでも綺麗かしら！』と、マスクを取る。そこには、耳まで裂けた口があった。というようなお話です」

「うん。なんだっけ、ニュースにまでなったから、色々配慮されて、都市伝説としても語られなくなった、みたいな話だろ？」

　そうやって消えていく『ロア』もあったりするのか、なんて感心していたら、一之江は表情を曇らせて、静かに語り始める。

「ええ。ただ、我々ハーフロアの恐ろしい所はここからです。我々は『世界』の認識が歪ゆがんだ所から発生します」

「……認識の、歪みって言われてもな……」

「綺き麗れいな女性、ここではＡさんと名づけましょうか」

「うん」

「Ａさんが、たまたま大きなマスクをして歩いていたとします。そして、それを見た心ない子どもが、その女性を見て『あ、口くち裂さけ女だ！』と言ったと仮定します」

「それは失礼な話だが、子どもなら……まあ、言い兼ねないよな」

　あくまでフリーダムなのが子ども達だからな。相手に対して失礼な事も平気で言っちゃったりもするだろう。

「はい。それが子ども達の間でだけ広がるならば、大した問題ではありません。ですが……その噂うわさを聞いた学生や大人おとなが『この街には本物の口裂け女がいる』と噂し、そして広め始めたとした場合」

　一いち之の江えの口調はほとんど変わらない。ずっと淡々と、感情を篭こめずに語る。

　それが妙な恐怖心を煽あおり、背筋がブルッと寒くなった。

「やがて、Ａさんを見て『口裂け女』だと言う人が増えていきます。多くの人々から、Ａさんはもう『口裂け女』の体現として認識されたわけです。そしてその結果……Ａさんは『口裂け女のロア』になってしまいます」

「え、ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「待ちましょう」

　今の話には、なんと言うか。致命的に怖い部分が含まれている気がした。

　Ａさんは、元々普通の綺麗な女性だ。それが、たまたま悪ガキの一人に『口裂け女』と呼ばれてしまう。きっとＡさんは「失礼な子だわ、プンプン」と思っただけだろう。

　だが、その子どもが噂を広め、その噂が子ども達だけじゃなくて学生や大人まで広がり。Ａさんを見て、『あ、噂の口裂け女の人だ』と思われるようになった。彼らに悪意があろうとなかろうと。

　――それが当たり前の事実として定着してしまうと、Ａさんは『口裂け女のロア』になってしまい、一之江のように人間ではなく『ハーフロア』になってしまう。

　にわかには信じられないが……

「人の噂が、人間を『ロア』に変える……？」

「この世界は大いに『歪ゆがんだ認識』によって存在しています。人の心は常に不安定である以上、その歪みが正される事はありません。……そういった歪みが世界をより不安定にし、『世界からの認識のズレ』を発生させるのです」

「つまり、……この『世界』がＡさんや一之江を、『そういう都市伝説的な存在である』って認識してしまったせいで……」

「はい。我々は人間でも『ロア』でもない、『ハーフロア』という存在になりました」

　きっぱりと語る一之江の表情は読めない。Ａさんと言う人物は架空だったとしても、一之江は実際ここにいるのだ。いや、もしかしたらそのＡさんのモデルになった『口くち裂さけ女』はいるのかもしれない。なんともおっかない話だ。

「『ロア』の持つ独自のルールがあるため、ある意味私達は人間として、おいそれと死ぬ事はありません。ですが『噂うわさ』が消滅すると自分も消滅してしまうので、定期的になんらかの事件を引き起こす必要があります。そうやって、恐怖対象であったり、風刺対象であるように、人間たちに認識して貰もらわなければならないのです」

「……事件を起こさないと、どうなるんだ？」

「人々の記憶や文献から消えた瞬間、消滅します」

　自分が生き続けるためには、噂になるくらい何かしなければいけない。

　それが、『ロア』という存在。

　一いち之の江えは定期的に誰だれかを殺害しなければ自分が消えてしまうという『ハーフロア』。

　それは……本当に大変な生き方なのではないだろうか？

　そして。

「俺おれも、それになりかけているんだな？」

「ええ。特に『主人公』などの位置に立つ人物はより多くの制約に縛られるはずです。例えば……昨日きのう、私が学校にいる、と言った時にあっさり振り向いてしまっていた場合」

「うん」

　学校を出たばかりの時はちょっと危なかったな、と思い出しながら一之江の話に頷うなずく。

「今回の百物語の主人公は、最初の一話目にしてロアに敗れたのでした。おしまい」

「……おしまい、になるとどうなるんだ？」

「消えますよ、おそらく」

「ひいいっ、マジでか」

「貴方あなたがヤシロさんからＤフォンを受け取った瞬間から、貴方もまたその『ロア』としての運命を受け入れた形となるのです」

　……そんな説明を一切しなかったヤシロちゃんを思い出す。

　彼女にしてみれば、俺がそれで死亡しても死ななくても結果は良かったのかもしれない。むしろ、彼女も『ロア』なのだとすれば……『８番目のセカイ』に接続出来る端末を渡すという事が彼女の存在を維持する術すべなのかもしれない。

「そして、私は『あの百物語の主人公を一瞬で倒すほどの強力なロア』として噂され。しばらくは何もしなくても有名なまま過ごせたのですが、……失敗しました」

「なるほど、成功していれば自分の伝説にインパクトが付くんだな」

「ええ。ちなみに私はそんなインパクトがなくても、『月つき隠がくれのメリーズドールは、既に無数のロアを屠ほふっている』という『噂』がありますので、おいそれと消えませんけどね」

　どこか得意げに聞こえる言葉だった。

「……一いち之の江え、他ほかのロアを食べてるのか？」

「屠ほふるというのはそういう意味ではありません。実際は、悪事を働く『ロア』をもう何匹も退治する仕事をしている、という事です」

「退治……『ロア』を？」

「ええ。ハーフロアは元々が人間なのでそこまで大きな悪事や犯罪はしませんが、純粋に発生した『ロア』は生まれた瞬間に事件を引き起こしますからね」

「ああ、さっきの例で言うと、Ａさんがいなくても『口くち裂さけ女』は生まれるんだな？」

「はい。噂うわさが広まり『いる』と信じられた瞬間に『ロア』として発生します。そして都市伝説をなぞらえた行動を行うのです。また、そうして現れる『ロア』は噂に尾ひれが付いた状態なので……大抵は残虐性や危険性が増していたりしますね」

「うひぃ、なるほど。一之江はそういうのを退治したりしてるのか」

「貴方あなたもいずれしまくりますよ。先程も言いましたように、『ロア』は事件がなければ存在が消えて行きますから。『主人公』は、事件を解決し続けてナンボです」

「そ、そっか……」

　物語の主人公達が鮮やかに事件を解決していくのは爽そう快かいだが。いざ自分がこれから都市伝説なんてモノを相手にしないといけないのを聞くと、げっそりしてしまう。

　昨晩の一之江であんなに大変だったんだ。これからもっと残虐性とか危険性が増したモノの相手をしないといけないっていうのは、軽い絶望だった。

　しかも、そう、確か。

『百物語』の主人公なのだ、俺おれは。つまり、少なくともあと九十九の物語があるはずだ。

「ちなみに、解決し続けなければ多分貴方は消えてしまいます」

「忘れられたら、消滅してしまうからか。人知れず戦っても、なのか？」

「この場合……『世界』へのアピールが重要ですから問題ありません」

　人を『ハーフロア』にしてしまうのも『世界』。そして、『ロア』が生き延びられるか、消えるかを判断するのも『世界』。

　……融通が利いているんだか、利いてないんだか解わからないが『世界』っていうのはどうにも厄介な相手らしい。

「まあ、悪い事をするロアばかりでもないので、退治の見極めは大事ですけどね」

「ん、なるほど。その辺りは適宜臨機応変になんだな」

「これからは貴方にも私の手伝いをして貰もらうか……やっぱり役に立たない雰囲気があるから、Ｄフォンだけ預かってしまい、足を洗わせるかに悩んでいます」

「役に立たない雰囲気って！」

　なんだか一之江は俺を随分と下に見ている気がする。気のせいだろうか？

「本来、主人公というものは知恵や勇気、機転などで窮地を脱するものでしょう？」

「まあ、うん、そうだな」

「ところが、昨日きのうの貴方あなたはどうやって切り抜けましたか？」

　……昨日の俺おれ……



『……さ、さあ、満足したら殺せっ！　だけど、満足してないなら、ええと、もっと抱きしめるからな！』



「うわぁ」

　機転でも知恵でも勇気でもなんでもなかった。

　己の欲望に正直に、おばけ少女を抱きしめた男。それが俺だ。

「……き、切り抜けられた事は確かだろう？」

「いきなり初対面のホラー少女を抱きしめる男に超驚いたので引いただけです」

「デスヨネー……いやいや、ほら、そういう機転も利く男という事で！」

　ここでアピールしておかないと、俺は『脅されたから主人公を辞めたヘタレ』として有名になってしまいかねない。それは流石さすがに男のプライドが許さない。

「はぁ……まあ、いいでしょう。しばらくは夜や霞がすみで行動しなければいけませんし。貴方のヒーロー的な何かの能力も、もしかしたら役立つかもしれませんしね」

「お、そうなんだ？　そういや、さっきから俺の街の『ロア』を警戒しまくっていたけど、夜霞市には何かヤバイものでもいるのか？」

　一いち之の江えは悪いロアをやっつける仕事をしているわけだし。

　わざわざ隣街に移動してからこんな会話をしているのも警戒しているからだろう。

「いますね、さっき言いました『ロア喰ぐい』こと『魔女喰いの魔女』です。その候補者となっているのが、先程話した七しち里り詩し穂ほと、仁に藤とうキリカです」

　……俺のマイエンジェル達が『魔女』？

　思わず鼻で笑い飛ばしそうになった。だって、あんなにいい子達は普通いないだろ。魔女じゃなくて天使って言うなら納得出来るくらいだ。ふざけてんのか？　って話だ。

　だが一之江の目はかなり真剣なままだった。

「候補者ですが『裕福な家庭』で『時代に合った美び貌ぼう』を持ち『才色兼備』でありながら『社交性も高い女性』というのがメイン条件です。他ほかにも交友関係やら性格などで細々と検証した結果……夜や坂さか学がく園えんには二人いたという結果でした」

「……その条件には超ピッタリだな。キリカも確かお金持ちんトコのお嬢さんだし」

「この市内に候補者は十名。たまたま同じ学園に二人いたので私は転校してきました」

「ホッ。二人のうちどちらかってわけじゃないんだな」

「ええ。ですが転校前日に、私の『ロア発動』を回避した男がいました。通常の人間ではそれは普通不可能である為ため、その男を『魔女の手下』か、或あるいは『利用されている者』と判断しました。故ゆえに仕留めるつもりで貴方あなたを襲ったという事です。もっとも、あれだけ貴方は怖がっていたので、その疑いは晴れましたが」

「それはどーも」

「いえいえ、感謝しまくってもいいのですよ」

　なんにせよ俺おれの疑いはこうして晴れたわけだが、同時におっかない問題も生じていた。

『ロア喰ぐい』と呼ばれる魔女。それが一いち之の江えのターゲットであり。

　そして、俺にとっても重要な『敵』となるようだった。
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　そしてその日の放課後。俺と一之江は一緒に坂を下って下校していた。

　さっき虫に襲われたのもあったせいか、まだ『敵』に見張られているんじゃないかと思ってしまい、ついつい緊張する。

　ついでに言うと、『一之江と下校』というのも緊張していた。

　美少女と下校というシチュエーション。一之江は、愛想こそ悪いものの面白い奴やつだし、黙っていれば素晴らしい美少女でもある。これが楽しまずにいられるか、という気持ちだった。だが、一緒にいるのはあくまで『ロア喰い』調査が目的だ。

「それでは『ロア喰い』探しに早速協力して貰もらいます。Ｄフォンはありますか？」

　ヤシロちゃんに貰ったＤフォンを見せると、一之江は頷うなずく。

「Ｄフォンは『８番目のセカイ』に接続するための端末です」

「ふむふむ。なんか聞いた気がするな、それも」

「新しい『ロア』が生まれたり、新しくハーフロアになったりした人がいた場合、『ロアの世界』の案内人、入り口を開く人物として『社やしろ』が現れる……そういう物語が彼女の『ロア』となっています。故に、ヤシロさんも『ロア』なのですよ」

「『世界』を神様に見立てた、神社みたいな役割なんだな、あの子」

　だから『社』なんだな、と納得する。

「なので、ほとんどのロア、ハーフロア、そしてこの世界に関かかわる人間がこのＤフォンを持っています。Ｄフォン同士なら通話やメールが無料、というのも特徴です」

「へええ、便利だな」

　都市伝説とメアド交換！　とか出来ちゃうのか。凄すごいなあ、Ｄフォン。

「時代と共に進化するそうです。昔は出せば必ず飛ぶ矢文、とかだったらしいですよ」

「その時代からあるんだ!?」

　それっていきなりどこからともなく矢が飛んでくる、という恐ろしいシステムだったんだろうか。避けられないロアはそれで一発アウト、みたいな。

「そろそろ画面にタッチするタイプになってくれませんかね」

　時代に合わせて進化するのなら、やっぱり将来はそっちになるのかもしれないな。もしくは、小さいパソコン方面になるとか。そうなればかなりお洒落しやれ度が増す。

「で、このＤフォンの機能のひとつに、『コードの読み取り』機能があります」

「コード……捨てられた人形にカメラを向けたら、何かを読み取った時のアレか？」

「え、どこでですか？」

「ヤシロちゃんにこれを渡された時。そこに人形があるから、って」

　人形があった辺りは、確か校門だったな。その辺りを指差して示す。

　一いち之の江えは何か考え込むような顔で、唇に手を当てていた。

「……どうかしたか？」

「ヤシロさんが誰だれかにわざわざ干渉して、しかも最初に私に接続させた……？」

　それから、マジマジと俺おれの顔を見上げてくる。せっかくだから見返すと、一之江がやっぱり凄すごい美少女なのがよく解わかった。まつげは長いし、髪は綺き麗れいだし、肌は透き通っているし、頬ほおは柔らかそうだし、鼻は小さいし、唇はピンク色で……。見ているだけで思わず抱きしめたくなるくらいに愛らしいのは確かだ。体が小柄で、スタイルが平へい坦たんな事すら美しさのポイントに思える。

「このムッツリスケベにはやっぱり何かあるのでしょうか」

「誰がムッツリスケベだ!?」

「オープンエロリスト、と呼ばれるのとどっちがよろしいですか？」

「……オープンエロリストって嫌な言葉だな」

「性に対して大変フルオープンである。そういう意味です。それはもう、歩けば裸になりたがるかのような」

「それはただの変態だろ！」

「さあ、多少は誰でもそうである、ムッツリスケベがいいのか。それとも、オープンエロリストがいいのか」

「………………ムッツリスケベでいいです………………」

「最初からそう言って下さい、全く」

　この屈服した気分。一之江はやっぱり真性のドＳだった。

「で、コードについて話しますよ」

「っとと、すまん。頼む」

「コードとは、『因果』の事です。因果っていうのは簡単に言うと、出来事と出来事の結びつき、つまり『縁えん』みたいなものです」

　バーコードみたいなものをイメージしていたが、どうやら『線』の意味で繋つなぐ『コード』という意味もあるようだ。

「『縁』があればそれを繋ぐって意味なのか？」

「ええ。モンジと因果関係にある『ロア』的な事象。つまり、貴方あなたの百物語のひとつかもしれない『縁』を読み取る事で、そのＤフォンは貴方とロアを引き寄せます」

「……ふむ？」

　ちょっと入り組んだ会話だったので、まだ理解が追いつかない。

　そんな俺おれを察したのか、一いち之の江えは一瞬考えてから言葉を選んでくれる。

「『棒』と『犬』をコードとして同時に読み取る事が出来たとしたら。貴方の前で犬が歩いて棒に当たるわけです」

　つまりその棒と犬が、俺の前で『当たる』。

　そういう因果で繋がっていたという意味なのか。

「基本的に『縁』が合っても結ばれないのがこの世の常でしょう？　Ｄフォンは、その『縁』をコードを読み取る事で結んでくれるのですよ」

「縁が合っても結ばれないっていうのも、切ない話だな」

「だから、縁結びのお守りが売っていたりするのでしょうね」

　縁結びの意味に納得しつつ。

　コードを読み取れば俺と関かかわりのある『ロア』と自動的に結びつけてくれるのだとしたら、とても楽だな。多くの物語の主人公が『巻き込まれ型』であるのに対して、コードになる物を探しまくることで、俺は能動的にその『事件』を引き寄せたり出来るらしい。

　何か動いていないと嫌な性分だから、はっきり言って助かった。

　今後はそういう、『百物語』になりそうなコードを探せばいいんだな。

「しかし、コード探しかあ……」

　適当に周囲を見ても、反応するものは特にない。『ロア』的で『俺に因果がある物』でなければいけないわけだから、ほいほいとその辺にありまくっても困るっちゃ困る。

「ゲームみたいにその場所だけ光ってる、とかだとありがたいんだけどな」

「そこまでシステマチックなゲームになると、簡単過ぎるかもしれませんよ」

「一之江は、ゲームはシビアな方が好きなタイプか」

「無敵コマンドとか大好きです」

「まるでシビアじゃないな!?」

「中身のやり取りやストーリーを楽しむタイプなんですよ」

「名作っていうのはその辺りも素敵だもんな」

「それに、ゲームはシビアで大変なのに、無敵で進むあの優越感ったらたまらないじゃないですか。こう、ボスを雑ざ魚このように嬲なぶり殺すみたいな」

「一いち之の江えは本当にドＳですね」

「ありがとうございます」

「褒ほめ言葉じゃないよ!?」

「いずれ貴方あなたも好きになりますて。責められるの」

「……一之江が断言すると本気でそうなりそうで嫌だな」

「ふふふ……」

「ひぃ」

「ま、ゲームトークはこのくらいにして。貴方のコードを探してみましょうか」

　一之江は一度腕を組むと、俺おれの顔を見上げた。

「女の子のロアの方がいいですかね、やっぱり？」

「そりゃむさい男よりは嬉うれしいが……俺の手伝いでいいのか？」

「ええ。コード探しに大変向いている『主人公』ですからね。色々なロアに関かかわって行くうちに『ロア喰ぐい』とも遭遇するでしょうし」

「確かに……ちなみに一之江のロアだと、コードってどれくらい見つかるんだ？」

　俺が『百物語の主人公』だから、残り九十九個と巡り遭あう可能性が高いというのは解わかる。しかし、普通にハーフロアである一之江はどんなもんなんだろう。

「超毎日街まち中じゆうを調べて、良くて一週間に一個、悪ければずっと見つかりませんね」

「……そんなにレアなのか」

「若者の人形離れが目立ちますからね」

「車やお酒に続いて、由ゆ々ゆしき問題だな……」

「オタクの方がフィギュア離れとかしないでくれると助かりますね」

「フィギュアに追いかけられたら喜んじゃいそうだな、あいつら」

　メリーたん来たー！　とか大盛り上がりしそうな気がする。

　俺の中での彼らの認識は、幻想に対してとことん強いというイメージだ。

「慎重に襲わないといけませんね。いきなり抱きつかれしますし」

「その節はほんとにすみませんでした」

　一之江がアレをとことん根に持っているのだけは解った。

　しかし、そう考えると俺は確かに『特別』なのかもしれないな。

『主人公補正』というのは便利である、と身を持って知りつつ。

「さて、調べるとしましょう。……夜や坂さか学がく園えんに『花はな子こさん』の噂うわさはないんですか？」

「『花子さん』？　あぁ、学校の怪談話の。えーと……中学時代はあったな」

「どこですか、その中学は」

「俺ん家ちとこの学校の中間だな」

「ではそちらに向かいましょう」

　俺おれに「先に歩け」とばかりに指で道を示す一いち之の江え。促されるまま、ここからも徒歩でそんなに遠くない距離にある中学に向かって歩き始める。

「『花はな子こさん』の噂うわさはどこの街にもひとつは必ずあるものですからね。しかも定番なのでかなり強いロアだったりします」

「かなり強いのに大丈夫なのか？」

「まあ私もサポートしますし。死んだら死んだで貴方あなたの物語が終わりなだけです」

「一之江って本当に……冷たいよな」

「そんな事はありません。クラスメイトの皆さんやキリカさんなどには大変優しいです」

「俺限定だったりしますか」

「特別扱いです、嬉うれしいでしょう？」

「わ、わーい……とほほ」

　とりあえず喜んでみせたものの、困った気分なのは変わらなかった。

　定番のロアだと強い、というのは解わからなくもない。『認知度』みたいなものが彼女らのバロメーターなのだとしたら、有名であれば有名であるほど、なんというか強かったり怖かったりするのだろう。

　そう考えると……『ロア喰ぐい』の怖さも改めて認識出来る気がする。

　なんせ、その噂は『魔女』だ。

　どんな小さな子でも、どんな老人でも、どの国でも、共通して『怖い女性の代名詞』。そんなものを倒すなんて一之江だけで出来るのだろうか？　俺の横を無表情で歩く小柄な体からは、彼女が強い事なんて想像出来ない。見た目だけなら本当に、豪華な和風のお屋敷で生いけ花ばなをしている姿の方が様になるのだ。

「どうかしましたか？　惚ほれましたか？」

「惚ほれ惚ぼれする外見なのは確かだよな」

「性格はもっと素敵ですからね」

「凄すごい自信だよなあ、ほんと」

　ついつい苦笑いを浮かべてしまうほど、彼女は自信満々だった。

　多分、そういった強敵と渡り合える自信もあるのだろう。

　その落ち着きが今はとても安心出来た。
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「ちわーっス！」

　俺おれがかつて卒業した市し立りつ十じゆう二にの宮みや中ちゆう学がつ校こうに着くと、校門の前に懐かしい教師がいた。

「おや、久しぶりだね、一いち文もん字じ君」

「四条先生も元気そうで何よりっス！」

　三年生の時に担任であり、陸上部の顧問でもあった四条先生だった。細身で背の高い先生で、甘いマスクのおかげで女子たちにも大人気である。今はスーツ姿のまま、外周を走る部員を見守っているようだ。

「今日は部活を見に来てくれたのかな？」

「久しぶりに寄ったからＯＢとして見て行こうかな、って感じで」

「なるほど。そちらのお嬢さんは？」

「初めまして、一いち之の江え瑞みず江えと申します。本日は私が一文字さんにお願いし、是非彼が卒業した中学校を見てみたい、と申し出た形です」

　一之江がびっくりするくらい丁寧に先生にお願いしていた。先生も流石さすがに驚いたらしく、彼女を見てから俺の方を見つめる。その視線から、「こんな素敵なお嬢様をどうやって？」という心が伝わってきた。

「なるほど。そういう事ならちゃんとお客さんとして招かせて貰もらいます。僕は四条、彼が三年生の時に担任と、部活の顧問をしていた者です」

「ご丁寧にありがとうございます、四条先生」

　四条先生はどうやら『色恋方面』に勘違いしてくれたらしく、俺に一度頷うなずく。そして近場にいる陸上部の生徒に自分が席を外す事を伝えると、そのまま俺たちを事務室の方に案内してくれた。

「しかし、一文字君は昔から可愛かわいい子が好きだったけど……本当に可愛い子を連れて歩いているのは珍しいね」

　校門を通り過ぎて、事務室まで続く中庭を歩きながら先生はそんな話をしてしまう。

「一文字君は大変モテると友人に聞きましたが……」

　一之江は余よ所そ行いきの性格っぽくなって、お淑しとやかに微笑ほほえんでいる。誰だれだこれ。

「みんなにいい顔をして、結局みんなと友達で終わっちゃうタイプでね」

「ふふっ……そうなのですね」

「うん。だから一之江さんみたいに一緒に歩く女子がいると、元担任として安心してしまうよ。一文字君を宜よろしくね、一之江さん」

「……微力ですが、頑張ろうと思いました」

「そういう話は出来れば本人がいない時にお願いしたいのですが」

　俺の前を仲良く歩く二人に言うと、先生は朗ほがらかに。一之江は何か含んだ意地悪な笑みでクスクスと笑っていた。

　くそ、それにしても一いち之の江えの清せい楚そなお嬢様ごっこ上う手まいな。いや、元々はそっち系で、あの毒舌面白娘は俺おれに合わせてくれているのだろうか。いやいや、それだったら清楚タイプの方が嬉うれしいから、あっちが地のはずだ。

　……女の子というのは神秘な存在だなあ、としみじみ思った。

「はい、これがお客様用の入校証と、スリッパだよ」

「ありがとうございます」

「それじゃあ僕は校門か、グラウンドにいるから」

「簡単に、彼女に校内を案内してから練習を見に行きます」

「うん、了解。また後でね」

　俺に目配せをしてくれた後、一之江にはお辞儀をして先生は立ち去っていく。

　そんな色男な背中を見ながら、一之江は呟つぶやいた。

「いい先生じゃないですか」

「ルールに厳しい所はあるけれど、すっげえ理解力のある先生だったからな」

「そういう教師に恵まれたからこそ、今の貴方あなたがいるのですね」

「……そっか、そう考えると俺の運はその頃ころから強いんだな」

　そう思えば、今までの出会いや経験が、全すべて幸運だったように思える。

　なんとなく照れ臭さも感じ、立ち去る先生の背中に気付かれないよう頭を下げた。

「ふふっ」

「な、なんだよう」

「いえ。それでは早速校内を案内して下さいね、一いち文もん字じさん」

「その呼び方に、たった一日で違和感が湧わくくらいには一之江と親しくなった気がした」

「ですね。ではモンジ、とっとと『花はな子こさんのいるトイレ』に案内して下さい」

「へい、了解」

　確か、部室棟の女子トイレだった気がする。俺も部活見学に来たのだから、それなら話も通る場所だ。

　俺は名門のお金持ち学校である蒼そう青せい学がく園えんの制服を着ているお嬢様を、まずトイレに案内するという、不思議な案内から中学校見物を始めるのだった。
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　さて、俺の出身校である『市し立りつ十じゆう二にの宮みや中ちゆう学がつ校こう』に伝わる『花子さん』の噂うわさを簡単に説明だ。

「部室棟ってのは、取り壊されない事が決まった旧校舎なんだよ」

「ああ、つまり昔からある校舎だから、そこのトイレに『花はな子こさん』がいるってケースですね。よくあるベタな話なのでバッチリです。戦前からある建物って噂うわさはありますか？」

「正まさにそういう噂のある建物だな」

「戦時中に子どもが神かくしに遭あったとかも？」

「正にそういう噂もある建物だな」

「ベタベタですね。バッチリです」

　つまりそういう話だった。

　やはり、古い建物に着く噂なんて津々浦々あまり変化がないのかもしれない。

　ウチの中学ではそれなりにみんなが怖がり、女子達はそのトイレをまるで使わなくなるくらいだった。なのに、全国規模になるとベタになるというのはなんだか切ない。

「ベタであればあるだけ、その能力も強いのですよ」

「……そっか、有名な方がいいんだもんな、ロア達っていうのは」

「はい。なので、まあ気をつけて下さい」

　一いち之の江えが俺おれを心配してくれるという事が、既にその危険さを示している。

　俺は必死になって『花子さんに遭った時の対処方法』を思い出していた。確か花子さんの質問に、何か上う手まく返事すれば大丈夫とかそんなのがあったはずだ。

　ちなみに我が母校『花子さん』は、失敗すると便器に引き込まれるというタイプだったので、慎重に返事しないとなんとも臭い話になってしまう。

　そんなわけで、校舎から少し離れた場所にある旧校舎、部室棟に辿たどり着いた俺たちだった。いかにも何かいそうな雰囲気が、色あせた木造建築から感じられる。

「雰囲気もバッチリですね」

　辺りの木々がざわめいて、俺たちの侵入を歓迎しているかのようだった。

　当時はあんまり怖くなかったが……おばけは本当にいる、というのを一之江に思い知らされたせいで、ブルッと震えてしまう。

　そんな俺を気にした様子もなく、一之江は大きく開け放たれた入り口から中に入り込み、俺は慌ててその背中を追いかけた。

　中は懐かしいカビ臭さに包まれ、裸電球の頼りない明かりに照らされていた。

　歩けば「ぎし……ぎし……」と軋きしんだ音が響くし、壁や天井にある謎なぞの染みは人の顔のように見えなくもない。よく中学時代の三年間、俺はこんな怖い所に通っていたものだ。

「目的のトイレの位置は？」

「階段を上がってすぐの所だよ。『花子さん』の噂があったから、ほとんどの女子が使ってないんでかなり寂れているかも」

「なるほど」

　一之江はそんな怖い雰囲気など意に介した様子もなく、本当にいつもの調子でスタスタと歩いて階段を上ってしまう。俺おれも慣れればああなるのだろうか。それとも、一いち之の江えは最初からそういうのを怖がらない女の子だったのだろうか。

　一之江が怖がる姿というのがまるで想像出来ない俺は、慌てて小さな背中を追いかけた。

　そして、部室棟の二階に辿たどり着いた時、女子のワイワイとした声が聞こえてくる。

「ん？」

　見れば、体操着姿の女子生徒が三人ほど、『花はな子こさん』のトイレから出て来た。

「あれ？」

　俺が変な声を出すのと、一之江が俺を睨にらむのはほぼ同時だった。

「あ、モンジ先輩、お久しぶりーっス」

　しかも、俺が知ってる陸上部の後輩達だった。

　返事をしてくれた女の子以外の二人も、ぺこりと会え釈しやくしてくれる。

「おう、お久しぶり。部活の様子見に来たぜ」

「今、一年にいいのが揃そろってるから、バリバリ鍛えちゃって下さいっス！」

「お、マジでか。ちょっと部室寄ってからすぐ行くよ」

「はーい、お待ちしてるっスよー！」

　サイドポニーテールの髪形の子が一番ニコニコと俺に手を振ってくれて、後の二人も嬉うれしそうにお辞儀してくれた。

　っとと、そうだ。せっかくだから尋ねてみよう。

「あ、そうだ。今、『花子さん』のトイレから出て来なかったか？」

「ほい？　『花子さん』？」

　ポニーっ子が他ほかの二人を見て首を傾かしげている。二人もよく解わからない、と首を振った。

　……あれ？　この子らって『花子さん』を知らないのか？

「そのトイレって先輩の代では『花子さん』いたっスか？」

「いや、まあ……そうだったんだ。悪いな、気にしないでくれ。部活頑張れよ」

「了解っス！　それではではー！」

　可愛かわいらしく敬礼をして、ポニーっ子達はパタパタと走り去って行った。

　愛らしい後輩たちに俺の頬ほおも緩み、階段を下りて行く彼女らに手を振って見送る。

「大人気ですね、モンジ先輩」

「いやあ、それほどでも」

「で、女子が誰だれも使ってないってのは嘘うそですか、モンジ先輩」

「うぐっ……俺らの時は使ってなかったんだけどなあ」

　年月が過ぎて、『花子さん、恐れるに足らず！』とかなり、噂うわさが廃れたのだろうか？

「まあ、元々男子はあんまり関係ない噂だったからな。女子達が噂に飽きたら、気にされなくなっちゃうものかもしれない」

「場所が女子トイレですしね。先輩が一緒に入って確かめてあげるよう、でへへ、とか言わなかったのですか？」

「でへへ、とかは言ってないし、別に女子トイレに入りたいわけでは……」

　……まあ、何か神聖なイメージもあるっちゃあるので、気になる場所である。男子禁制の場所。生涯に入る可能性なんてほとんどない聖域だ。

「入ったらヘンタイですしね。でも入りたかったんでしょう？」

「人をヘンタイ扱いするっていうのはどうなんだね」

「自分を殺しに来たおばけをいきなり抱きしめるヘンタイですからね」

「いや、だって、あれはほら」

「入りますよ、ヘンタイさん」

「……はい、すみませんでした」

　この事はきっと、俺おれが彼女と関かかわり続ける限り言われるのだろうか。

　まあ……あの柔らかい感触は確かにいい気分だった。

　あれの代償として受け入れるしかないかと納得していると、先にトイレに入った一いち之の江えが出て来て、手招きをしてくれた。どうやら中には誰だれもいないようだな。

　俺はそこにあった『清掃中』の看板をかけてから入る。これでバッチリだろう。

　初めて入った女子トイレは、かなり清潔さが保たれていた。

　個室だらけのトイレを見たのは初めてなので、物珍しい気持ちになる。

「さて……Ｄフォンを取り出して下さい」

「っと、そうだった」

　ここにはコード探しに来たのだ。

　乙女のみが立ち入る事を許される神聖な場所については頭から外そう。

「熱くなったり、赤く光ったりはしていませんか？」

　そういえば、一之江と初めて会った時は思いっきり熱くなったっけ。

　しかし、取り出したＤフォンは特に熱くもなければ発光もしていなかった。

「特になんともないな」

「おや。少なくとも貴方あなたに危険はないという事ですね」

「危険を感知すると熱くなったりするのか？」

「ええ。相手が持ち主に危害を与えるつもり満々だったり、そのロアとして取り込もうとして、なんらかの力を発生させていると熱くなります」

　なるほど、Ｄフォンにはロアが危険かどうかも察知してくれる機能があるのか。

　本当に肌身離さず持ち歩かないといけないな、と思いつつ……

「って事はあの朝、一之江は俺を……」

「本気で殺すつもりでしたからね」

「ひぃぃぃ」

　あの熱さといい、あの光り具合といい。一いち之の江えが超本気だったのが解わかった俺おれだった。

「あの時は貴方あなたが『ロア喰ぐい』の手先である可能性もあったので、脅しも兼ねました」

「そっか、その前の晩に電話に出なかったのも、警戒されていたから、みたいな？」

「そう思いましたね。こっちとの戦いに慣れている『主人公』であった場合、私は全力で殺そうとしないといけません。物語が、取り込まれる前に」

　……『主人公』という存在は、百戦錬磨っぽい雰囲気のある一之江にそこまで言わせるほどの要注意人物という事なのか。自分の事ではあるものの、そういう事実を実感すればするほど、自分から遠い存在に思えてしまう。

「しかし……」

『コード探し』もまた『主人公』の特権なわけだ。

　取り出したＤフォンをカメラモードにして、探索開始。

　しかし、トイレ内を適当に探してみても特になんの反応も示さないようで。

「中学生の女子トイレを携帯のカメラで撮影する人が隣にいるというのは、なんと言うか凄すごく微妙な気分になりますね」

「仕方ないだろ!?」

　言われた瞬間、凄い申し訳ない気持ちになった。

「まあ、モンジ弄いじりはこのくらいにして。本当に何もコードはありませんか？」

「うん、この辺りには」

「問題の花はな子こさんが出るトイレってのはどこですか？」

「確か、一番奥の個室だったはず」

「んじゃ開けますよ」

　心の準備も何もあったものではない。一之江は容赦なくその個室のドアを開けた。

「そして、女子トイレの個室を撮影する男」

「だから仕方ないだろう!?」

　さらに俺を弄いじるのを忘れなかった。

　しかし、やっぱりＤフォンはウンともスンとも言わない。

「……特になんの反応もないなあ」

「おや、本当ですか？　……ふむ」

　一之江は多少驚いたような表情を見せてから、すぐにいつもの思案顔になった。

　考えている時、唇に指を当てるのは癖なのだろう。

　なんだかいつの間にか一之江の癖もいくつか解るようになっていた。

「因果……『旧校舎』という点すらクリアしている珍しいほどベタベタな場所なのに、何も反応はなかったのですね？」

「うむ、前は人形に向けた瞬間に『ピロリロリーン』と鳴ったんだが」

「……別の場所の可能性は？」

「ないはずだけど、探してみるか？」

「噂うわさが別の場所になった、という可能性があればですが……しかし、旧校舎で、古くから言われている場所ともなると、そんな事あるのでしょうか……うーん」

　一人で考え込んでいる一いち之の江えに、上う手まいアドバイスも浮かばない。この辺りはロアについての知識量が重要になるはずだから仕方ないとはいえ。まだ一之江の役に立てないっていうのが少し悔しい。

「念のため、別のトイレも探してみるか？」

「……そうですね、そうしてみましょう」

　浮かない顔、というよりは何か様さま々ざまな可能性を一生懸命考えているような、そんなシリアスな横顔を見ていると。

　俺おれも早くその相談に乗れるレベルになりたいと思う。

　俺が先にトイレから出たところで、四条先生と鉢合わせた。幸い、もう出た後だったから怪しい目で見られる事はなかったのだが、タイミングがずれていたら危なかった。

「おや、トイレを案内していたのかい？」

「ええ、一之江はちょっとオカルトに興味があるんで」

「オカルト？　へえ、確かに綺き麗れいなお嬢さんだからちょっと似合う趣味だね」

　先生の受け答えはそつがないな、と思わず笑ってしまいつつ。

「だからこのトイレに案内したんスよ」

「ふむ……？　このトイレには何かあったかな？」

　…………え？

「いや、ほら。俺らの時代に『花はな子こさん』の騒動があったじゃないっスか」

「『花子さん』……？　そういう噂うわさ話ばなしが生徒の間であった、という事かい？」

　俺は先生の言葉に絶句してしまう。

　先生と俺がこの学校で一緒に過ごしていた頃ころ。女子達が本気で怖がったせいで先生はちゃんと対策を取ったり、注意を呼びかけてくれたりと頑張ってくれたのだ。

　あれはちょっとしたイベントのように盛り上がった出来事で、例えば夏休みの合宿の際などはみんなで部室棟の見回りをしたくらいなのだ。勿もち論ろん、先生も参加して。

　だから……忘れているなんて事はないはずなのだが……

「どうかしましたか？」

　一之江が手をハンカチで拭ふきながらトイレから出てくる。

「いや、ほら、一之江……」

　なんて言えばいいか解わからず、俺はしどろもどろになってしまう。

「ああ、はい。この学校にも『花はな子こさん』の噂うわさなどがあると一いち文もん字じ君にお聞きしたんで、連れてきて頂いたんです。私は趣味で民俗学を少々かじっていますので」

「ああ、そういう事でしたか。なら、この学校に詳しい先生にお取り次ぎしましょうか」

「まあ、本当ですか！　はい、是非宜よろしくお願いしますっ」

　一いち之の江えはスーパー清せい楚そお嬢様モードで、手を胸の前で合わせてたおやかに微笑ほほえむという演技を見事にしていた。いや、こっちの方が充分オカルトに思えてしまうんだが。しかし、民俗学ってそういう学問なんだな。

「それじゃあ、図書室に行こうか」

「あ、はいっス」

「宜しくお願いいたします」

　四条先生の案内に一之江が丁寧にお辞儀してから付いていく。

　しかし……先生が忘れている、という事がいまいち信じられない。あんなに一緒になって、しかも親身に相談に乗ってくれていたのだ。それなのに。

「……なんか、気持ち悪いな」

　胸の中に広がるもやもやとしたものに、眩暈めまいに似た気分を味わう。



　その後、一之江と一緒に図書委員顧問である初老の先生の話を聞いた。

　その先生は、戦時中やその頃ころの歴史について詳しく教えてくれたのだが――

　何な故ぜか、当時から噂だったはずの『花子さん』の事は全く覚えていないようだった。





◆2010-05-12T19:00:00　"Hayate's Room"





　一之江と別れた後、俺おれは自室のベッドの上でＤフォンを眺めていた。

『貴方あなたがすっかり勘違いしているのでなければ、Ｄフォンが壊れてるのかもですね』

　と疑われたりもした。もし壊れているのだとしたら、初期不良だ。

　ヤシロちゃん、交換とかは請け負っているのだろうか？

「うーむ」

　こうして眺めている分にはまるで壊れた様子はない。時計も表示されるし、カメラ機能だってバッチリ動く。天井を携帯越しに眺めつつ、俺が唸うなっているとドアから声がした。

「兄さん、夕飯ですよ」

「おっと、すまない」

　従姉妹いとこの理り亜あがわざわざドアの前まで来て、呼んでくれた。

　そう言えば、こいつは十じゆう二にの宮みや中ちゆう学がくに通っているんだっけ。ちょっと聞いてみよう。

「そうだ理り亜あ？」

「はい、なんですか兄さん？」

　返事を受けて立ち去ろうとした理亜を呼び止め、ドア越しに会話を続けた。

「『花はな子こさん』の噂うわさって知ってるか？」

「花子さん……？」

「うん、ほら、学校の怪談でよく聞くアレ」

「はい。そちらなら聞いた事ありますよ。小学校のトイレなどによく出るとか」

「あれれ？」

　理亜は十二宮の『花子さん』を知らないのだろうか？

「理亜が通ってる中学にも、その噂があったんだが」

「え、そうなのですか？　……二年間通っていますが、聞いた事はありませんね……」

　その口調からして、本当に何も知らないようだ。俺おれが通わなくなってからまだ一年しか経過していないが、その隙すきにいきなり噂が廃れてしまったのだろうか？

「それがどうかしましたか、兄さん？」

「ちょっと最近、民俗学に興味があっただけなんだ。あんがとな」

「兄さんが、民俗学？　どんな学問なのかご存知なのですか？」

「あ、いや……こう、都市伝説とかを調べる、みたいな」

　一いち之の江えを真ま似ねしてみたのだが、付け焼刃の知識はすぐに見抜かれてしまう。

「……まあ、納得しました。すぐに下りて来て下さいね、ご飯冷めてしまいます」

「あいよ」

　理亜は深く追求しないでくれた。

　彼女がドアの前から去っていく気配を感じつつ、頭をひねる。

『花子さん』の噂なんて有名なもの、そんなに簡単に忘れるものだろうか？
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　家族で夕飯を取った後、俺は早速インターネットで『花子さん』を検索してみた。

　大量に検索はヒットするし、かなり詳しい情報もいっぱい見つかる。

　書籍も映画もあったりするくらいだから、日本でもかなりメジャーな都市伝説と言える。

　それと似たような噂があった俺の出身校から、その噂が消えている……

　これはどういう事なんだろうな？

「ふぁ……まあいいか。明日あした一いち之の江えと相談してみよう」

　俺おれはベッドに寝転がりながら、Ｄフォンをカチカチと弄いじった。

　このＤフォンだが、何なに気げに『８番目のセカイ』のサイトには繋つながらないのだ。

　もしかしたら、本当に初期不良品か何かなのかもしれない。

　その辺りも一之江に相談出来ればいいなあ。

「あの時は、『人形』を読み取ったから……一之江に繋がったんだよな」

　俺とあいつにはそういう『因果』と呼ばれる縁えんがあったという事なのだろう。

　そう考えれば、『花はな子こさん』と俺は縁がなかったって事かもしれない。

　それならそれで、別のコードを探すって流れになるのかもしれないな。

「ああ、ここに記録されるのか」

　データフォルダを見てみると、そこにはあの時撮った人形の写真があった。

　校門にひっそりと佇たたずむ、寂しそうな人形の姿。

「これが一之江とはなあ……」

　正確には、一之江のロア『メリーズドール』の『コード』だが。

　なんの気なしに、そのデータを読み込んでみる。

　と、その時。



　ピロリロリーン♪



　Ｄフォンから軽快な音が鳴った瞬間。

　俺は背後から恐ろしく冷たい気配を感じた。

　直後、Ｄフォンが熱くなり、赤く明滅を開始する！

「こ、これはもしかして！」

「……ふぅ」

　その溜ため息いきを耳のすぐ後ろから聞いた時、ゾクッと背筋が凍り付いた。

「……もしもし私よ。今、貴方あなたの後ろにいるの……」

「え、あ、あれ？　あ、も、もしかして……」

　このＤフォンの機能がなんとなく解わかった瞬間だった。

「そのＤフォンは『百物語』の主人公用の特別仕様のようですね。貴方はそうやって、攻略した都市伝説のデータを呼び出し、私達ロアを召喚出来るのかもしれません」

「す、凄すごいな！　俺、悪魔召喚士みたいだな！」

「ええ、そうですね……」

　携帯はめちゃめちゃ熱いままで、赤い光は今にも『お前、殺されるぞ！』と警告しまくってくれているかのように光り輝いている。

「しかも我々は、自分の意志に関係なく、無む理り矢や理り呼び出されるみたいですね……」

　地獄の底から響くような、イライラした声が背後から聞こえる。

「え、えーと……怒ってらっしゃいます？」

「ベッドで、うとうと幸せ気分でいる時に呼び出されて、マジで殺したい気分満々なんで、是非振り向いて、私を見てくれませんか？」

「振り向いて、姿を確認するまでが、一之江メリーズドールのロアだから、ですね」

「ええ、スイッチみたいなものです。『振り向いて確認』したら絶対殺害出来ます。ですが、その行動をしなければ、こうやって後ろにいるままです」

　絶対殺害ときました。

　なんとかして命を繋つながなくては、俺おれの人生はここで終わってしまう！

「……いつまでですか」

「こういうのは大抵、朝までと決まっています。なので、貴方あなたを殺さないと私は家のベッドでぬくぬく眠れないわけです。なので殺す」

「丁寧語がいきなり断定になった!?」

「殺す」

「二度も!?」

　寝る直前の一いち之の江えはかなり危険人物のようだった。

「いやいや、い、一之江様、お気を確かに！」

「知らなかったんだから仕方ないと思いますが、知らなかったんだからこそ、二度とやらないように躾しつけるのって大事だと思いませんか？」

「き、きっと二度とやらないと思いますよ」

「でも何かの間違いで二度目があるかもしれない場合、その可能性が残っているのならやっぱり殺すべきじゃないでしょうか」

「い、命は地球よりも重いんですぞ！」

「私の睡眠もそれだけ重いのです」

「地球規模の自信満々さですね!?」

「何か？」

「いえ、重いと思います。重いですとも！」

　常に背後を取られているというのは、本当に怖い。

　後ろを確認したくなるが、確認したら本当に殺されてしまうかもしれない。

　もしかしたら、振り向いたら一之江の意志とは別に殺されるのかもしれないし。

　ロアっていうものは、そういうルールに縛られているのだとしたら……俺はやっぱり、朝になるまでなんとか生き延びるしかない。

　何な故ぜなら、なんとなくだけど。

　一いち之の江えには俺おれも、他ほかの誰だれももう殺して欲しくないのだ。

「何か良い事を考えていい話に持って行こうとする空気を感じました」

「痛い！　何かチクチクする物で背中をチクチクしている！」

「優しいツンツン攻撃ですよ。グサグサ」

「言葉が既に優しさを感じない擬音になっていますよ！」

「ザク、ザク、だと弱そうでしょう？」

「確かに」

　背後の怖い気配はそのままだが、会話のやり取りは本当に一之江だと理解出来る。

　……ロア状態だからって性格が変わったりするわけじゃないんだな。

「はぁ……まあ、仕方ありません。今回だけ私とのドキドキ添い寝を楽しんで下さい」

「ん……ごめんな。ありがとう」

　一之江だって突然呼ばれて怒っているだろう。

　俺も使い方を知らなかったとはいえ、一之江に迷惑をかけたのも確かだ。

　きちんと反省して、今日見逃してくれた事をちゃんと感謝しよう。

「ただし、うっかり私の体に触れようものなら、もぎます」

「もぎっ!?」

「はい、もぎます」

　何を、と聞けないレベルの恐怖を感じた。

　何な故ぜか思わず太ももをギュッと閉じてしまう俺である。

「ふぅ……やれやれ」

　背中で溜ため息いき混じりで許してくれるような声が聞こえて。

　俺はそれだけでちょっと嬉うれしい気持ちになった。
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　そして、それから黙って過ごす事数十分。

「起きてますか？」

「まあ、ドキドキしまくりだけに」

　美少女と添い寝しているだけでもドキドキなのに、ちょっとそれっぽい場所に触れた瞬間には男の尊厳が大変な事になるのだ。

　ときめきと危険のダブルドキドキに俺はもう大変だった。

「それは良い心がけです。手を出したら殺します」

「絶対に出しません」

　一いち之の江えの殺します、は信しん憑ぴよう性せいもあるだけに本気で逆らえない。

「しかし……Ｄフォンが壊れていないことだけは解わかってしまいましたね」

「……まあ、な」

　こうして、一之江をロアとして呼び出せたのがその事実を示している。

　多分、『百物語の主人公』専用のＤフォンなのだ。

　様さま々ざまな制限がかかっていたり、別の機能が付いていたり。

「まさか取り込んだロアを召喚する能力が『百物語の主人公』にあるとは思いませんでした。――ある意味、最強アイテムですね、未来では」

　そう、未来では。

　今は一之江をこうして呼び出せるだけだが、俺おれが無事に生き延びれば合計百のロアを呼び出したりする事が出来るはずなのだ。

　悪魔召喚士。

　さっき自分で言った言葉だが、本当にそうなる可能性があるとは驚きだった。

「『百物語』の主人公役は他ほかにも百人くらいいたらしいが……」

「そうですね、確かに『百物語』の主人公が存在している事は、『８番目のセカイ』にも記載されています」

「それなのに、能力は解らなかったのか？」

「そこには詳しい内容はありませんでしたから。あるのは、『ロアを統すべる可能性がある』というもので……脱落率も高いという事だけが把握されていました」

「百人の主人公がいて、その全員が脱落しているって事なのか？」

「はい。そしてそれぞれの物語は詳しく語られていませんでしたからね」

　謎なぞが多い物語でもあるようだ。

　俺自身も、最近になってようやく自覚が出てきたところである。

　主人公の自覚も何もなしに、いきなり選ばれた人もいただろう。

　初日の俺みたいに、何も知らないままだったら……。

　あっさりロアにやっつけられてしまう人だってきっといたに違いない。

「無事にやり遂げないとなあ」

「そうですね。私もあっさりやられる主人公に捕らえられた、間抜けな最初のロア、とか言われたら大損害です」

「うぐ……そうなるのか」

「なので、モンジには見事『百物語』を完成させて貰もらわなくてはなりません。『素晴らしい主人公と最も縁えんのあったロア』となれば存在も安泰ですから」

「そっか、そうだな」

　一いち之の江えに何かしてやれる事がないか考えていた俺おれだったが。

　ようやく、こいつ自身のために何が出来るかを知った。

「……ん、頑張るぜ。お前を最高のロアだって『世界』に認めさせるために」

「また調子の良い事を言い始めましたね。まあ、楽しい百物語ライフ、残り九十九話。三日に一度解決したとしても二百九十七日。一週間に一話だとなんと、六百九十三日。一年と約九ヶ月となりますが」

「長っ!?」

「毎週戦うヒーローの大変さが解わかりましたね」

「そ、そうだな……やっぱヒーローってすげえな」

　俺にとっては先輩達とも言うべき彼らに、こんなに身近な気持ちで敬意を抱ける日がこようとは。楽しんでテレビを見ていた時代の自分に教えてやりたいものだ。

「しかも、ロアは美少女率が高いので良かったですね」

「マジでか！」

　自分で言うのか、とも思ったが。一之江は確かに美少女なので反論は出来ない。

「魔女もそうですが、恐怖や負の力などの影響を女性は受け易やすいのです」

「……男より繊細だって言うもんな」

　それは俺も気をつけないといけないと思っている部分だった。

　だから、傷つけないようにちゃんと明るく前向きに接しないといけない。

　俺が中学時代から心がけている信念でもある。

「命の危険に晒さらされまくるのも、美少女達を救えるならいいのかもしれないな……」

「やはり今のうちに殺しておく方がいいかもしれませんね」

「ヒィッ」

　チクチクと何か尖とがったものが俺の背中を突つ付つく！

　なんだ、一之江は刃物か何か持っているのか？

「痛いし怖いて！」

「いつでも私が後ろにいると思い、色々自重するのですよ」

「うぐ……了解しました」

　一之江に限って嫉しつ妬とという事はないと思う。なら、これから遭遇するロア達を守るためとかだろうか？　いや、一之江はそんなロアも倒したりしているらしいしな。

　……よく解らない、と改めて俺は思った。

　一之江は一体、どんな気持ちでハーフロアでいるのだろう。

　こいつは今、どんな気持ちで……俺の背中にいるのだろうか？

「なあ、一之江……」

「なんですか？」

「あ、いや」

　ここで、どんな気持ちなんだ？　なんて尋ねていいものだろうか。まだ知り合ったばかりでもあるし……むしろ迷惑すらかけている。こんな俺おれに心配される事は一いち之の江えも望んでないだろう。だからまずは、一之江に信頼される所から始めないとな。

「従姉妹いとこもあの中学通っているんだけど、『花はな子こさん』の噂うわさを知らなかったんだよ。俺や俺の先輩の代は、かなりみんなで盛り上がったんだけどな。夏の定番だったし」

「ん……やはり、ですか」

「やはりなのか？」

　背後で考え込むような息遣いが聞こえる。多分、唇に指を当てて考えているのだろう。

「……もしかしたら、『花子さん』は『ロア喰ぐい』に既に食べられてしまった……そういう事かもしれません」

「……そうなのか？」

「四条先生も、図書委員顧問の先生もご存知ありませんでしたしね」

「ああ、絶対知ってるはずだもんな、あの先生方なら」

　意図的に隠しているとかでもない限り、だが。そんなメリットもないだろうし。

「なので、『ロア喰い』に食べられてしまったのではないか、と」

「……そんな力があるのか、その魔女さんは」

「おそらく、となります。ただ、こう考えれば今回も辻つじ褄つまは合いますから」

「…………確かに……でも、それって」

「ええ。『ロア喰い』に食われたロアは、存在していなかった事になる。つまり、覚えている人物がいなくなり、ロアとしても消滅してしまう」

「……そうなるのか」

「完全なる消滅。絶対の死。それが『記憶の消去』ですからね」

　魔女がロアを食べた事で人々の記憶から消えるのか。

　それとも、人々の記憶から消して弱らせた後に、食べるのか。

　どちらにしても……多くのロアにとっては、本当に恐ろしいロアのようだ。

　しかし……

「なんで俺は覚えてるんだろう？」

「なんか主人公パワーじゃないでしょうか？」

「そんなもんなのか……」

　思わずＤフォンを確認してしまう。

　確かに、みんなに忘れられた物語を覚えていられるというのは。

　……なんとなく嬉うれしい事かもしれない。

「この業界、不可解と特別扱いは当たり前ですからね」

「都市伝説が実際に現れる業界か……」

　法則やルールが物語ベースになる業界。

　そんなロア達の世界を『８番目のセカイ』って言うのかもしれないな。

「……なあ」

「なんですか特別扱いさん」

「……一いち之の江えも、食べられたら消えちまうのか？」

「おそらく、食べられたら消えるでしょう。私の物語の記憶と共に、人々の記憶からも。それが『ロア喰ぐい』に食われた者の末路のようですから」

「そっか」

　様さま々ざまな方法で消えてしまう『ロア』達。

　一之江は一体いつから、そんな自分が消えるかもしれない可能性と戦い続けたのだろう。

　何もしないで過ごそうとしても、人々が忘れ去ってしまうからそうもいかない。

　事件を起こせば、『ロア喰い』のような存在に見つかってしまうかもしれない。

　俺おれが昨今『死ぬかもしれない』と思った事なんて、一之江はとっくに何度も何度も経験して、苦しんで、悩んで、それでも戦っているのかもしれない。

　……本当に強い自信があるから、余裕を持てる。

　それが今の一之江だとしても。

「頑張るからな、俺」

　絶対に一之江を消滅させたりはしない。

　そういう誓いも込めて、俺は一之江の手を握にぎった。

「っ」

　一之江の体がビクッと跳ねる。

「お前も、ちゃんと俺の大事な物語に出来るよう頑張るからな、俺」

　このまま手が離されても仕方ない。

　だが、俺はどうしても……一人じゃない、と伝えたくてその手を握り締めたかった。

「…………はふ…………」

　どこかしっとりした吐息が背中にかかる。

　安心したような、許してくれたような、諦あきらめたような、そんな吐息。

　そして、一之江はそんな俺に……



　ぐさっ



「痛い!?」

　背中に何かグッサリ刺さった!?

「なに乙女の手を勝手に握にぎってるんですかうんこ野郎」

「うんこ呼ばわり!?」

「貴方あなたはそういうトコは気にせず、とっとと寝て下さい。貴方の意識が完全になくなれば、私も帰ることが出来るのですから」

「え、あ、そうだったのか」

「そうです。なんなら、永眠させてあげてもいいのですが」

「速攻で寝るっス！」

　何か刺さっているのは確かなのに、最初の痛さ以外は特に何もないのがまた恐ろしい。

　背中に感じる冷たい刃物の感触が俺おれの焦りをさらに高める。

「ぐおおおおっ、眠れ、俺の意識……！」

　なんとかぎゅっと目を閉じてこの夜をやり過ごそうと試みる。

「全く……貴方は、真性のバカなのですね」

　溜ため息いきと同時に、どこか安心したような吐息が交ざっているのは気のせいだろうか。

　こんな状態ですぐにぐっすりなんて眠れるはずもないと思うのだが……むしろ、最初に話しかけてきたの、一いち之の江えの方からだったよな？

　そんな事に思い当たっていたら。

　背中にとん、と何か……一之江の頭が当たる感触があった。

「え？」

「ん……くー……すー……」

「……なんだ、先に寝てくれたのか」

　握った手が緩く握り返されるのを感じて、俺もホッと吐息をこぼす。

　もしかしたら、照れ隠しだったのかもしれないな。

　そんな余裕が生まれると、俺の中にもようやく眠気が生まれてきた。

「ロア状態のこいつも、こんな風ふうに安心して眠るんだな」

「ん……むにゃ……ころしますよ…………くぅ」

　……寝言でもこれなんだから、普段はどんだけ殺しまくろうとしているのか。

　だけど、俺と別れた後も色々調べ物をしたり、俺の知らない作業などをして、本当に疲れていたのだろう。

「早く、こいつの役に立てるようにならないとな」

　一之江の穏やかな寝息を聞きながら、俺は握った手に少し力を込める。

　お前を消させたりしないからな、主人公として。

　握った手にそんな想おもいを込め、俺もゆっくりと意識を閉ざしたのだった。



    

  









    
      

◆第四話：‥“〝魔女喰ぐい”〟のロア　後編
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　早朝、目が覚めた時にはもう一いち之の江えはいなくなっていた。

　あいつの体は基本的に冷たいので、温ぬくもりみたいなものもなくなっている。

　俺おれが眠った事で、元の家に戻れたのかもしれない。

「……なんとなく寂しいのはなんでだろうね」

　誰だれかと手を繋つないだまま寝るなんて初めての事だから、名残惜しいのかもしれない。

　また学校に行けば会えるとは思うものの、やっぱり寂しさは拭ぬぐえなかった。

「さて、時間はまだ早過ぎるな」

　時計を見ると、夜中と言っても大丈夫な時間だった。

　新聞配達の人と、早朝ランニングの人くらいしか起きてない時間だ。

「最近部活も出てないし、ちょっと走ってくるかな」

　そうと決めた俺は、気分をリフレッシュさせるためにもトレーニングウェアに着替え、早朝ランニングに出る事にした。
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「ふはー、なんか今日は霧が深いな」

　凄すごい霧の朝だった。

　標高が高めの場所にあるこの街ではちょくちょくある事なので気にならないが、突然走ってくる車などには注意しないといけない。

　視界が十数メートルしかないので、注意深く走るとしよう。

「せっかくだし、コード探しもするか」

　俺は準備運動を終えて、まずは軽いランニングを開始する。

　マジでちゃんと走るのではなく、あくまで体を温めるための運動。

　Ｄフォンのカメラ機能を入れてから片手に持ちつつ、ほとんど歩いているのと変わらない速度でゆっくりと走り始めた。

　とはいえ、おいそれと俺おれとの因果が見つかるはずもない。

　やっぱり、地道にこの街の都市伝説を調べて、そこからコードがあるかどうかを確認した方がいいのかもしれないな。

　都市伝説だったらオカルトマニアって自称していたくらいだ、キリカが詳しいだろう。

「でも、あんまり頼ると巻き込んでしまうかもしれないんだよなあ」

　キリカはとても良い奴やつだから、もしかしたら無理して調べてくれるかもしれない。

　それで、あいつの身になんかあった日にゃ、俺は自己嫌悪で大変な事になるだろう。

　特に、あいつは俺が『百物語の主人公に選ばれた』みたいな内容も知っているんだ。

　これ以上巻き込むのは良くないよな。

　そう思い直して、俺は近所の市立夜や坂さか公園を目指す。

　日中は主婦たちの憩いの場所となるその公園も、早朝はほとんど誰だれもいない。

　カメラ撮影しまくっても不審に思われる事もあるまい。

「それに『公園』なんて、都市伝説がありそうな雰囲気だよな」

　辿たどり着いた公園は、霧がかかっているせいかとても幻想的だった。

　この霧の向こうから、なんか魔物とか、でかい獣みたいのが現れたりとか。

　……そんな直接的なものが現れた日には、俺ではなんとも出来ないか。

　もしなんかあったとしても、そういう恐ろしいものじゃありませんように……

　そう願いながら、辺りをＤフォン越しに見回してみる。

「ん？　お？」

　不意に自販機のそばにあるベンチに目が向いた。

　そこには、赤い点がぽつんと存在していたのだ。

「血……？」

　恐る恐る近付いてみると……



　そこにいたのは、一匹の蜘く蛛もだった。

　直後、あの虫に襲われた屋上を思い出す。

　慌てて辺りを見回してみるが周囲には誰もいなかった。

　念のため蜘蛛にファイティングポーズをとってみるが、特になんかされたりもしない。

「なんだ、ただの蜘蛛か……しかし、こんな真まっ赤かな蜘蛛いるんかね？」

　昨日きのうの蜘蛛よりは大きい蜘蛛だった。全身が真っ赤なのが余計に気味が悪い。

　俺の頭に、『人面犬』とか『人面魚』というフレーズが浮かぶ。

　ああいう、不思議な生き物も都市伝説なのだろう。

　となると、こういう『真っ赤な蜘蛛』みたいなものも都市伝説になるのだろうか？

「ふーむ、珍しい虫、みたいな都市伝説ってあるのかなあ」

　とりあえずＤフォンでこいつを覗のぞいてみようとした時。

　背後から明るい声が聞こえた。

「例えば、人を食べる虫、っていう都市伝説があるよ」

　聞き覚えのある声に振り向くと、そこにはキリカがニッコリと立っていた。

「え、あれ、キリカ？」

「んふふ、モンジ君まるで気付かなかったね、私の事。霧が深いからって言うよりは、何かを探してたから、に見えたけど？」

「あ、ああ……」

　こんな所でこんな時間にキリカと会うとは思っていなかっただけに、多少面食らってしまう。さっきまでキリカの事を考えていたから、タイミングもバッチリ過ぎた。

「ん？　なんか、変に動揺してるね？」

「いや、ついさっきまでキリカの事を考えていたから。俺おれの煩悩がお前をついに具現化するに至ったのかと思ったよ」

「あはは！　私はモンジ君の妄想の産物かもしれないんだ？」

「いや、今のキリカは本物だな」

「なんで？」

「俺が妄想したら、キリカは水着姿に決まっているからだ」

「うわっ、そうなんだ！」

「こないだ行った温水プールでの衝撃は忘れていないからな……キリカのあの、制服に隠された魅惑のボディ……」

「そう言って貰もらえるとプロポーション維持に頑張ってる甲か斐いがあるね」

「まさかあんなに素敵な体とは思っていなかっただけに、衝撃もでっかかったんだ」

「うんうん、衝撃を与えたなら何よりだよ」

　クスクスと笑っているキリカは、いつも通りのキリカだった。

　なんとなくホッとしてしまい、ベンチにでも腰掛けようとして……

　そういえば、真まっ赤かな蜘く蛛もがいたのを思い出す。

「この蜘蛛は人を食べたりするのかな？」

「さっきのは単なる都市伝説だよ。この子は、ジョロウグモの一種だね。……まあ、真っ赤なのはかなり珍しいけれど」

「なんだ、詳しいなキリカ？」

「幼稚園時代の私の通称は『虫博士』だからね」

「キリカは凄すごいな。俺はカブトムシ博士だったよ」

「私の方が広い範囲をキープしてるってわけだ」

「うむ、虫博士度ではキリカの勝利だ」

「ふふっ、やった♪」

　満面の笑みで笑いながら、キリカはツンツン、と蜘く蛛ものお尻を突つ付つく。

　美少女に突付かれてビックリした蜘蛛は、一目散に逃げていった。

「よし、座ろう？　それとも、まだランニング続ける？」

「いや、座ってキリカと話し込みたいって思っていたところさ」

「やった！」

　キリカはニコニコと笑いながらベンチに座り、俺おれの手を引いて隣に座らせる。

　こんな無む邪じや気きに喜んで貰もらえると、なんだか『日常』に戻って来た気分になった。

　……意外と『ロア』関係の話は、俺の精神に堪こたえていたようだな。

　キリカの笑顔に癒いやされながら、それをしみじみ実感する。

「転入生の瑞みず江えちゃんと仲良しっぽいね？」

　キリカに話さないといけないな、と思っていた事をスパッと尋ねられた。

　今までは一緒によく遊んでいたのに、昨日きのうは一いち之の江えと行動している。

　キリカとしては、気にならない方がおかしいだろう。

「俺の席があいつの前なのもあるし、話してみたら面白い奴やつだったろ？」

「うん、瑞江ちゃんって本当に面白いよね、なんて言うのかな。毒舌クールなんだけど、どこか天然っぽい、みたいな」

「難しい属性だよなあ。見た目はかなり人形ちっくなお嬢様なのに」

「てっきりモンジ君ってばああいう、ロリちっくな子が好みなのかと思っちゃったよ」

「ち、ちげえって。俺が好きなのは、ほら」

　ほら、と身振り手振りで伝えようとする。

「俺が好きなのはあくまでも一人だけで、他ほかの子はなんと言うか、ほら」

　ここで上う手まく言えない辺り、俺はまだまだ女の子扱いが上手くないと思う。

「ほら？」

　キリカは困る俺を見逃す事はない。興味津々な目で俺の顔を見つめてくる。

「私達……私は、モンジ君の、なあに？」

「キリカは、俺の……」

「うんうん、俺の？」

　嫌いかと言われれば、断じてノーである。キリカを嫌う要素なんてこれっぽっちもない。むしろ、好きになる要素なら大量にあり過ぎて困るくらいだ。

　そう、それこそキリカは先輩よりも先に出会っていたら、もしかしたら。

「……俺のマイエンジェルだぜ」

「俺の、とマイ、がかぶってるよモンジ君」

「しまった！」

「クスクス、しかもエンジェルって」

「天使のように愛らしいのは確かだろう？」

「そう思って貰もらえてるなら、まあいいかな？」

　んふふー、と笑いながら空を見上げるキリカの横顔に、なんとなくドキッとする。

「でも確かに、モンジ君は詩し穂ほ先輩みたいに素敵な体つきが好きだもんね」

「そうそう、ああいう、ちょっと悩ましい体つきが好きなんだって」

　一いち之の江えに申し訳ないと思いつつ。

　いや、個人的にはああいう色々自己主張しない体つきも好きではあるのだが。

「詩穂先輩、脱ぐともっとすんごいんだよ？」

「す、すんごいのか？」

「服の上からもこうエロっちい先輩だけどね。でも、あの一緒にプールに行った時に見た姿ときたら！　もう、形といい張りといい……」

「ふむふむ!!」

「あははっ、鼻息が荒くなってるよ、モンジ君っ」

「そろそろ、モンジ君って呼ぶのはやめようぜ。一いち文もん字じ、疾風はやてと書いてハヤテな」

「いいじゃない、可愛かわいいと思うよ、モンジ君って」

「可愛いならいっか！」

「いいよ！」

　と、いつものやり取りをしながら、互いに笑い合う。やっぱり、キリカは俺おれのエンジェルだなあ、なんて思った。こうして、とりとめのない会話をしたり、のんびり過ごす。

　そんな時間がとても大切に思えるからだ。

「……ね、モンジ君？」

「ん？」

　その声こわ音ねがちょっと落ち着いたものになったので、俺はキリカを見た。

　と、キリカはかなり真剣な……どこか潤んだ瞳ひとみで俺を見つめている。

　ドキンッ、と胸が高鳴った。

「ど、どうした？」

　あれ、こいつってこんなに色っぽかったっけ。

　思わずそう思ってしまうほど、今のキリカの視線は艶あでやかだ。

　いつもの明るく無む邪じや気きな雰囲気ではなくて、なんと言うか。

『女っぽい』みたいな表現がしっくりくるような視線。

　ドキドキが止まらない俺を見つめた後、キリカは俺にさらに近付いて……。

　ぴとり、と体を寄り添わせてきた。

「な、なんだね、いったい」

　思わず声がうわずってしまう。キリカの事をこんな風ふうに意識した事がないわけではない。むしろ、こんなに可愛かわいい子が毎日一緒にいれば、意識しまくりなのは当たり前だった。

　先輩を超好き！　な気持ちがあるからと我慢していたのだが……

　それが我慢であり、当たり前のようにキリカに感じている気持ちがある事も、多分俺おれは重々理解していたのだ。

　……男の性さ質がだとすると、それはそれで申し訳ないと思う。

「キリカ、ええと……ど、どういうつもりかね？」

「誰だれもいない朝の公園。しかも霧に包まれていて、誰かに見られる可能性は少ない状況。いくらドンピシャな好みのタイプじゃないとはいえ、美少女と二人っきりでいて、何か思うところはないのかね？」

「うっ……」

「最近、ちょっぴり小悪魔ちっくで、いつもバカやって過ごせる子も、いいなーと思ったりは……してないかね？」

「うぐぐっ」

　キリカはふざけた言葉で語りつつ、その声には真剣味も含んでいた。俺に寄り添わせる体からは甘い香りが漂ってくる。

　これはもしかして……ゆ、誘惑されているのだろうか？

「……私、結構……男の子の楽しませ方知ってるよ？」

「マジで!?」

「わっ、食いつきいいね!?」

　キリカが何かをイメージさせるかのように指を動かしたのを見て、俺はうっかり大反応してしまっていた。

「いやいや、俺の中ではキリカイコール清純悪戯いたずら小悪魔系だったので驚いただけだ」

「え、何その分類」

「小悪魔っぽいんだけど、意外と純情で萌もえ、みたいな」

「うわ、なんか男の子に調子のいい存在だね」

「そんな夢を可愛い子に思い描くのが男のサガ……」

「格かつ好こ付けて言うセリフじゃないよ、それ」

　俺の胸に頭をくっつけながら、クスクスと笑うキリカ。

　その目はいつもの好奇心とワクワクに満ちた視線に戻っており、さっきの誘惑もごっこ遊びだった事が窺うかがえた。ホッとする半面、残念な気分だったりもする。

「しかし、意外とモンジ君って私の事を色々思ってくれてたんだね？」

「超可愛いのは事実だしな。やっぱそういう子には清せい楚そでいて欲しいのが男の希望だ」

「あははっ、清純、純情はどうかと思うけどね。私、知識だけならいっぱいあるし」

　俺おれの顔のすぐ下で、むふふ、と笑うキリカ。その顔が挑発的に見える。

　やっぱり俺が誘惑されているって事にしてもいいのだろうか？

「…………じ、実戦経験はございますか…………？」

　思わずキリカに尋ねてしまう俺がいたりしつつ。

「目下、試す相手を検討中……かな？」

「ごくり」

「例えば、こうやって……そっと撫なでるのを、フェザータッチと言うのだよ」

　キリカは色っぽい手つきで、俺の顔をじーっと見ながらソフトなタッチで俺の胸元などを撫でてくる。

「お、お、お、な、なんかぞわぞわくる！」

「ちなみに、モンジ君がして貰もらって気持ちイイことは、相手にもしてあげると気持ちいい。これは未来でもずっと役立つ知識だから……よく覚えておくんだゾ？」

　色っぽい目つきはじっと俺を見つめたまま、手先はあくまでフェザータッチで攻めてくる。そんなキリカの色気に気付いた俺は、ちょっと辛抱たまらない状態だった。

「す、すげえ、キリカが年上のお姉さんみたいだ」

「好きでしょ、年上のお姉さんキャラ」



    

  
    
      



    

  
    
      「か、かなり！」

　すっかり興奮しつつ即答する。

　キリカはずっとねめつけるような視線で俺おれを捉とらえたまま、手をお腹なかの方に持って行き、

「で、手はこうやって焦じらすみたいに、そっと回転させるようにすると……」

「や、やばやば、なんかこう、たまらんのですが！」

「ふふっ……」

　もうダメだ。もうキリカに何をされても、俺は受け入れてしまうだろう。

　蜘く蛛もが、捕らえた相手をじわじわと糸で包み込むみたいに。

　キリカは、すっかり俺の心を捕らえる事に成功していた。

　顔を頬ほおに近付けてくるキリカに、完全無抵抗の俺。

　なすがままにされる中、その手が俺の下半身の方に行き……



　バチッッッ!!



「っ!!」

「いでええ!?」

　突然、そのキリカの手と俺の手元から、赤い火花が散った。

　その衝撃たるや、それまでうっとりしていた俺が我に返るほどである。

「って、キリカ大丈夫か？」

　慌ててキリカの方を見ると、なんとキリカの手からは血が出ていた！

「うわわわっ、ご、ごめんな!?」

「ううん……ふーん、なるほどね」

　キリカの手をハンカチか何かで慌てて抑えようとする俺だったが、キリカのその視線を見て手が止まる。キリカの視線は、無む邪じや気きなものでもなく、色っぽいものでもなく。

　まるで人が虫を見るかのような冷たい視線で……

　俺の手――に握にぎられた、Ｄフォンに向いていた。

　そう、さっきの火花は、Ｄフォンがキリカを拒絶するかのように電撃めいた力を発したものだったのだ。

「キリカ……？」

　その雰囲気がさっきまでとはまるで違う事に気付いて、俺は名前を呼ぶ。

「なるほど、プロテクトも万全という事か。惜しいなあ、モンジ君だけだったらあっさり落とせたかもしれないのに」

「え、あれ、え？」

　キリカが何を言っているのかがよく解わからない。彼女は、俺のＤフォンから目を離さないまま、自分の手についた血をペロりと艶なまめかしい舌で舐なめた。

　その舌が、唇が、妙に赤く感じられて――俺おれはようやく、危険な事態である事に気付く。

「ふふっ」

　その血がぽたっ、と一滴ベンチに落ちると、先ほどの蜘く蛛もがその血に駆け寄ってきた。

「って、うわっ！」

　いや、先ほどの蜘蛛だけではなかった。

『赤い』色をした蜘蛛以外にも、赤い色の蟻あり、赤い色の百足むかで、赤い色のヤスデ、赤い色の芋いも虫むし、赤い色の大量のアブラムシ、赤い色の名前も知らない無数の小さな虫……虫博士ではない俺には解わからないほど様さま々ざまな虫たちが、まるでベンチの下から湧わいて出たかのようにワラワラとその血に群がったのだ。

「な、わ、わっ！」

　大量の虫たちに包まれようとしているベンチから、俺はずり落ちる。

　そのおぞましい光景に、足に力がまるで入らない。地面に尻しり餅もちをついて見上げると。

　キリカはそんな虫たちの奥で、まるでそいつらの女王であるかのように。

　だけど、それでも『いつものように』、クスクスと笑っていた。

「キリカ？　お前……」

「モンジ君を気に入っているのも本当だけどね。でも、そのＤフォンがあれば私も便利だと思ったんだけど……私は嫌われちゃってるみたいだね」

「……便利って、何が？」



「お・しょ・く・じ♪」



　言葉と同時、大量の虫たちが赤い巨人のように、むくりとキリカの隣に立ち上がった。

　その内部も表面も、まるでエサに飢えた獣のようにざわざわと蠢うごめいている。

「……、まさか」

　キリカの目はいつの間にか、爛らん々らんと赤く輝いていた。まるで人間ではないかのように。

　大量の虫達を脇わきに従えて、ベンチの上でニコやかに佇たたずんでいる。

「本当はね、もっとゆっくりと過ごすつもりだったんだけど、モンジ君がまさかそんな、凄すごい存在になっちゃうとは思わなかったしね」

「……やっぱ俺って凄い存在なのか」

「まあね！　素質はあるなー、と思ってたんだけど。ロアの世界に来てもやっていけるような。でもだからって、よりによって『百物語の主人公』だなんて。本当、ビックリしたんだよ？　あの当選を教えてくれた時は」

「いやあ、まあ、俺もビックリしたしなあ」

「ノーマークだった『お友達役』に選んだ子が、まさかの大だい抜ばつ擢てき。私としては、おかげで長居出来なくなっちゃったんだよね。いつか、正体がバレるかもしれないから」

　まさか、と言ったが。キリカはすっかり隠す気がなくなっていた。

　まさか、と思いたいのは俺おれだ。まさか、キリカが本当に……

「『ロア喰ぐい』、なのか？」

「うん、私の別名みたいなものだね。本当の私は『魔女喰いの魔女ニトゥレスト』って言う、ロアなの」

「ニトゥレスト……」

　その名前にどんな意味があるのかは解わからないけれど。

　それがキリカの本当の名前なのかもしれない。

「ロアを食べて、ずっと生きてるっていう魔女のロアか……」

　当人の口からそれを言われてしまったからには、信じるしかない。

　別に本当の『ロア喰い』がいて、キリカを操っているという事も考えられなくはないが……希望的観測過ぎる気もするし。

　何より、俺のＤフォンがほのかに熱くなっているのが証拠だった。

　しかし、一いち之の江えの時と違って熱過ぎるわけではない。

　……絶対的な危険ではなく、あくまで警戒レベルって事だろうか？

　だとすれば、キリカは俺に危害を加えるつもりはないのかもしれない。

「ロアを食べて生きている、って言われているんだけど。ただ、私は『魔女』だから。ロアに限らず……」

　その手をベンチに対して平行に持ち上げると、さらにぽたぽたと血を落とす。

　そこに、さらにどんどん、群がる赤い虫たち。

　その中には、見たこともない不ぶ気き味みな足のいっぱい生えた虫までいるように見えた。

「美お味いしそうな、強い魂の人間は食べちゃうかな？」

　その瞬間、ゾッとする。もしかして、この虫達が俺を食べるという事だろうか？

　キリカ自身は俺に危害を加えるつもりはなくても。

　この虫達のように、自動的に群がるような状態だった場合。

　Ｄフォンは、警告出来ないのではないか？

　俺はキリカにバレないように、Ｄフォンを操作しようとして……

「おっと、ダメだよモンジ君」

「ぎくりっ」

「『百物語の主人公』がどんな能力を持っているかは解らないからね。多分、そのＤフォンが特殊である、というのは……他ほかの物語の『主人公』達の経験からして、間違いないと思うんだけど」

「他ほかの主人公たちとも、面識が？」

「うん、私は魔女だからね。何人もやっつけたよ♪」

「そ、その人達も食べてしまったのでしょうか」

「うん♪」

　すっごいいい笑顔で頷うなずかれた。

「……ぶ、物理的な意味で？」

「性的な意味で」

「うっそ、マジで!?」

「う・そ♪」

「しまった、く、これが魔女の口車か……」

「あはは！　モンジ君ってば、こういう状況でもいつも通りなんだね」

　楽しそうなキリカもいつも通りだ。だからこそ、ちょっとだけ寂しくなったりする。

　キリカが『ロア喰ぐい』である事とか、『魔女』である事とか。

　そんなものはぶっちゃけ、俺おれにはどうでもいい事だった。

　そんな事よりも、俺は俺に軽く自己嫌悪を感じてしまっていたのだ。

　その嫌悪感が、恐怖より勝ったから落ち着いている、というのも皮肉なもので。

「かなりビビってるのは確かだけど、なんつーかな。こう……親友のお前だから話すってのもあるんだけど」

「うん？」

「ごめんな、キリカ。キリカのことダチなのに、ちょっと怖いって思っちまった」

　それが俺には悔しかった。

　一いち之の江えと違って姿も見えていたし、キリカらしい部分もいつもの通りだった。

　だけど、噂うわさとか正体とかそういうのにビビってしまったせいで。

　親友で大好きなキリカの事を、一瞬でも怖いと思ってしまった。

　そんな自分が許せない気分なのだ。

「……なんで謝るの？」

「そりゃ、友達のこと怖いって思うのは失礼だろ」

　そう告げた瞬間、キリカは目をきょとん、と丸くして。

　直後、肩を揺らして笑い出した。

「あ……あははは!!　そっか、怖がらせてるのにね、私！　なのに、モンジ君ったら、そう受け止めるんだ、あはは！　だからモンジ君の事、好きだよ私！」

　ベンチの上でお腹なかを抱えて笑うキリカ。

　こういう凄すごい子らにしてみると、俺の返事っていうのは爆笑の対象なのだろうか。

「うぐっ……告白はもっと、雰囲気良く頼みたいところだぜ……」

　一いち之の江えもいない今の状況で、Ｄフォンであいつを呼ぶ事も封じられている今。

　告白されながらも命が危険である事は何も変わらない。

　俺おれは、この状態を解決する糸口がまるで見つからないでいた。

「ふはー、面白かった……うん、やっぱりモンジ君ったら、美お味いしそう」

「性的な意味で言われているんだったらドキドキしたんだけどなぁ」

「そういう魂も美味しそうだし、色んな感情も美味しそうだもんね。モンジ君は一人グルメの塊かたまりだっ」

「……あれ、キリカの食事って、そういう精神的な意味のモノなのか？」

「うん、私が食べるのは精神、魂の方」

「ほっ、それなら……」

　命までは大丈夫なのか、と思った矢先。

「ただ、それで発狂しちゃったり意識をなくしちゃったりした子は、私の可愛かわいいこの子達が物理的にムシャムシャーっと食べちゃうんだよ」

「……納得いたしました」

　どうやらキリカに精神やら魂を食べられるという行為は、それだけデンジャラスさを含んでいるようだった。

　精神が耐え切れなくなるほどの食事。

　一体どんな事をされるのだろうか……想像すらしたくないほど怖くなる。

「『人を食べる虫』の都市伝説だっけか」

「発生は逆だけどね？」

「ん？」

「『魔女ニトゥレスト』が操る蟲むしは、人を、ロアを、物語を、記憶を食べる。つまり、『人を食べる蟲』っていう都市伝説は、私のサブエピソードみたいなものなんだよ」

　人差し指を立てて、もっともらしく語ってくれる。

　その様子がいつも色々教えてくれるキリカの教室での姿と重なって見えた。

「なんか、将来の俺は都市伝説マスターになれそうだよな、キリカといれば」

「その暁には、都市伝説を全すべて語り継ぐ者『友達の友達』こと、『ＦＯＡＦ』の称号が手に入るかもね」

「友達の友達……ああ、自分のことか？」

「そ。千以上の都市伝説を体験したモノに送られる『どんな伝説でも消せない者』の称号。さて、今のモンジ君は私で何人目の都市伝説なのかな？」

「まだ二人目だよ。『８番目のセカイ』のヤシロちゃんも入れれば三人目だけど」

「あれはプロローグみたいなものだからね。そのＤフォンを手に入れてからの、一人目はやっぱり……？」

「黙秘権を行使したいね」

　キリカが確認しているのは、一いち之の江えの事だろう。

　多分キリカは、一之江がなんらかのロアかそれに関かかわる人だという事を掴つかんでいる。

　だが、それがどんなロアなのかまでは解わかっていない。

　……やはり、ロアとロアの戦いは、情報戦になるんだな。

　より相手の事を詳しく知っていれば知っているほど、その抜け道や対抗策が見つかる。

　有名であればあるほど、そういう不利も生まれるわけだ。

　そういう意味では、『魔女』という事実は意外と大変なのかもしれない。

　様さま々ざまな物語、童話、神話などで魔女達は大量に倒されているからだ。

　……正体を掴まれる前に、キリカの側からなんとかしたい。

　だから、俺おれをすぐには食べず、情報を集めているというわけだ。

「なんだか色々考えたー、みたいな顔してるね？」

「キリカは本当に、人の顔色や空気を読むのが上う手まいな」

「うんうん。モンジ君が、あの子の事を語らないようにしよう、って決意したのも理解出来ちゃったよ」

「女の子との秘密は守るのがいい男の鉄則だもんな」

「ふふ……そのご馳ち走そうの情報は、どうやったらいい男さんから引き出せるかな？」

　ニマニマと微笑ほほえみながら、キリカはベンチからゆっくりと下りた。

　下りた場所の虫達は、一瞬でキリカから等距離に離れる。その足元に虫達のいない赤い円が出来上がっていた。……虫達はキリカには触れない、という事だろうか？

「モンジ君、この状況で自分が何か出来ると思ってる？」

「いや、超必死に、元のキリカとの日常が戻って来ますように、って祈ってる」

「あはっ、私もとっても楽しかったよっ」

　キリカは俺を振り返らないまま返事して、ゆっくりと噴水の方まで歩き足を止めた。

　赤い虫達はキリカの後を追いかけるように群がっていく。

　自分の周囲には決して虫達を寄せ付けないままに。

　だけど、彼女は意のままにその虫達を操る事が出来る。

「女王様みたいだな、キリカ」

「そうかな？　鞭むちでも用意した方がそれっぽい？」

「キリカが女王様ルックなんてしたら、俺はいくらでも奴ど隷れいになりそうだよ」

「ふふっ、モンジ君を奴隷かー。そういうのも悪くないのかも」

　キリカがこれだけ勿もつ体たいぶっているのはどうしてだろう？

　俺を殺したり食べたりする余裕はいくらでもあったはずだ。

　それに、あの虫達を使えば俺の口なんてあっさり割る事も出来るだろう。

　それくらい、あの虫達は生理的に気持ち悪い。

　あの虫に何かされて我慢出来るほど、俺おれの精神は頑丈じゃないはずだ。

　それなのに、軽く脅しを入れてはすぐに引っ込めて、何かを悩むキリカ。

「なあ、キリカ」

「うん？」

「……どうして、かなり勿もつ体たいぶってるんだ？」

　考えても解わからない事は、物知りなキリカに尋ねてしまう。

　それがいつもの俺たちのやり取りだった。

「あ、うーん、やっぱり、そうだよね」

「うむ。時間稼ぎして嬉うれしいのは襲われる予定の俺で、キリカではないもんな」

「うん。どっちかと言うと、他ほかのロアがこの霧に気付く前になんとかしたいんだよね」

　この霧もキリカの力なのか。魔女だから、『霧の魔術』みたいなものかもしれない。

「んじゃ、なんで俺に色々考える余地とか余裕とかくれるんだ？」

「あー、うーん、多分……」

「多分？」

「多分、本気でちょっぴり、モンジ君との生活が名残惜しいんだと思う」

　……俺は大変感動した。

　こんないかにも『悪い事も笑顔でいくらでもします！』みたいなキリカに、そう思って貰もらえるというのが、とても嬉しくて。

　嬉し過ぎたからこそ……やっぱり、悲しくなった。

　名残惜しいという事は、それでもここで終わらせるつもりなのだ、キリカは。

「でも、うん、そうだね。モンジ君、君の事は結構好きだったよ」

　そんなキリカも心の中で切り替えたのか。

　真まっ直すぐに俺の目を見つめると、そこにはもう迷いがなくなっていた。

　……こういう、名残惜しいものを食べた事も何度かあるのかもしれない。

　長く生きていれば、キリカくらい社交的なら仲良くなった人もいただろう。

　その都度、こいつはどんな気持ちになったのだろうか？

　……自分でも気が付かないうちに、俺は手に握にぎり拳こぶしを作っていた。

「それじゃ、いくよ」

　キリカが手を俺に向ける。

　瞬間、大量の虫達が俺に向かってドバーッ！　と襲ってきた。

　もう、何匹いるとか、どんな種類がいるとか考えたくないほどおぞましい塊かたまりが、俺のいる場所に大量に群がってくる。

　……だけど、それでも俺は動けなかった。

「逃げないの？」

　今にも虫達が降り注ぐ！　という状況で、キリカが尋ねる。

　俺おれはそいつらを睨にらみつけながら、あまりの気持ち悪さに若干震えつつ返事した。

「な、ななななんていうか、さささ」

「さささ？」

「に、ににに、逃げちゃ、いけない、気が、す、するんだよっ」

　駄目だ。どうしても声が震えまくってしまう。

　だって、なんか良く見ると、この赤い塊かたまりの虫達の目が、みんな俺を見てるんですもの！

　この段階でキレないで済んでいるのは、もうキリカへの気持ちのおかげだった。

　悲しい以上に、俺の中には怒りすら浮かんでいたからだ。

「気がするって……その虫達、超キモいよ？　むしろ虫というよりは、虫を三つくっつけた漢字である、蟲むしって感じだよ？」

「いや、もう見た瞬間からキモ！　って思ってるけどさ！　ワーム系な雰囲気もバリバリあるし、正直もう気が飛びそうです、ハイ！」

「うんうん。なのに、なんで逃げないの？」

　キリカはこの質問に俺が答えない限り、この虫、改め蟲達をけしかけてはこないだろう。

　だが、俺は駆け引きとかそんなのは無視して、この憤った気持ちをぶつける事にした。

　どうせ死ぬかもしれない命だ。

　だったら、言いたい事は全部言ってやる！

「だって、逃げたら、嘘うそみたいだろ！」

「嘘？」

「ああ、キリカと仲良く過ごした期間とか。友達って事とか、諸もろ々もろ！」

　こいつとはもう、結構長く上う手まくやってきたんだ。

　それらが全部嘘になるみたいで、俺は許せなかった。

　の、だが……

「あ……あは、あははは!!　うん、いいんだよ、モンジ君、それはそれで！」

「え？」

「だって嘘だもの」

「……え？」

「みんなの記憶の中に、さりげなく混ざりこむ魔術っていうのがあってね」

「…………うん」

「私と過ごした大半の記憶は嘘だよ。私と君は知り合って一週間くらいだしね、本当は」

「………………え？」

　キリカの言っている意味を、一瞬俺は理解出来なかった。

　後からじわじわと、その言葉がどういう事なのかが解わかってくる。

「もっと昔、例えば知り合ったばかりのカラオケとか。みんなで行ったバーベキューとか。図書館での試験勉強とか、モンジ君の家でのゲーム大会とか……全部嘘うそ。貴方あなたたちの記憶の中に、私が『いた』と刷り込んだだけなの」

　なんという事だ。

　あのカラオケで美声にノリノリになったのも。

　バーベキューで家庭的な一面を見てドキッとしたのも。

　図書館で『むふ、これは恋人っぽいよな』と思ったのも。

　ゲーム大会しつつ、私服姿にドキドキしたのも。

「み、みんな嘘だと言うのか……」

「記憶にそういう姿を滑り込ませる形だから、私が『いたとしたら』どんな感情や気持ちを抱いたか、っていうのは嘘じゃないけどね」

　つまり、記憶の中で妄想キリカを作り上げたって事なのか。

「……す……」

「す？」

「すげえな魔女！　そんな事出来るんだな！」

「こ、ここでショックを受けないっていうのも、面白いね、君ってば」

「いや、ショックだけど、すげえなって思って」

　確かに、あの日々が嘘だったのはショックだ。

　だが！

「一週間前くらいからなら、丁ちよう度どその頃ころに行った屋内プールは本当ですよね」

「うん。生水着だよっ」

「先輩のスタイルの良さを見たのは？」

「詩し穂ほ先輩のスタイルの良さを目の当たりにしたのは、つい三日前なのでホントです」

「それについてすっげー詳しく聞きたいんだが……」

　先輩のスタイルとか含めて。

　魔術の事とかもそうだし。

　いや、別に何かを教えて貰もらわなくてもいいんだ、本当は。

　多分、俺おれは純粋にキリカとこうやって仲良くトークするだけで充分楽しいのだ。

　それは多分、キリカも。

　だから、今の今まで躊ちゆう躇ちよしてくれていた。

　だが……。

「残念ながら……ここまで明かしちゃった以上はね、モンジ君」

「……そっか。そうだな」

　記憶の事。

　魔術の事。

　自分の気持ち……。

　キリカは悪い『魔女』なのに、俺おれにはいっぱい話してしまっていた。

　だから、余計に困難になってしまったのだ。

　……俺を、生かす事が。

「うん。バイバイ、モンジ君。やっぱり君の事は、好きだったよ」

　キリカが三度目の告白をしてくれて、小さく笑顔で手を振る。

　その目に何か光るものがあったような気がした瞬間――。

　大量の蟲むし達が、一斉に俺に覆い被かぶさるかのように襲い掛かってきた。

　頭から俺を包み込むかのようなこいつらの喰くらいつき方。

　正直な話。

　こうなる前に、俺は逃げようと思えば逃げられたのかもしれない。

　キリカはそれくらい油断というか……猶予をくれていたように思える。

　だけど、俺はそれをしなかった。

　出来なかったのだ。

　キリカを置いて、そのまま逃げ出すなんて事が。

　大量の蟲達。

　こいつらの気持ち悪さもまた、逆に俺の闘志に火を付けてくれている。

「わっ、こんなに凄すごい目に遭あっても、心が折れないの!?」

　キリカはそんな俺にやたらと驚いていた。

　……そうか。

　さっきキリカは言っていた。

　まず、自分が魂や精神を食べてから、残りカスをこの蟲達が食べる、と。

　逆に言えば、こいつらは俺の心が折れたりしない限り、俺を食べる事はない。

　現実にいる蟲ではなく、あくまで『ロア』の蟲だからこそ、ルールが存在しているのだ。

「がぼごぼがばっ」

　格かつ好こ付けてキリカに返事をしようとしたら、何か大量の蟲が口に入ってきて。

　いきなり心が折れそうになった。

「……何を言いたいのよ、もう……」

　キリカの呆あきれたような声はすっかりいつもの調子に戻っている。

　心に迷いがあるのは、むしろ俺ではなくてキリカの方なのかもしれない。

　だとしたら余計に、伝えなければならない。

　――『ロア』すらも食い尽くす魔女、『キリカ＝ニトゥレスト』に。

「げほっ、ごほっ、うえー、ぺっ、ぺっ！」

　口の中に入ってきた連中を吐き出す。

　そして、声を張り上げて叫んだ。

「俺おれは、――それでも、キリカの事、かなり大好きだぜ！」

　顔面には蟲むし達が這はい回っているせいで、キリカの顔を見る事は出来ない。

　だけど、声はあいつに届いた。

「……偽いつわりの記憶なのに？」

「偽りの中で、キリカの性格まで改変してないなら、それでいいっ！」

　偽りの記憶の中でも彼女は、いつも俺が接しているキリカそのものだった。

「女の子はみんな役者だよ？　演技上じよう手ずだよ？」

「それでも、だ！」

　キリカの声に若干の戸惑いがある事が解わかる。

「そんなの、嫌いになる理由でもなんでもない！　今だって……死ぬほど怖い！　っていうか死ぬような目に遭あっているのに、……どうしてもキリカを嫌いになれないんだ!!」

　だから、絶対に心が折れる事はない。

　気持ち悪さだけ我慢すればいいなら、そんなものいくらでも耐えられる。

　キリカへの気持ちを折る事なんか出来ない。

　キリカ本人でもだ！

「……そっか」

　キリカの声に、申し訳なさそうな響きが込められる。

「じゃあ……ごめんね。本当は絶望とか、怒りとか、憎悪をいっぱい引き出して、それを私が食べて……その意識を失わせてから、ゆっくり蟲達がモンジ君の体を食べて、そのＤフォンを奪い取るつもりだったんだけど……」

「そりゃ無理だな。特に憎悪なんかまず有り得ない。キリカは、ぶっちゃけ人選を間違えたんだ。仲良くなる相手として、な」

　そう、俺は。一度仲良くなった相手を嫌いになる事はない！

「……みたいだね。だから、ごめんね、モンジ君。なるべく痛くないようにその子達に食べさせるからね？」

「……え、やっぱり食べられるんですか？」

「うん？　うん。だって、その子達は私の攻撃手段でもあるから」

「攻撃手段と言いますと……」

「食べちゃえ♪　って言えば、みんなが一斉に、バクバクバクー！　っと！」

「……ヒィィィィィィ！！！　やっぱりこええええ！！！」

　どうやら、心が折れない限り食べられないという予想は外れていたようだった。

　つまり、その防波堤のない今、俺おれの体はこの大量の蟲むし達に……。

　よく見えないが、「カチカチ」と歯を鳴らすみたいな音も聞こえたりして。

「それじゃあ一斉に……」

　ぞわぞわぞわー!!

　足元からも大量の蟲達が溢あふれ出して、俺の体を包み込む!!

　全身を蟲達が駆け上り、服の下から肌の全部までわらわらと群がったのだ。

　羽音とか、蟲同士が重なる音とか、謎なぞの濡ぬれた音とか。

　大変嫌なものが耳に入りまくり、あまりの気持ち悪さに意識が飛びそうになる。

　……だが、どうしてか。

　背中が熱くて。

　その熱さが、俺の意識を繋つなぎ止めてくれている。

「……あれ？　モンジ君」

「もごもごっ!?」

　既に口も塞ふさがれている俺は、キリカに返事する事も出来なかった。

　ちなみに、『なんだい？』とクールに尋ねた気持ちでいた。

「うん、モンジ君。気付いてないかもしれないけどさ」

「もご？」

「どうして、モンジ君の背中は蟲で包む事が出来ないの？」

　キリカがその疑問を発した瞬間だった。



　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！



　突然、携帯の着信音がけたたましく鳴り響く。

　しかも俺が驚いている間にそいつは勝手に鳴り止やみ、



『もしもし、私よ』



　Ｄフォンからそんな電子音声っぽい声を漏らしていた。



『今、貴方あなたの後ろにいるの』



「っ!?　貴女あなた……」

　キリカがすっごい驚いた声を上げる。

　同時に俺の背後には、ピッタリと寄り添う何者かの感触。

　それが、俺おれが感じていた熱の正体。

　それは、そう、紛れもなく。

「もごもご一之江!?」

「え、助けてくれたお礼にお嬢ちゃん、百万円ほどあげよう？」

「もごーっちげーつ!?」

「え、もっとくれるですって？」

「もごもごもごっいやいやいやつ」

　口が塞ふさがれているせいで、一いち之の江えへのツッコミが出来ないのがつらい。

「貴女あなた……もしかして瑞みず江えちゃん？」

「それは偽名ですが、概おおむねその通りです、キリカさん」

「雰囲気……すっごい変わるんだね、ロア状態の時って」

「なんせナイスバディで、なおかつ様さま々ざまな所がチラリズムの塊かたまりですからね」

「もごもごっマジでか!?」

「あははっ！　そっか、モンジ君からは絶対に瑞江ちゃんを見る事は出来ないんだ。背後にいる存在だから」

「見た瞬間殺しますしね」

「もごーっヒイーつ！」

　明らかに助けに来たはずなのに、あんまり助けに来た空気がないのも一之江らしいが。

　少なくともナイスバディではない事は、抱きしめた経験もあるので知っていた。

　騙だまされるものか。

「そっか、『月つき隠がくれのメリーズドール』それが瑞江ちゃんのロアだったんだね」

「はい。私は対象の背後に常に存在する事が出来るロアですから。つまり、このハゲの全身を侵しん蝕しよくするには、私をまずなんとかする必要があります」

「もごもごもごっ誰がハゲだつ!?」

「貴女の蟲むし達も、魔術も、基本的に『精神汚染』という形での侵蝕型。つまり、どこか一ヶ所でも貴女が侵蝕出来ない場合、相手を食べ尽くす事は出来ない……違いますか？」

「あはっ、どの辺りから気付いた？」

「モンジに好き好きアピールしまくったのは、後で『結局助からない』と絶望させるためだとみましたからね」

「もごもごもごもごっその頃からいたのかよ!?」

「貴方あなたはちょっと黙っていて下さい蟲野郎」

「もはごい……」

　どんどん酷ひどい呼ばれ方をしている気がする。

　と、いうか一之江の声がやたら怒っているのは気のせいだろうか。

「なるほどね。大体正解かな？」

「まあ、その『正解』の言葉も信じませんけどね」

「魔女の口車だもんね」

「ええ。乗るのはよっぽどのお人ひと好よしなスケベくらいなものです」

　これも多分俺おれの事なのだろうが、そこは否定出来なかった。

　ただ、後でハゲだけはちゃんと否定しなくては。

「これでモンジ君の力も解わかったよ瑞みず江えちゃん。『百物語の主人公』は、手に入れたロアを自分の能力のように使し役えきする事が出来る……」

「ええ、そのようです。私も昨晩知ったばかりだったのですけどね」

「なるほど……それは……おっかない能力だなあ」

　キリカの声に、剣けん呑のんな響きが交ざった気がした。

　今までは、余裕のある可愛かわいい魔女的乙女の声だったのだが。

　今、彼女の内部でスイッチが変わったみたいだった。

「おっかな過ぎて、すっごい興味が湧わいてきたよ！」

　どこか病的な空気を含む口調だった。魔女として、調べずにはいられない実験体。

　俺はそんな『興味対象』に移行されたようだ。

　正まさしく魔女だ。内側に、どんな深い闇やみを秘めているのか、想像もつかない。

「彼女は貴方あなたが思っているような、善良な存在ではありませんよ？」

　一いち之の江えが背中から忠告してくれるが、それも解っているつもりだった。

　キリカという魔女は、それこそ倫理的に許されないくらいに大量の犠牲者とか、悪い事なんかを繰り返し続けて、ここに存在しているのだろう。

　俺では想像も付かないような酷ひどい事だっていっぱいしているに違いない。

　だけど、それでも。

　そんな程度で、俺の気持ちを折る事は出来ないのだ。

「フゥ」

　一之江の呆あきれたような溜ため息いきが、どうしてか心強い。

「……蟲むしさん達。こちらを向いて……」

　一之江が呟つぶやきながらその手を俺の口元に触れさせると、その周囲にいた蟲達がシュワッと消滅して行った。

　蟲達すらも、その状態の一之江のルールには逆らえないのか。

　一之江の声に、彼女を見て確認してしまった蟲達は、消滅していった。

　それが、『メリーズドール』の能力だ。

「『見返殺害メリーズピリオド』！　初めて見るけど凄すごいね！」

　キリカの歓喜した声が聞こえた。なんだ、今のはそんな格かつ好こいい名前があるのか。

「それでは、言いたい事を好きなだけ叫んで下さい」

「よしきた！」

　俺おれは顔面を覆う蟲むし達をさらに払いのけると、キリカを真まっ直すぐ睨にらむ。

「キリカ！」

「モンジ君？」

　きょとんとした直後……真しん紅くの目が、とても濃密で魅惑的な視線で俺を見た。

　食べたくて食べたくて仕方ないご馳ち走そう。そんな風ふうに俺を見ている目だ。

　いかにも、魔女。いかにも、人じん外がい。だが……それでも。

「俺は、お前ともずっと一緒にいたいんだよ！　魔女だろうがなんだろうが関係ねえ！」

　トン、と背中が押された感触がある。

　俺は、その勢いに乗って走り出そうとする！

　だが、その一歩は蟲達に完全に包まれている身では、踏み出す事が出来ない。

「あはっ！　無駄だよモンジ君！　その足は完全に封じているからね！」

「その距離を無意味にするのもまた、私のロア能力です」

　一いち之の江えが俺の背中で告げると、俺の背に手を当てたまま言う。

「さあモンジ、行きたい場所を叫びなさい」

「俺は、キリカのそばに行く!!」

　叫んだ瞬間だった。

　不意に足が軽くなった。

　いや、足だけではない。

　自分の体が本当に『一瞬』で、キリカと俺の距離を詰めていた。

「え、凄すごい！」

　足を捕えていた蟲たちが。

　いや、俺の全身を包んでいた蟲達は、元々俺のいた場所に置き去りだった。

　まるでワープとか瞬間移動だ。

　一之江の持つ能力は、彼女が使えば俺にも使用出来るという事なのか！

「『想起跳躍リンガーベル』です」

「凄い、凄いね！　言葉を聞いた対象の場所に、空間を超えて移動する能力……瑞みず江えちゃん！　モンジ君！　貴方あなたたち、本当に凄いよ！」

　間近に迫ったキリカが、目を大きく見開いて俺達を賛辞してくれていた。

　……おそらくだが、本気で純粋に喜んでいるのだ、この顔は。

『自分の予想を超える相手。それが魔女の弱点です』

　耳の後ろからではなく、頭の中にその声は響いてきた。



    

  









    
      　ああ、こうやって聞かせるから、電話がなくても『もしもし私よ……』は聞こえるのか、と妙な納得をしつつ、同時に一いち之の江えの思考が流れてきた。

　魔女の弱点ってのは、どうやらどの時代でもそうらしい。

　魔女は、知識が豊富だから……様さま々ざまな予想や予測は既に終えてしまっている。

　キリカが予想外の返事の時に大笑いしてくれたのも、今なら納得出来た。

『今の彼女はとても油断しています。だから、今私がころ……』

（待ってくれ！）

　おそらく一之江のこの声は、俺おれにだけ聞こえるもの。

　だから俺も心の中で強く彼女を止めた。

　一之江にキリカを殺させるなんて、そんなの出来るはずがない。

「キリカ！」

　俺はキリカの顔に、自分の顔を近付ける。

　間近で見るその瞳ひとみは、爛らん々らんと赤く輝いていて……とても、綺き麗れいだった。

「あはっ、流石さすがだね、モンジ君。私をこんなに楽しませてくれたのは君が初めて。正まさに初体験の相手は君だねっ！」

「それはすっげえ嬉うれしいんだが」

「どうする？　私を瑞みず江えちゃんに殺させる？」

　一之江の殺気が背後で高まっていくのも感じる。

　こいつはキリカとも仲良くしていたが……ここで『ロア喰ぐい』を殺さない選択肢を選ぶほど、優しくもないのだろう。

　そして、キリカはどこか満足してしまった顔をしている。

　自分の予想を超えた存在になら、もう殺されてもいいかのような笑顔。

　全すべてをやり遂げた人間のような表情を浮かべていた。

「いや、俺はこうする！」

　だから、俺はＤフォンを取り出して。



　ピロリロリーン！



　その笑顔をカメラに収める！

「ふえ？」

「これで嘘うそじゃない記録が出来ただろ。お前はもう俺の大事な物語だ」

　俺が告げると、背後で絶句したような気配があった。

　だが、俺はキリカの返答があるまで、じっとその瞳を見つめる。

　キリカの顔がみるみる赤くなって……

「ぶはっ！　あはははははははは!?　お、面白い、面白いよ、モンジ君っ！　あはは、あはははははは!!　うひゃー、苦しい！　ダメ、笑い死ぬ！　あははははは！」

「あ、あれ、俺おれ今、カッコ良くなかった!?」

　キリカの爆笑っぷりは流石さすがに予想外だった。

　俺としては、ここでキリカが「モンジ君！」て言いながら抱きついてくれる、とかを大変希望していたわけだが……。

「あはははは!!　うんうん、すっごい格かつ好こ良かったけどね。モンジ君っ！　って言って思いっきり泣きながら抱きついてもいいかなー、って思ったけどさ、あはっ」

　流石キリカ。俺がして欲しい事はちゃんと解わかっているようだ。

　だが、それをしなかった理由がやっぱりあるわけで。

「ほら」

「うん？」



　チクリ。



　自分の背中に何か刃物的なものが当てられていることに気付いた。

「貴方あなたは誰だれにでもそうやって言うのですね」

　一いち之の江えの地獄の底から響くような声が背後から聞こえた。

「ち、ちっげーよ！　そういうんじゃねえよ！」

　思わず浮気がバレた男のような事を言ってしまう。

「ちなみにね、モンジ君」

「あ、うん、なんだ、キリカ、って痛い痛い痛い痛いっ、刺さってる、何か冷たいものが俺の背中に刺さってるっ！」

「私達ロアにとっては、『自分の物語になれ』って、プロポーズみたいなものでね」

「いだだだだだ……って、へ？」

　プロポーズという言葉に、痛みも忘れてキリカを見てしまう。

「お前のロア人生、俺のロア人生にしてやるよ……みたいな。未み来らい永えい劫ごう、ひとつの物語として共に歩もうね、みたいな意味になるの」

「うわっ！　マジでか!?」

「マジマジ」

　それは確かにヤバイ。

　何な故ぜなら俺は昨晩一之江にも言い、そして今キリカに言ってしまったからだ。

「スケコマシさんだね、モンジ君ってば」

　だが、一番コマシたい女性に対しては結局なんのアプローチも出来ていないのだ。

　そして、クラスメイトの二人にはさりげなくプロポーズまでしてしまっていた俺。

「実際にそうであれば人生は薔ば薇ら色いろだけどな！」

「貴方あなたはこないだの四条先生辺りとでもバラバラしてて下さい」

「それはごめんこうむりたい！」

「モンジ総受けで」

「言葉の意味はよく解わからんが、とにかく嫌な響きだな!?」

「えいえいっ」

「やめてー！　背中にこれ以上何か突っ込まないでー！」

　俺おれの背中を何か鋭利なものでザクザク突き刺す一いち之の江え。

　それがなんなのかは解らないが、刺されても確か死なないはずなので、単に痛いだけという酷ひどい目に遭あっているわけだ。

「ふふっ、ま、いっか」

　そんな俺達をニコニコと見つめていたキリカは、ふう、と溜ため息いきを吐き出すと。

「こんなにワクワクさせられたのも、ドキドキしたのも初めてだから……」

「うん？」

「だから、そうだね。もう少しモンジ君のそばにいてみるのも楽しいかもしれないね」

「え、マジで!?　……痛いっ、背中、痛い！」

「あははっ、ま、面白くない物語達を見せたら、食べちゃうけどね？」

「うぐっ……つまり、それは……」

「はぁ……貴方は先程、キリカさんを写真で捉とらえた事により、魔女と契約してしまったのですよ。キリカさんが満足する物語を見せ続けないと、貴方ごと食べられてしまう、と」

「ヒィッ、そ、そうなのかっ」

「あはっ！　不ふ束つつか者ものですが、宜よろしくお願いします、マスター」

「マスター!?」

「うん、私達ロアを使し役えきする事が出来るマスターだからね。それとも、ご主人様がいい？　旦だん那な様さまがいい？　それとも、あ・な・た？」

「そのネタはさりげなく私がやってしまいました、キリカさん」

「おおう、既に夫婦めおと漫才も抑えていたとは、流石さすがだね瑞みず江えちゃん」

「いえいえ、それほどでもあります」

「あははっ！」

「ふぅ……」

　キリカの突き抜けるような笑い声と、背後の呆あきれるような、諦あきらめるような……しかし、どこか嬉うれしそうな吐息。

　その二つを聞きながら、俺は霧が晴れて行く公園を眺める。

「さて、俺は二人の美少女をお持ち帰りしていいのでしょうか？」

「冗談は存在だけにして下さい」

「存在を否定された!?」

「流石さすがにおうちに行くと、従姉妹いとこさんが気にするだろうからね。私はお家うちに帰るよ」

「え、お家って、ええと」

　一瞬、魔女としての発生の地かも、と思ってしまったが。

「この街には長居する事になるみたいだからね。少なくとも残り九十八の物語を集めないといけないんでしょ？」

「あ……うん！　うんうん！　そうなんだよ！」

「モンジは女を口説くのは得意ですが、それ以外はきちんと教えていかねばなりませんからね。こう、私達の主人公になって貰もらうために」

「そうだね、一緒に叩たたき込んでいこうね、瑞みず江えちゃん」

「ええ、ザクザクグサグサ叩き込みましょう」

「うんうん、モグモグムシャムシャ叩き込むよ！」

「お二人の擬音が大変嫌なものな件について、異義があるのですが」

「却下！」「却下です」

　二人同時に却下された俺おれは、がっくりと肩を落とす。

　ま、いっか。

　だが、すぐに持ち直すのも自分の良い所だと自負している。

　すぐめげるようでは、女の子達みんなを幸せにしたりなど出来ないのだ。

　それに、こんなに心強い二人が俺の最初のパートナーになってくれたのである。

「よし、そんじゃ帰るか！」

　正面のキリカと背後の一いち之の江えに告げる。

「それじゃまた、学校でね、モンジ君！」

「私がいない時にコード探しとかしてはいけませんよ」

　キリカは、自分が生み出した霧に隠れるように消えて。

　一之江は、まるで忍者のように音もなくいなくなっていた。

　そして、早朝の公園には俺一人が取り残される。

「……ふう……どうなるんかね、本当に」

　背伸びをしながら呟つぶやく。

　一之江の『メリーズドール』の能力は、かなり半端ないものだった。

　キリカの『魔術』や『知識』も、きっと凄すごいものだろう。

　そんな二人と共に生きていけるのは心強いし嬉うれしいのだが。

『俺の物語』としては、どのようになっていくのだろうか？

「どういう物語にしていくのか、とっても楽しみだよお兄さん」

　いきなり真横に、ヤシロちゃんが立っていて。

　俺おれはあまりのビックリに、心臓が胸を突き破って出てくるかと思った。

「や、ヤシロちゃん、おはよう」

「おはよう、お兄さん。上う手まく二人をたらしこんだね？」

「ヤシロちゃんみたいな年とし頃ごろの女の子が、たらしこんだとか言っちゃいけません」

「ふふっ、はーいっ」

　本当は俺なんかよりも全然年上かもしれないが。

　外見が幼女なのだから、俺はきちんと注意した。

「それで、お兄さんはどんな物語を作って行くつもりなの？」

「そうだなあ……かなり難しいんだが……」

「あれ、何か思う事があるんだ？」

　ヤシロちゃんは不思議そうな声を上げて俺に向き直った。

　俺もヤシロちゃんを向く形になり、せっかくなのでしゃがみこむ。

　この角度でもギリギリ顔は見えないが、愛らしい口元は見えた。

「ああ、終わりのない物語、ネバーエンディングなストーリーにしようかな、と思ってる」

「ふえ？　ハッピーエンド、とかじゃないんだ？」

「それだと全部終わっちゃうじゃないか。キリカも、一いち之の江えも。それだと、あいつら自身が危ないかもしれないんだろ？」

「うん、そうかもしれないね」

「だから、俺はこの物語を終わらせない。百の物語を集めても、俺の物語はずっと続けてみせるよ、ヤシロちゃん」

「へえ……」

「百物語なのに、俺は１０１番目の物語なんだろ？　つまり、規格外のハンドレッドワンなわけだ。だから、俺の物語はそのまま無限に繋つなげてもいいに違いない！」

　これは勝手な思い込みだが……

「ぷっ！　あはははは!!」

　よし、ヤシロちゃんが爆笑してくれたって事は、また予想外の返答だったに違いない。

「ほんっと、面白いね、お兄さんって」

「そうだろうそうだろう。ヤシロちゃんも大きくなったら、俺ともっとイチャイチャしてもいいとみたぜっ」

「ふふっ、私まで口説いちゃうんだ。お兄さんったら」

「もう、ロリから老婆までなんでも全部幸せにしたい気持ちだぜ、主人公様は」

　ニヤリ、とヤシロちゃんに微笑ほほえんで見せると。

　ヤシロちゃんはその帽子をつい、とちょっと上げて。

「なら、期待してるよお兄さん。私の事も幸せにしてくれるっ、って」

　帽子の下にある、とても綺き麗れいな顔でニッコリと微笑ほほえんでくれた。

「……え？」

　だが、その帽子の下にある顔に覚えがある気がして、俺おれは戸惑う。

「お兄さんのＤフォンを、『８番目のセカイ』に接続出来るようにしといたよ」

「え、あ、ありがとう」

「ふふっ、それじゃあねお兄さん。バイバイっ」

　ヤシロちゃんはそのまま手を振ると、スーッと空気に溶け込むように消えてしまった。

　ロアの人達はみんなワープする能力でもあるのだろうか。

　俺も手に入れたいと思いつつ、仕方ないからまたランニングして帰る事にする。

「うーむ、美少女なのは確かだが、どっかで見た事あるような……」

　ヤシロちゃんの笑顔が俺の知っている笑顔に似ていた気がして。

　俺は走って帰りながら必死に記憶を漁あさったのだった。



    

  
    
      

◆章後：‥語かたり部べとの会話



◆2010-05-13T05:30:00?　"Yasaka Park"



「ふぇ～、モンジくん、ほんとに上う手まくやっちゃったね」

「ええ、なんだかバッチリ！　って感じにやらかしてくれていましたね」

「うんうん。モンジくんなら、今後も上手くやり遂げられそう？」

「流石さすがに無理じゃないですかね！　今までに百人が百人全員失敗してますから。確率は解わかり易やすくゼロパーセントです。逆に言えば百パーセントの物語ですね」

「それもそうなんだけど、それを言ったらモンジくんがみずみずの時に失敗する確率も、キリちゃんの時に食べられる確率も、どっちも百パーセントだったよね？」

「その通りです！　なので、あのモンジにはそういう、確率じゃねえ、やるんだ！　みたいな底力があるって事なのでしょうね！」

「ふふっ、貴女あなたも楽しそうだもんね、『語り部』さん♪」

「おおっと、気付かれてしまいましたか。確かに、私にとっても彼はとってもレアケース。幸運が幸運を呼んだ結果に成り立つ奇跡の男ですからね」

「それこそ、確率では語れないって事だもんねー。うんうん、モンジくん凄すごい！」

「ま、なんの能力もない、単なるスケコマシだから達人ロア二人が油断した、っていうのも否めませんがー」

「それこそ幸運だったのかもしれないね。素人しろうとが玄人くろうとに勝てる、ほんの一瞬の隙すき。何万回に一度しか存在しないはずの達人の隙……そんなものを、無む理り矢や理り引き込んだ彼……」

「おやおや、『貴女あなた』も彼には惹ひかれちゃっているのですか？」

「ううん、まだだね」

「おっと、という事は、これから……？」

「ふふっ、どうかな。あのままキリちゃんとくっついても面白いだろうし、みずみずもなんだか楽しそうだしね」

「おやおや、ご自身と、という選択肢は？」

「それはまだだね。せめてあの子が最後まで生き残れる、っていうのが確定しないと。死んじゃう子とお付き合いしても寂しいだけでしょ？」

「うひゃあー、これはこれは、流石さすがにハードルが高い！」

「えっへん。こう見えても、ちゃあんと男の子は選ぶんだよんっ」

「なるほどなるほど。それで、その候補に上がっている彼ですが、はてさて、どうなりますかね？」

「ある程度のロアだったら、最強クラスのロアであるキリちゃんとみずみずがいるから、どうとでもなると思うの」

「ええ、そうでしょうね。よしんば自分の物語に書き加えられなくても、そんじょそこいらのロアでは彼をやっつける事はもう出来ませんから」

「でも、だからこそ……もっとハードルが高いロアを、どんどん取り込んで欲しいなあ。例えば、神話ー、とか。あの辺りなんか見てみたいよね？」

「うひゃあー！　貴女はモンジにどこまで期待しているのですか！」

「せっかくだから見てみたいでしょ？　神話クラスとか、伝説クラス」

「確かに！　それを見せて下さった日には、私もモンジに『キャー！　素敵ー！』と、黄色い声援くらいならお届けしてもいいかもしれません」

「うん、わたしもそれくらいやってくれたらきっともっとサービスしてあげちゃうかも」

「わはは、貴女は悪女ですねえ。どの辺りまで計算して、どの辺りまで読んで行動されているのか、私程度ではさっぱり解わかりませんよっ」

「貴女も結構な悪女だと思うけどね」

「ええ。お互い、人間とはいえ気をつけないといけませんね」

「そうだね。モンジくんのロア、『ハンドレッドワン』は、『どんな物語でも取り込んでしまう』という能力があるはずだものね」

「特定の制限があったそれまでの百人とは違うってわけですもんね」

「もう忘れ去られた百物語達だね」

「消えた人も、変質した人も、死んだ人も、引退した人も。きっと皆さん、期待するでしょうからね、自分の最後の後継者ですから」

「モンジくんの活躍に、こうご期待！　って感じだね♪」

「ええ、私も要チェックや！　ですよ！」

「さて、それじゃあそろそろ戻ろっか。朝の公園はまだ冷えるし」

「ええ、私も早速、書き込みませんと。『語かたり部べ』として、彼の物語を！」

「ふふっ、よろしくね、『語り部』さん♪」

「ええ、お任せ下さいませ、『管理人』さん！」



    

  
    
      


◆章外：‥百物語達の日常



◆2010-05-17T16:10:00　"Yasaka High School Gate"

　◇View　Side：‥Site Manager◇



「あ、先輩！」

「おりょ、モンジくんだ！　それと……」

　わたしを見て駆け寄ってくれるモンジくん。

　その横には、なんと可愛かわいい女の子が二人もいた。

「やっほー、詩し穂ほ先輩」

「どうも、こんにちは」

「こんにちは、キリちゃんにみずみずっ」

「……詩穂先輩、みずみず、というのはやはり言いづらくありませんか？」

　みずみずこと、瑞みず江えちゃんはわたしに会う度たびに抗議してくる。

　その顔がちょっと可愛いせいで、わたしはついつい呼び方を変えたくなくなるのだ。

「うふふ！　そこがチャームポイントだよ♪」

「そうだぞ、みずみず」

「殺しますよモザイク男」

「人をいかがわしいもののように呼ぶな？」

　この二人はいいボケとツッコミコンビで楽しいなあ、うん。

「先輩、今度温泉行きましょうよっ！」

　キリちゃんがニコニコと提案して、ちらっ、とモンジくんを見た。

「おっ、いいよね、温泉！　みずみずとモンジくんも行こ？」

「マジですか!?」

「いいのですか。この男が温泉など行った日には、『覗のぞきこそ醍だい醐ご味みだろ！』とかぬかして、私に通報され、長い間どこかで罪を償う事になるかと思いますが」

「うおうい!?　通報するのはお前かよ!?」

「私は正義のために生きていると言っても過言ではありません」

「しれっとした顔で堂々言うよなぁ、一いち之の江えって」

　無表情なのに、本当にユニークな子だったので。

　わたしは、みずみずの事も会ったその日に気に入っていた。

　……会ったのは丁ちよう度ど、モンジくんがキリちゃんを仲間にした日の学校だったりする。

　あの一連の事件をわたし達が見ていた事に、この三人はまるで気付いていないだろう。

「覗かれたら容赦なくしょっぴくとして、みんなで行こうよ！」

「うーん、覗きが禁止されてしまったら、俺おれ一人で風ふ呂ろは寂しいな」

「モンジ君がよく言う『悪友の先輩』連れて行ったら？」

「そうは言うがな、キリカ。あの人は色々濃いから……」

「ああ、彼ね。うん、いいんじゃないかな？」

「む、先輩がＯＫならばこの一いち文もん字じ疾風はやて、異存は全くありません」

「いちもんじはやて？　それはどこのモンジですか？」

「解わかってて言うなよ一之江!?」

「くすくすっ」

　わたしとキリちゃんは、そんなモンジくんとみずみずのやりとりに笑ってばかりだった。



　こんなごくごく普通の子達が、戦ったり、苦しんだりしているなんて。

　本当に、世の中って不思議な事が多いなー、て思う。

　いっつもムードメイカーなモンジくんは、すっごい重い物語の主人公で。

　空気を読むのが上じよう手ずなキリちゃんは、すっごいおっかない魔女だし。

　無表情でボケの達人であるみずみずは、殺害する事に長たけた都市伝説のおばけだ。

　この三人がこれだけ上う手まく仲良く出来ているんだから、もう世界中の人種差別とかしたり、解わかり合えない人達はコミュニケーションを怠っているとしか思えない。

　……って、それはわたしに言われたくないか。

　三人にも隠している、自分の立場があったりするもんね。

　いずれはきっとバラすんだろうけれど。

　今はやっぱり秘密。

　だって、このまんまみんなとの『日常』で一緒に過ごしたいもの。

　だから……ごめんね、モンジくん。

　もうちょっとだけ、何も知らないわたしのフリをさせていてね。



「どうしました、先輩？　何か心配事でも？」

　こうやって、わたしが物思いに耽ふけっているだけで、すぐに心配してくれる彼。

　こういう所がずるっこいんだろうなーと思う。

「ううん、お腹なかすいたなー、って思ってたの」

「あ、だったら詩し穂ほ先輩！　最近出来たケーキバイキングに行きましょうよっ」

「お♪　いいねキリちゃん、ケーキバイキング～！」

「ふむ……ケーキと聞いたら黙っていられませんね」

「なんかケーキにうるさかったりするのか、一いち之の江え」

「いえ、普通に好きなだけです」

「思わせぶりな登場っぽいセリフを言いたかっただけか」

「そうとも言います」

「あははっ」

　二人のやりとりに、キリちゃんが笑う。

　そんなトライアングルが出来ている事が、なんだか羨うらやましく思えた。

　だから、ちょっぴりだけ。

　意地悪な詩穂先輩になってしまうのを、わたしはわたしに許す事にする。

「ふふっ、そういえばケーキバイキングにも都市伝説があるんだよね」

　その言葉を発した瞬間、三人の空気がほんのわずかだけ変わった。

　キリちゃんは興味。

　みずみずは警戒。

　モンジくんは心配。

　それぞれがロアについてどう思っているかが解って、ちょっと安心する。

　嫌ってる人がいないなら、それでいいかな、って。

「なんと、夜や霞がすみのケーキバイキングには、全種類をぺろりと食べてしまう、帽子の娘さんがいるとかいないとか……？」

「って、それ先輩の事じゃないですかっ」

「あはは！　バレた～♪」

　決して表には出さないけれど、三人ともがどこか安心した様子を見せている。

　ふふっ、ごめんね、ちょっと悪戯いたずらしちゃった。

「さて、それじゃキリちゃん案内してねー！」

「ＯＫ、そんじゃ行こっ！」

　こうして、わたし達は四人で一緒に、ケーキを食べに向かった。

　そこで起きた事は別に物語でもなんでもないお話なので。

　今回はここまでにしておくね。



    

  
    
      To be continued...



    

  
    
      
あとがき





「好きに書いて下さっていいですよ！」

　という大変有あり難がたく心強い担当さんの言葉からスタートした『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』。それはもう、内心「いいのかなあ？」と思いつつ、本当に自由に、好き勝手に書かせていただきました。

　はじめまして、最近名刺に『小説家』とか付け足したサイトウケンジです。

　誰だれか好きな人いますか？　と尋ねられた時に「涼りよう香かさんです……」と照れながら答えたのも甘酸っぱい思い出です。

　絵描きさんの事でしたが、修学旅行の夜のような気持ちを味わわせて貰もらいました。

　そんな涼香さんは「いやっほい！」と男前に本作のイラストを受けて下さいました。流石さすがです。一生ついていきます。



　こうして完成した第一巻ですが、楽しんでいただけましたでしょうか？

　あとがきから読んでいるんだよ、という方のために簡単にネタバレをしますと。

　これは主人公のモンジがハーレムを作るお話です。

　そしてヒロインたちは多分、清く正しく可か憐れんで純じゆん真しん無む垢くな美少女たちです。

　そんなモンジがヒロインたちに怖い目にあわされたり、ツッコミをしたり、命を狙ねらわれたり、ツッコミをしたりしながら頑張って主人公になる。

　血ち沸わき肉にく踊おどる、オカルティックアクションラブコメディ都市伝説となっています。

「ホントかなあ？」と思ったり「意味が解わからないわ！」と思った方は是非読んで下さると「ああ、あながち適当でもなかったんだな……」と思っていただけるはずです。

　なお、今回は涼香さんとの相談の際に「いっそパンチラなしにしようぜ」と言ったのは僕です。ギリギリ見えるか見えないかの時に、見えない方がワクワクしないかね、とお願いしたら「いやっほい！」と答えて下さいました。流石です。来世でもついていきます。

　そんなわけで、本作にはパンチラ成分は含まれておりません。

　ただし、担当さんはとても下着などに熱い情熱を持った方なので、もしかしたら「いっそ穿はいてないように見える」もしくは「パンツじゃないから恥ずかしくないですよね？」といった戦いをしている可能性はありますので、気は抜けません。



　と、いうわけで感謝の言葉を連ねたいと思います。

　さっきから話に出ている担当の庄しよう司じさん。庄司さんです。同郷で学区が同じの庄司さん。本当にありがとうございます。あなたのアグレッシブかつナイスサポートのおかげでこの本は出来上がったと言っても過言ではありません。これからもよろしくお願いします。特定されたらごめんなさい。

　素敵イラストを描いて下さった涼りよう香かさん。流石さすがです。あなたのイラストは常に持ち歩いては人に見せて自慢しています。見せびらかしています。額がく縁ぶちに飾って拝んでいます。僕が昔描いたすいすいの絵は頼むから捨てる、ないし金庫に封印して下さい。お願いします。

　本文や内容をチェックしてくれた御み門かどさんに八や木ぎさん。貴重でためになる意見をくれたＭりん。世界観や『ロア』の設定などの相談に乗ってくれた代しろ瀬せさん。完成のためにとてもお世話になった、某社のＦ澤さんとリリ蔵さん。突然のお願いを快く引き受けて下さった〆しめ鯖さばコハダさん。温泉スパに連れていってくれたり、一緒に遊んでテンションを上げてくれる榎えの本もとさんや仲間たち。主人公モンジのモデルでもあるれいさ。この世界観やキャラクターたちの名前を見てビックリしたりニヤッとしてくれた一部のみんな。本っ当に助かりました。心底感謝しています。



　そして何よりこの本を手に取ってくださったあなたに、最大級のありがとうを。

　また見かけたら「あ、ケンジだ」と笑ってくださると幸いです。



２０１０年の梅雨入り、酸素カプセルで休養後。サイトウケンジ



    

  
    
      　著者

　サイトウケンジ

　　ラブ、コメディ、バトルをこよなく愛する、９月生まれの乙女座ＡＢ型。

　　ＰＣゲーム、メインライターとしての代表作に『青空の見える丘』『あかね色に染まる坂』『祝福のカンパネラ』がある。

　　イケメンとクール娘とお茶目娘さんが大好物。

　　好きな食べ物はからあげ。



　イラスト

　涼香（りょうか）

　　東京在住の変態紳士を夢見るイラストレーター兼原画家。

　　代表作は『花×華』（電撃文庫）、『あかね色に染まる坂』『星空へ架かる橋』（ｆｅｎｇ）等。
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